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特集 ■ 経済循環による地域の元気創造
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表
紙

天
空
の
城
　
竹
田
城
跡

（
兵
庫
県
朝
来
市
）

　

竹
田
城
は
、
室
町
時
代
の
中
期
に
当
た
る
嘉
吉
年
間

に
、
但
馬
の
守
護
大
名
・
山
名
持
豊
（
宗
全
）
が
、
出

石
城
の
出
城
と
し
て
有
力
な
家
臣
で
あ
っ
た
太
田
垣
氏

に
つ
く
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

戦
国
時
代
に
入
り
、
文
禄
年
間
か
ら
慶
長
の
初
期
に

か
け
て
、
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
赤
松
広
秀
に

よ
っ
て
、
現
在
に
見
ら
れ
る
総
石
垣
の
城
に
つ
く
り
か

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
城
は
、
古
城
山
（
３
５
３
・
７
メ
ー
ト
ル
）
の

山
頂
を
中
心
に
、
三
方
へ
広
が
る
よ
う
に
曲
輪
（
く
る

わ
）
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
が
、
虎
が
臥
せ
た

よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
虎
臥
城
（
と
ら
ふ
す
じ
ょ

う
・
こ
が
じ
ょ
う
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
発
生
す
る
霧
が
つ
く
る

雲
海
に
浮
か
び
上
が
る
姿
か
ら
「
天
空
の
城
」
と
も
称

さ
れ
、
歴
史
ブ
ー
ム
な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
、
数
々
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
来

訪
者
を
迎
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
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先
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市
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巻頭エッセー

essayessay

大森雅夫岡山市長

岡山のさらなる飛躍に向けて

　

岡
山
市
は
、
お
よ
そ
４
０
０
年
前
、
宇
喜
多
直
家
・
秀
家
父
子

２
代
に
よ
る
岡
山
城
築
城
と
城
下
町
建
設
に
よ
り
そ
の
基
礎
が
築

か
れ
、
以
来
多
く
の
先
人
た
ち
が
城
下
町
を
舞
台
に
歴
史
・
伝
統
・

文
化
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
の
近
代
化
や
戦

災
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の
都
市
の
成
長
と
発
展
の
中
で
、
蓄
積
さ

れ
て
き
た
数
多
く
の
歴
史
・
文
化
資
産
や
城
下
町
の
風
情
が
失
わ

れ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
・
文

化
・
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
そ
し
て
確
実
に
次
世
代
へ

と
伝
え
て
い
く
た
め
、
こ
の
た
び
、
岡
山
市
の
ル
ー
ツ
と
も
言
う

べ
き
岡
山
城
を
中
核
と
し
て
、
城
下
町
の
歴
史
資
産
や
文
化
資
産

を
い
か
し
た
、
風
格
と
魅
力
あ
る
都
心
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
市
民
に
と
っ
て
は
「
岡

山
の
誇
り
」
と
な
り
、
ま
た
来
訪
者
に
対
し
て
は
「
岡
山
の
魅
力

を
発
信
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
と
と
も
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
城
下
町
エ
リ
ア
に
は
、
岡
山
城
・
岡
山
後
楽
園
に
代
表
さ

れ
る
歴
史
資
産
に
加
え
、
雪
舟
や
国
吉
康
雄
の
作
品
な
ど
、
郷
土

ゆ
か
り
の
す
ぐ
れ
た
美
術
品
を
収
蔵
す
る
岡
山
県
立
美
術
館
、
公

立
で
は
国
内
唯
一
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
を
専
門
と
す
る
市
立
オ
リ

エ
ン
ト
美
術
館
、
旧
岡
山
藩
主
池
田
家
か
ら
引
き
継
い
だ
大
名
調

度
品
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
も
つ
林
原
美
術
館
、
大
正
浪
漫
を
代

表
す
る
画
家
竹
久
夢
二
の
作
品
を
収
蔵
す
る
夢
二
郷
土
美
術
館
、

さ
ら
に
は
、
音
楽
の
殿
堂
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
等
、
文
化

施
設
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、中
心
市
街
地
の
も
う
一
つ
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

Ｊ
Ｒ
の
８
路
線
が
乗
り
入
れ
、
広
域
交
通
網
の
結
節
点
と
も
な
っ

て
い
る
岡
山
駅
周
辺
の
エ
リ
ア
で
す
。
近
年
、
再
開
発
事
業
等
に

よ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
の
賑
わ
い
が
急
速
に
増
す
中
、

今
秋
に
は
岡
山
駅
前
に
、
西
日
本
最
大
級
の
大
型
商
業
施
設
「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
岡
山
」
が
開
業
す
る
予
定
で
、
年
間
２
０
０
０
万
人

と
も
言
わ
れ
る
集
客
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
市
の

既
存
の
商
店
街
等
の
商
業
地
図
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

も
の
で
す
が
、
こ
れ
を
中
心
市
街
地
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
、

岡
山
駅
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
来
訪
者
の
方
々
に
、
旧
城
下
町
エ
リ
ア

な
ど
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
中
心
市
街
地
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、「
回
遊
性
の
向
上
」
と
「
魅
力
づ

く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
道
路
を
歩
行
者
が
集
い
や
す
い

空
間
と
し
て
活
用
し
た
り
、
ま
た
、
旧
城
下
町
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

岡
山
城
・
岡
山
後
楽
園
の
一
体
的
な
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も

に
、
エ
リ
ア
内
を
楽
し
く
回
遊
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
魅
力
を
も
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
を
各
所
に
設
け
る
な
ど
の
社

会
実
験
を
中
心
に
、
行
政
と
し
て
ま
ず
取
り
組
め
る
こ
と
を
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
集
中
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
商
店
街
等
に
つ
い
て
、
民
間
の
方
々
の
熱
意
あ
る
取
組
を
応

援
し
て
い
く
な
ど
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、役
割
分
担
し
な
が
ら
、

中
心
市
街
地
全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
集
い
、
行
き
交
い
、
働
き
、
学
び
、
楽
し
み
、
憩
う
都
市

空
間
と
人
に
や
さ
し
い
都
市
交
通
網
を
も
つ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

今
後
、
岡
山
市
の
こ
う
し
た
新
た
な
挑
戦
に
つ
い
て
、
広
く
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
の
読
者
の

皆
様
方
に
は
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
岡
山
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
日
々
進
化
を
続
け
る
岡
山
の
魅
力
を
満

喫
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。



経済循環による地域の元気創造

「あおもりナマコ」のＰＲキャラクター「ナマポン」。
青森市では経済活性化にナマコが活用されている
● 青森市　（p12-13）

「エゾシカ食肉事業協同組合」の統一ロゴマーク入り商品（冷凍肉）。
北海道ではエゾシカ製品をブランド化し、有効活用を図っている
● 北海道　（p8-9）

木質チップボイラーが導入された「芦別温泉スターライト
ホテル」。燃料チップは地元の森林資源で製造されている
● 北海道芦別市　（p10-11）

美田が広がる晩秋の登米市の耕土。飼料自給率の向上に
向け、同市の畜産法人が新プロジェクトに挑戦している
● 宮城県登米市　（p14-15）

伝統的建造物が数多く残る、桐生市の情緒ある街並みを
走行する電動バス。観光誘客にも大きく貢献している
● 群馬県桐生市　（p16-17）

菌床から発生したシイタケ。大多喜町は地域経済の
活性化に向け、シイタケ産地の形成を目指している
● 千葉県大多喜町　（p18-19）



昨年 12 月、輪島市内に新たなワイナリーがオープンし、
ワインの製造・販売が始まった。写真は出荷を待つワイン

三重県立相可高校の有志が組織するＮＰＯ法人「植える美ＩＮＧ」。
製薬会社と連携し、ハンドジェルを開発したメンバー

徳島のブランド地鶏「阿波尾鶏（あわおどり）」の養鶏場。この
地鶏を活用し、地域経済の振興プロジェクトが進められている

● 石川県輪島市　（p20-21）● 三重県多気町　（p22-23）

● 徳島県　（p26-27）

森浦湾に設置されたイルカの生け簀
す

（給餌の様子）
● 和歌山県太地町　（p24-25）

空き店舗を活用した手づくりパン屋「アルパカ」。この
新規開店は地域経済の好循環を生み出す契機になった
● 佐賀県江北町　（p28-29）

バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）を軽油に混合した「Ｂ５燃料」の販売
スタンド。熊本県では廃食用油からＢＤＦを製造する事業が進んでいる
● 熊本県　（p30-31）
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◆◆  

は
じ
め
に

◆
　

私
の
専
門
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
し
て
地
域
活
性
化
で
あ
る
。
一
見
す
る

と
、
幅
広
い
領
域
を
扱
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、「
日
本
が
持

つ
本
来
の
良
さ
を
、如
何
に
し
て
現
代
社
会
と
適
合
さ
せ
、

世
界
的
視
野
で
発
展
さ
せ
て
い
く
か
」
と
い
う
点
で
共
通

し
て
お
り
、
強
い
関
連
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
銀
行
等
か
ら
の
援
助
を
受
け

戦
後
復
興
を
成
し
遂
げ
て
き
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
開
発

途
上
国
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展

さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
？　

２
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
や
公
害
問
題
を
克
服
し
て
き
た
日
本
の
環
境
技
術
が
、

世
界
で
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
？　

そ
し
て
、
地
域
に

存
在
す
る
伝
統
技
術
や
知
恵
、
産
業
が
、
日
本
経
済
を
再

生
す
る
原
動
力
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
？　

そ
ん
な

こ
と
を
日
々
、
考
え
て
い
る
。

　

時
代
は
過
去
か
ら
未
来
へ
と
、
一
方
向
に
進
む
よ
う
に

思
え
る
が
、
未
来
へ
と
進
む
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
過

去
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
開
発
途
上
国
に

お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
金
融
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
、
日

本
の
地
域
経
済
や
地
域
金
融
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ

る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
金
融
の
役
割
の
考
察
か
ら
、
日
本
の
地
域

活
性
化
と
地
域
金
融
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

◆◆  

日
本
の
地
方
部
の
成
長
期(

１
９
７
０
年
代)

と
、

◆  

現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
類
似
性

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
南
ア
ジ
ア
に
位
置
し
、
日
本
の
約

4
割
の
国
土
に
我
が
国
を
上
回
る
1
・
5
億
人
の
人
口
を

有
す
る
。
ア
ジ
ア
最
貧
国
と
の
印
象
が
強
い
同
国
で
あ
る

が
、
近
年
5
％
以
上
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
を
継
続
し
て
お
り
、

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
に
次
ぐ
成
長
が
見
込
ま
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
11
に

も
選
ば
れ
た
新
興
国
で
あ
る
。
特
に
同
国
の
輸
出
の
約
8

割
を
占
め
る
縫
製
産
業
は
、
中
国
の
約
５
分
の
１
と
も
言

わ
れ
る
低
賃
金
を
背
景
に
欧
米
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
系
の
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
少
品
種
大
ロ
ッ
ト
の
受
注
を

獲
得
し
、
世
界
第
3
位
の
生
産
力
を
誇
る
ま
で
に
発
展
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
経
済
成
長
の
背

特 集

見
山
　
謙
一
郎

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

国
、自
治
体
と
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

立
教
大
学
大
学
院
特
任
准
教
授

　
長
ら
く
低
迷
し
て
き
た
日
本
経
済
は
最
近
、
少
し
ず
つ
明
る
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
な
ど
に
伴
い
、
地
方
経
済
は
依
然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
総
務
省
は
自

立
的
な
経
済
循
環
を
生
み
出
し
、
地
域
の
元
気
を
〝
創
造
〟
す
る
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
」
を
創
設
し
、

す
で
に
全
国
各
地
の
特
色
あ
る
67
事
業
を
交
付
金
の
対
象
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
特
集
で
は
交
付
金
を

活
用
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
12
事
業
に
つ
い
て
自
治
体
担
当
者
に
現
状
報
告
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

総
括
的
な
基
調
論
文
を
見
山
謙
一
郎
立
教
大
学
大
学
院
特
任
准
教
授
に
、
同
交
付
金
創
設
の
背
景
と
狙
い
な
ど
を
猿
渡

知
之
総
務
省
地
域
政
策
課
長
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
編
集
部
）

—
地
域
の
自
立
的
発
展
と
金
融
の
役
割
の
考
察—
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特 集

景
に
は
、
①
人
件
費
の
高
騰
が
続
く
中
国
か
ら
の
製
造
拠

点
シ
フ
ト
に
伴
う
、
下
請
け
型
の
低
賃
金
、
単
純
労
働
需

要
の
増
加
と
、
②
人
口
１
・
５
億
人
を
擁
す
低
賃
金
の
労

働
供
給
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

２
０
１
１
年
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
1
人
当
た

り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
７
６
３
ド
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
が
国

の
１
９
６
２
年
頃
に
相
当
す
る
水
準
で
あ
る
。
日
本
に
お

い
て
は
、
そ
の
後
１
９
７
０
年
代
に
入
る
と
地
方
部
と
都

市
部
間
の
所
得
格
差
が
大
幅
に
縮
小
し
、
都
市
へ
の
人
口

流
出
も
大
き
く
減
っ
て
い
く
「
地
方
の
時
代
」
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。「
地
方
の
経
済
学
」
を
著
し
た
安
東
誠
一

氏
に
よ
れ
ば
、
１
９
７
０
年
代
の
地
方
経
済
の
成
長
背
景

に
は
、
固
有
の
３
条
件
が
あ
っ
た
と
い
う
。
第
１
は
日
本

の
産
業
構
造
の
特
質
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
旺
盛
な
下
請
け

型
の
低
賃
金
、
単
純
労
働
需
要
。
第
２
は
こ
う
し
た
労
働

需
要
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
地
方
の
労
働
供
給

力
。
そ
し
て
第
３
は
高
い
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
た
公
共

投
資
の
地
方
へ
の
傾
斜
配
分
で
あ
る
。

　

日
本
の
地
方
に
お
け
る
当
時
の
状
況
は
、
①
下
請
け
型

の
低
賃
金
、
単
純
労
働
需
要
の
増
加
と
、
②
低
賃
金
の
労

働
供
給
力
と
い
う
点
に
お
い
て
、
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
状
況
と
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
気
候
変
動

の
問
題
や
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
世
界
の
貧
困
半
減
を
目

指
す
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」
に
よ
る
、
我
が

国
を
含
む
先
進
国
の
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
の
動
き
は
、

安
東
氏
の
述
べ
る
第
３
の
条
件
に
該
当
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
過
去
の
我
が
国
の

教
訓
で
は
、
大
都
市
を

中
心
と
し
た
日
本
経
済

が
１
９
８
０
年
代
に
大

き
く
成
長
す
る
一
方
、

地
方
経
済
は
徐
々
に
衰

退
し
て
い
っ
た
歴
史
が

あ
る
（
図
表
１
参
照)

。

安
東
氏
は
そ
の
理
由

を
、「
自
ら
の
経
営
資

源
を
生
か
し
た
自
立
的

な
発
展
を
模
索
す
る
い

と
ま
も
な
い
ま
ま
に
、

全
国
的
な
生
産
体
系
に

直
接
組
み
込
ま
れ
、
周

辺
的
、
限
界
的
な
部
門

を
担
当
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
方
は

そ
の
生
産
活
動
を
自
ら

の
生
産
力
と
し
て
蓄
え

て
い
く
機
会
を
奪
わ
れ

て
き
た
た
め
」、
と
述
べ
て
い
る
。

　

本
稿
で
述
べ
る
「
自
立
的
発
展
」
と
は
、
す
な
わ
ち
安

東
氏
の
示
し
た
「
生
産
活
動
の
成
果
を
地
域
内
で
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
蓄
え
相
互
に
結
び
つ
け
、
生
産
力
を
拡
大

さ
せ
る
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
現

在
の
状
況
を
、
１
９
７
０
年
代
の
日
本
の
地
方
の
構
図
そ

の
ま
ま
で
捉
え
れ
ば
、
同
国
の
今
後
は
決
し
て
楽
観
視
で

き
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
日
本
の
地
方
が
成
し

得
な
か
っ
た
、
自
立
的
発
展
を
模
索
す
る
取
り
組
み
が
、

２
０
０
６
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
グ
ラ
ミ
ン

銀
行
や
、
世
界
最
大
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
言
わ
れ
る
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
な

ど
、
現
地
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

◆◆  

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
自
立
的
発
展
を

◆  

目
指
す
動
き
と
金
融
の
役
割

　

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
の
貧
困
層

向
け
に
「
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
少
額
の

無
担
保
融
資
を
行
う
同
国
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
法
で
定
め
ら

れ
た
特
殊
銀
行
で
あ
る
。
同
行
の
創
設
者
で
あ
り
経
済
学

者
の
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
は
、
融
資
を
受
け
る
権
利
自
体

を
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
提
唱
し
て
い
る
。
シ
ェ
ル
・
オ

イ
ル
社
の
経
営
幹
部
で
あ
っ
た
フ
ァ
ズ
レ
・
ハ
サ
ン
・
ア

ベ
ッ
ド
に
よ
り
１
９
７
２
年
に
創
設
さ
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
も

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業（
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）

を
行
っ
て
い
る
。
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
が
資
金
さ
え
手
に
す
れ

ば
、
誰
で
も
起
業
家
に
な
れ
る
と
い
う
金
融
ア
プ
ロ
ー
チ

に
特
化
す
る
「
最
小
限
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
行
う
一
方
、
Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｃ
は
社
会
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
他
開
発
活
動
を
組
み
合

わ
せ
る
「
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
行
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
も
近
年
、

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
、
社
会
的
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
で
解
決
す
る
取
り
組
み
を
先
進
国
企
業
と
の
合
弁
事
業

で
始
め
て
い
る
。こ
れ
は
、Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
の
統
合
的
ア
プ
ロ
ー

経済循環による地域の元気創造

資料：経済企画庁「県民経済計算年報」「県民経済計算報告長期遡及推計」、総務庁「住民基本台帳人
口移動報告」「国勢調査報告」をもとに国土庁計画・調整局作成。

注：１．ジニ係数とは、地域間の格差の程度を示している係数であり、ジニ係数が上昇（下降）する
と都道府県ごとの一人当たり県民所得の格差が拡がった（縮まった）ことを意味する。

２．ジニ係数の算出には沖縄県を含む。但し、1955 年度～1970 年度の沖縄県の人口は、1955 年度、
1960年度、1965年度、1970年の数値を基に５年間の平均増加率により、各年度の人口を推計した。

３．三大都市圏への転入超過の算出には、1955 年から 1972 年までは沖縄県を含んでいない。

図表1　地域間所得格差と三大都市圏における人口の転入超過数の推移

一人あたり県民所得のジニ係数（年度）
三大都市圏における人口の転入超過数（暦年）

三大都市圏への
転入超過数（万人） ジニ係数

80

70

60

50

40

30

20

10

0

－10
1955 60 65 70 75 80 85 90 95 99

（年、年度）

0.27

0.26

0.25

0.24

0.23

0.22

0.21

0.2

0.19

1970年代は、地域間の格差が
大幅に改善した「地方の時代」
とも言われる

図表１  地域間所得格差と三大都市圏における人口の転入超過数の推移
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チ
に
近
い
取
り
組
み
と
言
え
る
。

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
農
村
の
貧
困
層
の
自
立
を
促
す

為
に
農
地
を
持
た
な
い
人
に
牛
を
飼
う
資
金
を
融
資
し
た
と

す
る
。
牛
を
所
有
す
る
こ
と
で
牛
か
ら
絞
っ
た
ミ
ル
ク
が
販

売
出
来
れ
ば
、
自
立
も
可
能
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
村
部
で
安
定
的
に
ミ
ル
ク
を
買
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
は
、ど
こ
に
で
も
あ
る
訳
で
は
な
い
。

統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
蓄

積
し
て
き
た
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
、
自
ら
が
ミ
ル
ク
製
造
販
売
会

社
（BR

A
C D

airy and M
ilk

）
を
設
立
し
た
。一
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
な
い
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
は
、
そ

れ
を
補
う
為
に
フ
ラ
ン
ス
の
食
品
会
社
ダ
ノ
ン
と
合
弁
会

社
（
グ
ラ
ミ
ン
・
ダ
ノ
ン
・
フ
ー
ズ
）
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
設
立
し
た
（
図
表
２
参
照
）。

　

ユ
ヌ
ス
の
提
唱
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
損

失
を
出
さ
な
い
よ
う
経
営
努
力
を
行
う
一
方
、
生
み
出
さ

れ
た
利
益
は
株
主
に
は
配
当
せ
ず
、
事
業
の
拡
大
や
従
業

員
、
地
域
社
会
の
福
利
厚
生
に
ま
わ
す
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
得
ら
れ
た
利

益
は
、
出
資
金
を
除
き
、
国
外
や
域
外
に
流
出
す
る
こ
と

が
な
く
、
域
内
に
再
投
資
さ
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
同
様
に
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
お
い
て
も
、
事
業
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
収
益
の
50
％
が
当
該
事
業
の
再
投
資
に
回
さ
れ
、

残
り
の
50
％
が
貧
困
問
題
等
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
資

金
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お

い
て
、
１
９
７
０
年
代
の
日
本
に
お
い
て
地
方
へ
の
資
金

配
分
が
、
労
賃
や
地
代
、
光
熱
費
、
地
方
税
な
ど
の
一
部

に
限
ら
れ
、
多
く
の
付
加
価
値
が
販
売
管
理
費
や
研
究
開

発
費
、
金
融
費
用
な
ど
の
名
目
で
地
方
か
ら
大
都
市
に
流

出
し
、
地
方
が
そ
の
生
産
活
動
を
自
ら
の
生
産
力
と
し
て

蓄
え
て
い
く
機
会
を
奪
わ
れ
て
き
た
こ
と
と
は
大
き
く
異

な
る
（
図
表
３
参
照
）。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
事
例
を
金
融
的
な
視
点
か
ら
捉
え

る
と
、
資
金
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
、
未
来
投
資
を
意

識
し
た
自
立
的
発
展
型
の
取
り
組
み
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
の
地
域
金
融
機
関
が
学
べ
る
こ
と

は
、
地
域
の
産
業
を
育
て
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
生
み

出
さ
れ
た
資
金
を
地
域
内
に
循
環
さ
せ
、
更
な
る
発
展
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
未
来
を
意
識
し
た
自
立
的
発
展
型
の
仕

組
み
の
創
造
で
あ
る
。
そ
し
て
、
未
来
を
意
識
し
た
自
立

的
発
展
こ
そ
が
、
地
域
活
性
化
の
本
質
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

◆◆  

地
域
活
性
化
及
び
、

◆  

地
域
金
融
機
関
へ
の
期
待

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
お
い
て
も
、
地
域
活
性
化
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
第
２
の
矢
「
機
動
的
な
財
政
政
策
」
に
お
い
て

は
、
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
の
中
で
、

「
地
域
活
性
化
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
発
揮
し
有
機
的
な
交
流
・
連
携
を
深
め
、

地
域
が
直
面
し
て
い
る
危
機
を
突
破
し
、
地
方
の
経
済
を

取
り
戻
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
第
３
の
矢
「
民
間
投
資
を

喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
に
お
い
て
も
、
日
本
再
興
戦
略
の

日
本
産
業
再
興
プ
ラ
ン
の
中
に
「
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
・
結
集
さ
せ
た
起
業
・
創
業
等
の
促
進
」
が
織
り
込
ま

れ
て
お
り
、
戦
略
市
場
創
造
プ
ラ
ン
の
中
で
も
、「
世
界

を
惹
き
付
け
る
地
域
資
源
で
稼
ぐ
地
域
社
会
の
実
現
」
を

目
指
す
と
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地

域
活
性
化
と
は
、
大
都
市
を
含
め
た
他
の
地
域
か
ら
何
か

を
持
っ
て
く
る
こ
と
で
も
、
他
の
地
域
の
成
功
事
例
を
真

似
る
こ
と
で
も
な
く
、
地
域
固
有
の
リ
ソ
ー
ス
を
ベ
ー
ス

に
し
た
地
域
間
連
携
や
産
業
創
出
型
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
が
こ
う
し
た
施
策
を
実
現
す
る

為
の
資
金
を
国
に
頼
る
こ
と
は
、
国
の
財
政
事
情
を
考
え

る
と
厳
し
い
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
失
わ
れ
た

20
年
の
中
で
、
公
債
残
高
は
大
き
く
積
み
上
が
り
、
今
や

一
般
会
計
税
収
の
約
17
年
分
に
も
相
当
す
る
。
ま
た
、
先

進
7
カ
国
（
日
米
英
独
仏
伊
加
）
中
、
債
務
残
高
の
対
Ｇ

教育

雇用創出

グラミン銀行は、
仏ダノンと
合弁事業

農村の
自立

少額
融資

子息の
教育

生活
向上

収入 ミルク
を売る

牛を
飼う

マイクロ
ファイナンス

機関

販売先としての
乳製品工場創設

BRACは
自ら工場を創設

目的

返済
販売

代金

(C)2014 Ken-Ichiro Miyama
循環型の仕組みの創造により、社会的課題に対応

図表3　1970年代の日本の地方経済と現在のバングラデシュとの類似点と相違点
＜類似点＞

1970年代の地方経済成長の背景 現在のバングラデシュの状況

成長条件1 日本の産業構造の特質から生み出された 人件費の高騰が続く中国からの製造拠点シフトに伴う

下請け型の旺盛な低賃金、単純労働力需要 下請け型の旺盛な低賃金、単純労働力需要

成長条件2 労働力需要に応えることができた地方の 労働力需要に応えることができるバングラデシュ

労働供給力 労働供給力

成長条件3 高い経済成長に支えられた財政支出の伸び 地球温暖化問題や、国連ミレニアム計画に基づく

による公共投資の地方への傾斜的配分 開発途上国への資金的支援

＜相違点＞

1970年代の地方経済成長時の資金配分 グラミン銀行のソーシャルビジネスの資金配分

地方 工業生産を受け持つ地方への配分は、 農村部の貧困層に対し雇用を創出し、事業利益は

（域内） 労賃、地代・光熱費、地方税など、一部のみ 事業の再投資や、地域の福利厚生など域内へ循環

大都市 工場で名目的に計上される付加価値の多くは、 出資者は、当初投入した資本は回収できるが、

（域外） 販売管理費、R&D費、金融費用など大都市へ 利益配当は認めない（域外流出はない）

出典：安東誠一『地方の経済学』（日本経済新聞社）を元に筆者作成

図表 3  1970 年代の日本の地方経済と現在のバングラデシュとの類似点と相違点

図表 2  バングラデシュにおける
　　ソーシャルビジネスと金融の循環図



特 集

7 2014・4月号 地域づくり

Ｄ
Ｐ
比
が
２
０
０
％
を
上
回
る
水
準
に
あ
る
の
は
、
唯
一

我
が
国
だ
け
で
あ
る
。
平
成
26
年
度
予
算
も
4
月
か
ら
の

消
費
増
税
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
債
依
存
度
は
43
％
と
相

変
わ
ら
ず
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
も

は
や
経
済
成
長
期
に
は
可
能
で
あ
っ
た
中
央
か
ら
地
方
へ

の
利
益
分
配
型
の
仕
組
み
は
困
難
で
あ
り
、
資
金
的
に
も

地
方
が
国
に
頼
ら
ず
、
い
か
に
自
立
を
し
て
い
け
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
時
代
と
も
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
金
融
機
関
は
、
地
域
経
済
の
中
心

的
役
割
を
担
う
主
体
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い

る
。
２
０
１
２
年
3
月
の
全
国
ベ
ー
ス
で
の
大
手
銀
行
の

預
金
残
高
シ
ェ
ア
は
33
・
6
％
、
貸
出
金
残
高
シ
ェ
ア
は

40
・
4
％
で
あ
る
が
、
大
手
銀
行
の
シ
ェ
ア
が
特
に
高
い

6
都
府
県
（
東
京
、
大
阪
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
愛

知
）
を
除
く
と
、
大
手
銀
行
の
預
金
残
高
シ
ェ
ア
は
9
・

0
％
、
貸
出
金
残
高
シ
ェ
ア
は
8
・
8
％
と
1
桁
台
ま
で

下
が
り
、
地
方
銀
行
、
信
用
金
庫
に
代
表
さ
れ
る
地
域
金

融
機
関
の
圧
倒
的
な
存
在
感
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
地
方
銀
行
（
含
む
第
二
地
銀
）
の
全
国
ベ
ー
ス

の
預
貸
率
が
71
・
2
％
な
の
に
対
し
、
大
手
銀
行
の
シ
ェ

ア
が
特
に
高
い
6
都
府
県
を
除
い
た
地
域
で
は
預
貸
率
が

62
・
2
％
ま
で
低
下
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
内
で
集

め
ら
れ
た
資
金
が
地
域
内
に
う
ま
く
循
環
で
き
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
（
図
表
４
参
照
）。
財
源
の
縛
り
が

あ
る
中
で
日
本
経
済
再
生
の
為
に
地
域
活
性
化
を
推
進
し

た
い
国
や
地
方
行
政
と
、
地
域
活
性
化
の
必
要
性
を
十
分

理
解
し
つ
つ
も
、
地
域
内
で
集
め
ら
れ
た
資
金
を
地
域
内

に
循
環
で
き
ず
に
い
る
地
域
金
融
機
関
と
が
連
携
す
る
意

義
は
こ
こ
に
あ
る
。

◆◆  

国
、
地
方
行
政
と
地
域
金
融
機
関
が

◆  

連
携
し
た
地
域
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り

　

国
、
地
方
行
政
と
地
域
金
融
機
関
は
、
相
互
補
完
関
係

に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
政
策
の
中
に
は
、
国
の
補
助

金
あ
り
き
で
進
め
ら
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。例
え
ば
、

他
の
地
域
の
成
功
事
例
を
模
し
て
、
補
助
金
あ
り
き
で
政

策
を
実
施
す
る
も
、
補
助
金
が
切
れ
る
と
と
も
に
政
策
も

継
続
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
類
の
も
の
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
地
域
金
融
機
関
が
地
方
行
政
と
連
携
す
れ
ば
、
中

長
期
的
な
資
金
戦
略
に
基
づ
く
、
継
続
性
を
意
識
し
た
政

策
実
施
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
金
融

機
関
が
持
つ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
り
、
産
官

連
携
の
取
り
組
み
や
、
地
域
間
連
携
の
取
り
組
み
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
国
の
補
助
金
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
、
政
策
実
施
の
入
口
部
分
で
の
資
金
支
援

を
ベ
ー
ス
と
す
る
国
と
、
入
口
部
分
の
支
援
よ
り
も
運
転

資
金
の
支
援
を
得
意
と
す
る
金
融
機
関
と
の
連
携
は
、
資

金
支
援
に
お
け
る
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
。
更
に
は
、
従

来
、
補
助
金
交
付
後
に
修
正
が
難
し
か
っ
た
施
策
も
、
金

融
機
関
の
期
中
管
理
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
計
画
の

見
直
し
、
修
正
が
可
能
と
な
り
、
継
続
性
の
向
上
へ
と
繋

が
る
は
ず
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
2
月
3
日
の
日
本
経
済
新
聞
１
面
に
「
個
人

預
金
、
地
方
伸
び
悩
み
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

同
記
事
に
よ
れ
ば
、
個
人
預
金
の
過
半
を
保
有
す
る
高
齢

者
は
、
70
歳
代
に
入
る
と
預
金
の
取
り
崩
し
を
始
め
る
傾

向
が
み
ら
れ
、
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
の
預
金
の
低
迷
を

招
く
一
因
と
い
う
。
団
塊
の
世
代
が
70
歳
代
に
入
る
平
成

29
年
頃
か
ら
そ
の
傾
向
は
よ
り
顕
著
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
、
今
か
ら
地
域
金
融
機
関
は
、
対
策
を
講
じ

る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、国
、

地
方
行
政
と
地
域
金
融
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
特

徴
を
生
か
し
相
互
連
携
で
き
れ
ば
、
地
域
活
性
化
、
す
な

わ
ち
未
来
を
意
識
し
た
地
域
の
自
立
的
発
展
の
仕
組
み
を

創
造
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
（
図
表
５
参

照
）。

　

*

本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
科
研
費
の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
す
。

　

○
参
考
文
献

　
　

安
東
誠
一
著
『
地
方
の
経
済
学
』
日
本
経
済
新
聞
社

特 集 経済循環による地域の元気創造

図表４　金融機関別預貯金残高、貸出金残高一覧

（単位：億円）

預金残高 ｼｪｱ 貸出金残高 ｼｪｱ 預貸率 預金残高 ｼｪｱ 貸出金残高 ｼｪｱ 預貸率

大手銀行など 3,548,830 33.6% 2,120,696 40.4% 59.8% 413,926 9.0% 171,108 8.8% 41.3%

地　銀 2,889,783 27.4% 2,057,325 39.2% 71.2% 1,948,353 42.6% 1,212,115 62.1% 62.2%

地方銀行 2,282,355 21.6% 1,610,650 30.7% 70.6% 1,604,085 35.0% 963,317 49.3% 60.1%

第二地銀 607,428 5.8% 446,675 8.5% 73.5% 344,268 7.5% 248,798 12.7% 72.3%

地域金融機関 2,459,070 23.3% 1,070,396 20.4% 43.5% 1,240,479 27.1% 570,215 29.2% 46.0%

信用金庫 1,226,057 11.6% 637,710 11.7% 52.0% 515,847 11.3% 302,429 15.5% 58.6%

信用組合 178,060 1.7% 94,884 1.8% 53.3% 95,424 2.1% 56,320 2.9% 59.0%

労働金庫 173,002 1.6% 117,754 2.2% 68.1% 99,640 2.2% 62,191 3.2% 62.4%

農協 881,951 8.4% 220,048 4.2% 25.0% 529,568 11.6% 149,275 7.6% 28.2%

ゆうちょ銀 1,659,018 15.7% - - 974,659 21.3% - -

10,556,702 100% 5,248,417 100% 4,577,417 100.0% 1,953,438 100.0%

(注1)大手銀行など=都市銀行+信託銀行+その他銀行
(注2)除く大都市圏とは、大手銀行などのシェアが特に高い6都府県（東京、大阪、埼玉、神奈川、兵庫、愛知）を除く地域
出典：金融ジャーナル増刊号　金融マップ2013版より筆者作成

全国ベース(2012/3) 除く大都市圏(2012/3)
業態

合計

(C)2014 Ken-Ichiro Miyama

国

地域金
融機関

地方行政

• 政策立案
• 補助金（入口支援）

• 資金支援（運転資金）
• 期中管理
• 情報、連携支援

• 未来志向の自立型発展
   モデルの政策実施
   （地域活性化）

図表４  金融機関別預貯金残高、貸出金残高一覧

図表 5  国、地方行政と地域金
　　　  融機関が連携した地域
　　　  活性化モデル
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◆◆  

農
林
業
被
害
60
億
円
超
、

◆  

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
を
強
化

　

北
海
道
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
数
が
平
成
24
年
度
で

推
定
59
万
頭
に
達
し
、
エ
ゾ
シ
カ
に
起
因
す
る
農
林
業
被

害
額
は
63
億
円
に
及
ん
で
い
る
ほ
か
、
交
通
事
故
・
交
通

障
害
の
多
発
な
ど
、
道
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
解
消
す
べ
く
、
道
で
は
現
在
、「
緊

急
対
策
期
間
」
と
し
て
捕
獲
の
強
化
と
、
捕
獲
し
た
個

体
の
有
効
活
用
を
対
策
の
両
輪
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
は
過
去
最
高
の

14
万
4
０
０
０
頭
を
捕
獲
、
う
ち
2
万
3
０
０
０
頭
が
食

肉
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

◆◆  

食
肉
と
し
て
活
用
、

◆  

安
定
供
給
な
ど
が
課
題
に

　

道
で
は
、
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
を
食
肉
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
平
成
18
年
に
「
エ
ゾ
シ
カ
衛
生
処
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
策
定
し
、
安
全
・
安
心
な
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
生
産
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、毎
月
第
４
火
曜
日
を
「
シ
カ
の
日
」

（
第
４
の
「
シ
」
と
火
曜
日
の
「
カ
」）
と
銘
打
ち
、
エ
ゾ

シ
カ
肉
料
理
を
提
供
す
る
飲
食
店
の
登
録
制
度
を
創
設
す

る
な
ど
普
及
啓
発
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
結
果
、
食
肉
と
し
て
処
理
さ
れ
る
頭
数
は
こ
の
2
年

間
で
約
２
倍
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
般
消
費
者
か
ら
は
、
エ
ゾ
シ
カ
肉

を
身
近
な
店
舗
で
購
入
し
、
自
ら
家
庭
で
調
理
で
き
る
環

境
の
整
備
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
飲
食
店

関
係
者
な
ど
か
ら
は
「
原
料
肉
の
安
定
供
給
」
を
要
望
さ

れ
る
な
ど
、「
流
通
・
販
売
体
系
の
整
備
」
と
「
安
定
供

給
体
制
の
構
築
」
が
、
更
な
る
普
及
を
目
指
す
上
で
の
新

た
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
有
効
活
用
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
エ
ゾ
シ
カ

は
本
道
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
野
生
動
物
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
食
資
源
と
し
て
の
価
値
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
・

教
育
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
課
題
の
一

つ
だ
っ
た
。

◆◆  

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

◆  

札
幌
市
内
に
エ
ゾ
シ
カ
専
門
店

　

エ
ゾ
シ
カ
肉
の
大
手
処
理
事
業
者
8
社
で
構
成
す
る

「
エ
ゾ
シ
カ
食
肉
事
業
協
同
組
合
」（
以
下
、「
組
合
」
と

い
う
。）
で
は
、
食
肉
と
し
て
の
活
用
を
更
に
推
進
し
て

い
く
上
で
の
課
題
解
決
や
、
観
光
・
教
育
資
源
と
し
て
の

活
用
に
向
け
て
、
総
務
省
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交

付
金
を
活
用
し
て
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。

　

ま
ず
、
販
売
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
札

幌
市
内
に
組
合
直
営
の
エ
ゾ
シ
カ
専
門
シ
ョ
ッ
プ
を
開

店
（
平
成
25
年
11
月
）
す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
店
舗
も

開
設
し
た
。
大
消
費
地
で
あ
る
札
幌
市
内
中
心
部
に
専
門

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

エ
ゾ
シ
カ
肉
を
食
用
と
し
て
有
効
活
用

—
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
開
設—

北
海
道

木
内
　
武
雄

1

北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局

エ
ゾ
シ
カ
対
策
課
主
査

札幌市内狸小路の「HUGマート」内にオープンしたエゾシカ専門ショップ。
冷凍肉や缶詰、スープなどが販売されている
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シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
た
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
道
民
の
皆
さ

ん
が
エ
ゾ
シ
カ
肉
を
購
入
す
る
機
会
の
拡
大
の
契
機
に

な
っ
た
ほ
か
、
近
隣
の
飲
食
店
関
係
者
や
観
光
客
の
利
用

に
繫
が
る
な
ど
、
予
想
し
た
以
上
の
販
売
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。

　

ま
た
、
販
売
す
る
商
品
に
は
新
た
に
作
成
し
た
統
一
ロ

ゴ
入
り
の
包
材
を
使
用
し
、
組
合
の
ブ
ラ
ン
ド
製
品
と
し

て
統
一
感
を
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
各
々
の
組
合
員
が
独

自
に
作
成
し
た
包
材
を
使
い
、
各
事
業
者
の
商
品
と
し
て

販
売
し
て
い
た
が
、
統
一
ロ
ゴ
が
入
っ
た
包
材
を
用
い
る

こ
と
で
製
品
を
安
定
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

次
に
、
原
材
料
と
な
る
エ
ゾ
シ
カ
の
安
定
確
保
を
目
的

に
、
効
率
的
な
囲
い
ワ
ナ
の
開
発
に
着
手
し
た
。
囲
い
ワ

ナ
の
活
用
は
、
原
材
料
の
安
定
供
給
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
今
後
予
想
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
タ
ー
人
口
の
減
少
を
補

う
一
手
法
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
囲
い

ワ
ナ
は
①
大
型
で
設
置
費
用
も
高
額
②
毎
日
の
見
回
り
が

必
要
③
設
置
か
ら
数
年
が
経
過
す
る
と
、
エ
ゾ
シ
カ
の
警

戒
心
が
強
ま
る
こ
と
か
ら
捕
獲
効
率
が
著
し
く
低
下
す
る

―
な
ど
、
生
体
を
安
定
的
に
捕
獲
し
て
い
く
た
め
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
、
そ
の
画
像
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

確
認
す
る
な
ど
、
見
回
り
に
係
る
負
担
の
軽
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
設
置
や
移
動
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
設
計
上

の
工
夫
も
施
す
こ
と
と
し
、
降
雪
期
以
降
、
効
率
的
に
捕

獲
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

◆◆  

観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
設
置
、経
済
の
活
性
化
図
る

◆
　

ま
た
、
食
肉
と
し
て
の
利
用
の
み
で
は
な
く
、
エ
ゾ
シ

カ
の
有
す
る
多
面
的
な
価
値
を
活
用
し
、
観
光
・
教
育
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
一
時
養
鹿
施

設
（
生
体
で
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ
カ
を
、
食
肉
と
し
て
加
工

処
理
す
る
ま
で
一
時
的
に
飼
養
す
る
施
設
）
を
利
用
し
た

観
光
施
設
を
道
内
3
カ
所
に
整
備
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、
大
型
バ
ス
が
停
車
で
き
る
駐
車

場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
売
店
や
休
憩
所
、
エ
ゾ
シ
カ

に
関
す
る
学
習
館
を
設
置
す
る
な
ど
、
観
光
客
が
一
定
時

間
滞
在
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
を
整
え
た
。
地
元
観
光

協
会
や
旅
行
会
社
な
ど
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、今
後
、

道
と
し
て
も
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
地
元
経
済

の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

　

今
回
、
エ
ゾ
シ
カ
食
肉
事
業
協
同
組
合
に
対
し
、
総
務

省
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
を
活
用
す
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
利
用
促

進
に
向
け
た
流
通
・
販
売
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
・
教
育
資
源
と
し
て
活
用
す

る
、
全
国
に
類
を
見
な
い
実
践
例
の
一
つ
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

　

道
と
し
て
は
、
今
回
の
事
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

9

経済循環による地域の元気創造特 集

エゾシカ観光牧場（写真上）とエゾシカ関連資料を展示した学習館内部（下）。
捕獲したエゾシカを一時的に飼養する施設には牧場のほか、駐車場や売店、
学習館を整備。観光スポットとして注目されている
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◆◆  

星
の
降
る
里
・
あ
し
べ
つ

◆
　

芦
別
市
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
８
６
５

平
方
㌔
と
い
う
広
大
な
市
域
面
積
の
約
88
％
を
森
林
が
占

め
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
と
澄
み
切
っ
た
空
、
星
が
降

り
そ
そ
ぐ
よ
う
に
美
し
い
夜
空
と
い
う
良
質
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
、
昭
和
63
年
に
環
境
省
（
当
時
は
環
境
庁
）
か

ら
「
星
空
の
街
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
地
域
特
性
で
あ
る
森
林
資
源
の
有
効
活

用
等
を
目
指
し
、
平
成
21
年
度
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
具
体

的
な
利
用
可
能
性
を
模
索
す
る
「
芦
別
市
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
22

年
度
に
総
務
省
の
「
緑
の
分
権
改
革
」
推
進
事
業
の
採
択

を
受
け
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
関
す
る
実
証

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆◆  

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
向
け
実
証
調
査

◆
　

こ
の
実
証
調
査
で
は
、㈱
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｃ（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
協
力
の
も
と
、
市
民
を
は
じ
め
、
学

識
経
験
者
、
林
業
関
係
者
、
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
る
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用
検
討
会
を
組
織
し
、
㈱
Ｎ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
セ
ン
タ
ー
長
・
大
友
詔
雄
氏
か
ら
「
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
地

域
内
経
済
循
環
」
の
先
進
事
例
を
学
び
な
が
ら
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
大
友
氏
と
の
出
会
い
と
検
討
会
に
地
元
金

融
機
関
や
国
有
林
・
道
有
林
を
管
理
す
る
行
政
機
関
の
参

画
を
得
た
こ
と
が
、
こ
の
事
業
を
大
き
く
後
押
し
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
証
調
査
の
結
果
、
チ
ッ
プ
原
料
と
な
る
市
域
内
の
林

地
残
材
（
森
林
整
備
の
過
程
で
産
出
さ
れ
る
未
利
用
の

小
径
木
や
追
い
上
げ
材
等
）
の
利
用
可
能
量
は
、
年
間

３
２
９
３
㌧
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
88
％
が
国
有

林
・
道
有
林
で
あ
る
た
め
北
海
道
森
林
管
理
局
及
び
北
海

道
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
先
と

し
て
は
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
を
通
年
稼
働
し
、
大
量
の
石
油

燃
料
を
使
っ
て
い
る
温
泉
宿
泊
施
設
「
健
民
セ
ン
タ
ー
施

設
群
」（
冷
泉
を
加
温
す
る
芦
別
温
泉
を
中
心
と
す
る
ホ

テ
ル
、
国
民
宿
舎
な
ど
の
施
設
）
が
最
適
で
あ
る
と
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
こ
の
検
討
会
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
北
海
道
内

の
４
町
（
下
川
町
、
足
寄
町
、
滝
上
町
、
美
幌
町
）
を
訪

問
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
有
効
利
用
に
向
け
た
先
進
的
な

取
り
組
み
を
直
接
学
び
、
し
っ
か
り
と
し
た
理
念
に
触
れ

た
こ
と
で
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
調
査
を
契
機
に
林
業
関
係
者
の
機
運
も
高
ま

り
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め

ま
し
た
。

◆◆  

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
決
定

◆  

燃
料
代
も
地
域
内
で
循
環

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
冬
期

間
の
暖
房
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
通
年
で
熱
供
給
を
必
要

温
泉
施
設
に
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入

—
森
林
資
源
で
燃
料
製
造
、資
金
の
域
内
循
環
め
ざ
す—

長
野
　
周
史

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

北
海
道
芦
別
市

2

芦
別
市
総
務
部
政
策
推
進
課
長

緑豊かな芦別市街地の全景
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と
す
る
施
設
に
導
入
す
る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
チ
ッ
プ
燃
料
の
消
費
量
も
一
定
程
度
確

保
さ
れ
、
チ
ッ
プ
燃
料
を
製
造
販
売
す
る
事
業
体
の
採
算

性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
を
石

油
燃
料
か
ら
チ
ッ
プ
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

課
題
で
あ
る
林
内
環
境
の
整
備
、
雇
用
の
創
出
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
及
び
燃
料
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
が
図

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
を

石
油
燃
料
か
ら
木
質
チ
ッ
プ
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
石
油

燃
料
代
と
し
て
地
域
外
に
流
出
し
て
い
た
資
金
を
地
域
内

で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
林
内
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
林
地
残
材
を
収

集
・
天
日
乾
燥
し
、
チ
ッ
プ
を
製
造
・
販
売
す
る
こ
と
で
、

搬
送
・
破
砕
の
工
程
で
使
用
す
る
燃
料
費
以
外
の
資
金
を

地
域
内
に
定
着
さ
せ
る
仕
組
み
が
構
築
で
き
ま
す
。

　

健
民
セ
ン
タ
ー
施
設
群
で
は
、
重
油
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
り

冷
泉
の
加
温
、
ホ
テ
ル
等
へ
の
暖
房
及
び
給
湯
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
23
年
度
の
Ａ
重
油
消
費
量
は
75
万
８
０
０
０

㍑
で
し
た
。
Ａ
重
油
の
単
価
を
85
円
と
想
定
す
る
と

６
４
４
３
万
円
と
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
外
へ
流

出
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
重
油
の
消
費
量
か
ら
換
算
し
た
チ
ッ
プ
の
必

要
量
は
２
４
５
５
㌧
と
な
り
、
実
証
調
査
で
行
っ
た
チ
ッ

プ
原
料
と
な
る
林
地
残
材
の
年
間
利
用
可
能
量
の
範
囲
内

で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
の
中
で
最
も
石
油
燃

料
を
消
費
し
て
い
た
健
民
セ
ン
タ
ー
施
設
群
に
木
質
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各

メ
ー
カ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
の
特
性
と
導
入
実
績
、
導
入
す
る

施
設
の
熱
需
要
実
態
な
ど
多
方
面
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
の
熱
需
要
の
特
徴
と
し
て
夏
と
冬
に
お
い
て

２
倍
近
い
需
要
格
差
が
あ
る
こ
と
や
温
泉
宿
泊
施
設
へ
の

導
入
実
績
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
巴
ボ
イ
ラ
ー
（
ス
イ

ス
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
社
製
）
２
基
（
９
０
０
㌔
㍗
と
７
０
０

㌔
㍗
）
の
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆◆  
チ
ッ
プ
製
造
で
協
同
組
合
を
設
立

◆  
交
付
金
が
「
天
の
助
け
」
に

　

健
民
セ
ン
タ
ー
施
設
群
に
導
入
す
る
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
で
利
用
す
る
チ
ッ
プ
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
検
討
を
進
め
た
結
果
、
製
材
業
者
、
素
材
生

産
業
者
、
建
設
業
者
等
で
構
成
す
る
「
芦
別
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
開
発
協
同
組
合
」（
平
成
24
年
12
月
設
立
）
が
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
は
、
原
料
と
な
る
林
地
残
材
の
収
集
・
運
搬
及
び

チ
ッ
プ
の
製
造
・
販
売
ま
で
一
連
の
作
業
を
行
う
企
業
の

集
合
体
で
す
。
チ
ッ
プ
製
造
工
場
用
地
は
、
チ
ッ
プ
の
納

入
先
で
あ
る
健
民
セ
ン
タ
ー
施
設
群
に
ほ
ど
近
い
国
有
地

を
借
り
受
け
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
操
業
に
あ
た
り
、
構
成
企
業
の
重
機
や
破
砕

機
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
し
て

い
ま
し
た
が
、
原
料
の
林
地
残
材
や
チ
ッ
プ
の
重
量
を
量

る
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
、
チ
ッ
プ
を
製
造
す
る
た
め
の
破

砕
機
、
チ
ッ
プ
を
一
定
期
間
保
管
す
る
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
な
整
備
導
入
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
市
と
し
て
も
各
種
補
助
制
度
の
活
用
を
模
索
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
総
務
省
が
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

交
付
金
制
度
」
を
創
設
、「
天
の
助
け
！
」
と
ば
か
り
に

交
付
金
の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
総
事
業

費
約
６
３
４
０
万
円
に
対
し
て
３
３
０
０
万
円
の
交
付
が

決
定
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
残
り
の
資
金
に
つ
い
て
も
、

平
成
22
年
度
の
検
討
会
に
参
画
い
た
だ
い
た
地
元
金
融
機

関
の
北
洋
銀
行
か
ら
、
本
事
業
の
公
益
的
効
果
や
事
業
採

算
性
の
審
査
を
受
け
た
う
え
、組
合
が
３
０
０
０
万
円（
償

還
期
間
10
年
）
の
融
資
を
受
け
ま
し
た
。

◆　◆  

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
推
進

◆
　

今
後
は
、
導
入
し
た
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
安
定
的

な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
組
合
に
よ
る
チ
ッ
プ
燃
料
の

安
価
で
安
定
的
な
供
給
体
制
確
立
を
目
指
し
て
、国
有
林
・

道
有
林
を
所
管
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、
原
料
と
な
る

林
地
残
材
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
公
共
施
設
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

積
極
的
に
導
入
す
る
た
め
の
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

林
地
残
材
の
収
集
状
況
を
検
証
し
、こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

さ
ら
に
同
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
進
め
、「
流
出
資
金
域
内

還
元
」
を
目
指
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

導
入
さ
れ
た
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

チ
ッ
プ
製
造
用
の
破
砕
機

経済循環による地域の元気創造特 集
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◆◆ 

年
間
漁
獲
高
１
０
０
ト
ン
、盛
ん
な
中
国
向
け
輸
出

◆
　

青
森
市
は
青
森
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約

30
万
人
、
面
積
約
８
２
４
平
方
㌔
㍍
の
都
市
で
あ
り
、「
青

森
」
の
名
の
と
お
り
面
積
の
７
割
以
上
が
林
野
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
北
部
は
陸
奥
湾
に
面
し
、
東
部
及
び
南
部
は
奥
羽

山
脈
の
一
部
を
な
す
東
岳
山
地
や
八
甲
田
連
峰
に
、
西
部

は
津
軽
山
脈
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

陸
奥
湾
で
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産
額
は
、
青
森
市
の
漁
業
生
産

額
全
体
の
約
９
割
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

生
産
現
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
大
量
へ
い
死
被

害
が
発
生
し
て
お
り
、
特
定
の
品
目
に
偏
っ
た
生
産
構
造

は
、
被
害
発
生
時
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、

い
か
に
し
て
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
経
営
リ
ス
ク
の
分
散
を
通
じ
た
漁
業

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
と
の
組
み

合
わ
せ
に
適
し
た
品
目
の
開
発
・
普
及
に
取
り
組
み
、
ホ

タ
テ
ガ
イ
と
餌
が
競
合
し
な
い
こ
と
、
漁
獲
が
比
較
的
容

易
で
あ
る
こ
と
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
排
泄
物
が
餌
と
な
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
ナ
マ
コ
資
源
の
維
持
・
増
大
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
５
年
度
に
は
、
青
森
市
水
産
指
導
セ
ン
タ
ー
に
ナ

マ
コ
種
苗
生
産
施
設
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
平
成
６
年

度
か
ら
は
ナ
マ
コ
種
苗
の
放
流
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
森
市
で
は
、
毎
年
１
０
０
㌧
前
後
の
ナ
マ
コ

が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
地
域
の
水
産
加

工
会
社
に
お
い
て
、
内
臓
除
去
や
ボ
イ
ル
等
の
工
程
を
経

て
塩
蔵
（
え
ん
ぞ
う
＝
塩
漬
け
）
や
乾
燥
加
工
さ
れ
、
主

と
し
て
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
最
大
の
ナ
マ
コ
消
費
地
で
あ
る
中
国
で
は
、
ナ
マ

コ
は
古
く
か
ら
滋
養
強
壮
な
ど
健
康
に
良
い
食
材
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
中
国
の
経
済
発
展
や
健
康
志
向
の
高
ま

り
を
背
景
と
し
て
需
要
が
増
大
し
、
中
国
産
の
ナ
マ
コ
は

も
と
よ
り
、
青
森
市
で
漁
獲
さ
れ
る
ナ
マ
コ
に
つ
い
て
も

高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
ナ
マ
コ
の
平
均
価
格
は
、
平
成
15
年
に
は
１

㌔
㌘
当
た
り
７
２
５
円
で
し
た
が
、
平
成
25
年
に
は

２
６
１
６
円
と
な
り
、
こ
の
10
年
間
で
３
倍
以
上
に
価
格

が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

◆◆
「
あ
お
も
り
ナ
マ
コ
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

◆
　

こ
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
ナ
マ
コ
に
つ
い
て
、
地
域
の

特
産
品
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
市
で
は
、
平

成
19
年
度
か
ら
弘
前
大
学
に
ナ
マ
コ
の
機
能
性
等
の
研
究

を
委
託
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
協
同
組
合
、
流
通
・
加
工

団
体
、
大
学
、
行
政
な
ど
に
よ
り
「
あ
お
も
り
ナ
マ
コ
ブ

ラ
ン
ド
化
協
議
会
」
を
組
織
し
、ナ
マ
コ
の
新
商
品
開
発
、

あ
お
も
り
ナ
マ
コ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
ナ
マ
コ

を
利
用
し
た
加
工
食
品
、
石
け
ん
な
ど
が
商
品
化
さ
れ
る

ナ
マ
コ
加
工
廃
棄
物
を
活
用
し
、地
域
経
済
活
性
化

—
機
能
性
成
分
で
新
た
な
商
品
づ
く
り—

柳
谷
　
勝
司

青
森
市
農
林
水
産
部
水
産
業
課
主
幹

ナマコの漁獲風景。10月から翌年４月まで主に潜水で漁獲する。
写真は船からの陸揚げの様子

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

青
森
市

３
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と
と
も
に
、
ナ
マ
コ
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く
り
も
併

せ
て
実
施
し
な
が
ら
、
あ
お
も
り
ナ
マ
コ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
ま
す
。

◆◆ 
ナ
マ
コ
加
工
廃
棄
物
を
活
用
、
新
商
品
づ
く
り

◆
　

ま
た
、
弘
前
大
学
の
研
究
に
よ
り
、
ナ
マ
コ
の
加
工
工

程
で
排
出
さ
れ
る
煮
汁
や
内
臓
に
は
、
サ
ポ
ニ
ン
類
や
カ

ロ
テ
ノ
イ
ド
類
と
い
っ
た
健
康
の
維
持
・
増
進
な
ど
に
有

効
な
機
能
性
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

　

ナ
マ
コ
の
機
能
性
成
分
を
活
用
し
た
商
品
と
し
て
は
、

水
虫
薬
、
石
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
等
が
販
売
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ナ
マ
コ
自
体
に
機
能
性
成
分
が
含
ま
れ
る
こ
と

は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
原
料
に
高
価
な
乾
燥
ナ

マ
コ
等
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
も
高
価
格
帯
の

商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
マ
コ
の
煮
汁
や
内
臓
は
他
に
利
用
価
値
が
な
く
、
市

内
の
水
産
加
工
会
社
で
は
こ
れ
ま
で
廃
棄
処
分
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
①
弘
前
大
学
の
研
究
を
通
じ
て
ナ
マ
コ

加
工
廃
棄
物
に
も
抗
真
菌
作
用
や
保
湿
作
用
、
抗
炎
症
作

用
、
抗
酸
化
作
用
等
の
機
能
性
成
分
の
存
在
が
明
ら
か
と

な
っ
た
②
成
分
抽
出
技
術
や
ナ
マ
コ
特
有
の
色
や
に
お
い

の
除
去
技
術
が
確
立
さ
れ
た
③
原
料
費
が
か
か
ら
ず
低
コ

ス
ト
化
が
見
込
ま
れ
る
④
活
用
範
囲
が
広
く
地
域
企
業
の

新
た
な
商
品
づ
く
り
の
素
材
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
―
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
内
の
水
産
加
工
会
社
㈱
大
豊
を

事
業
実
施
主
体
と
し
て
、
弘
前
大
学
、
㈱
青
森
銀
行
、
青

森
市
、
機
能
性
成
分
の
抽
出
技
術
等
を
持
つ
県
内
企
業
と

い
っ
た
産
学
金
官
連
携
体
制
に
よ
り
、
ナ
マ
コ
加
工
廃
棄

物
か
ら
機
能
性
成
分
を
抽
出
す
る
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
総
務
省
の
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事

業
交
付
金
」
の
採
択
を
い
た
だ
き
、
抽
出
・
精
製
施
設
の

整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
機
能
性
成

分
の
活
用
が
見
込

ま
れ
る
健
康
食
品

や
繊
維
メ
ー
カ
ー

等
と
の
協
議
や
、

ナ
マ
コ
機
能
成
分

を
利
用
し
た
商
品

開
発
を
テ
ー
マ
と

し
た
地
元
企
業
対

象
の
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25

年
11
月
に
は
、
産
学
金
官
の
関
係
者
に
よ
る
事
業
の
検
証

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
産
・
学
・
金
・
官
青
森

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
総
務
省
及
び
金
融
庁
か
ら
の
ご
出
席
も
い
た

だ
き
、
本
事
業
を
通
じ
た
地
域
産
業
活
性
化
に
向
け
た
積

極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
ナ
マ
コ
の
煮
汁
や
内
臓
か
ら
の
機
能

性
成
分
の
抽
出
を
本
格
的
に
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
協
議
を

行
っ
て
き
た
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
に
お
け
る
新
た
な
商
品
づ
く
り
の
素
材
と
し
て
の
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
地
元
企
業
に
対
す
る
情
報
提
供
等

を
行
う
と
と
も
に
、「
青
森
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
の
継

続
実
施
に
よ
る
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

◆◆ 

地
域
の
経
済
循
環
創
造
に
向
け
て

◆
　

本
事
業
は
、
事
業
実
施
主
体
に
よ
る
機
能
性
成
分
の
抽

出
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
市
外
メ
ー
カ
ー
等
へ
の
抽
出
物

の
販
売
に
よ
る
資
金
獲
得
や
、
石
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

健
康
食
品
な
ど
抽
出
物
の
機
能
性
を
活
用
し
た
新
た
な
商

品
づ
く
り
に
よ
る
地
元
企
業
の
事
業
活
動
の
活
性
化
、
新

た
な
雇
用
の
創
出
、
新
た
な
資
金
循
環
の
創
造
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
基
礎
研
究
、
量
産

化
技
術
開
発
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
評
価
、
資
金
調
達
、

販
路
開
拓
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
い
て
、
産
学
金
官

の
連
携
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
市
の
担
当
者
と
し
て

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
様
々
な
分
野
で
産
学
金
官
連
携
の
輪

が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み

が
一
層
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

13

ナ
マ
コ
。
価
格
は
こ
の
10
年
で

３
倍
以
上
に
上
昇
し
て
い
る

「あおもりナマコブランド化協議会」が企画した各種商品。加工食品
や石けんなどがある

経済循環による地域の元気創造特 集
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◆◆  

豊
か
な
地
域
資
源
、

◆  

高
い
評
価
の
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

　

登
米
市
は
、
宮
城
県
北
東
部
に
位
置
し
、
地
勢
は
西
部

が
丘
陵
地
帯
、
東
北
部
が
山
間
地
帯
で
、
そ
の
間
は
広
大

で
平
坦
肥
沃
な
耕
土
を
形
成
し
て
お
り
、
河
川
や
湖
沼
も

多
く
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
指
定
登
録
湿
地
が
あ
る
な
ど

水
辺
空
間
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
も
最
高

気
温
と
最
低
気
温
の
差
が
大
き
い
内
陸
性
気
候
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
冬
期
の
降
水
量
は
少
な
く
、
降
雪
期
間
も
比

較
的
短
い
こ
と
か
ら
、
東
北
地
方
と
し
て
は
温
暖
な
気
候

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
作
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量
を
減
ら
し
た
宮

城
県
の
「
環
境
保
全
米
」
発
祥
の
地
で
、
生
産
量
も
県
内

随
一
を
誇
り
、
登
米
市
産
の
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
は
全
国
的

に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
園
芸
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や

キ
ュ
ウ
リ
が
国
の
指
定
産
地
の
指
定
を
受
け
て
い
る
ほ

か
、
そ
の
他
の
作
物
も
盛
ん
で
県
内
有
数
の
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
畜
産
に
つ
い
て
は
、
和
牛
生
産
が
全
国
で
も

屈
指
の
生
産
額
を
誇
り
、
養
豚
も
県
内
一
の
産
地
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
豊
か
な
地
域
資
源

を
も
つ
登
米
市
の
農
畜
産
物
は
質
が
高
く
、
全
国
に
誇
れ

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

高
騰
す
る
輸
入
飼
料
、

◆  

国
産
へ
の
転
換
が
課
題

　

畜
産
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
「
牛
」

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
単
純
に
「
牛
」
と

い
っ
て
も
ま
た
種
類
（
畜
種
）
が
あ
り
、「
乳
用
牛
」
と

「
肉
用
牛
」
に
分
け
ら
れ
、肉
用
牛
も
「
繁
殖
」
と
「
肥
育
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
繁
殖
」
は
、
子
牛
を
出

産
さ
せ
販
売
（
子
取
り
）
す
る
こ
と
で
、「
肥
育
」
は
繁

殖
さ
れ
た
子
牛
を
買
い
取
り
、
飼
育
し
て
肉
を
生
産
販
売

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

良
い
牛
を
飼
育
す
る
た
め
に
は
、
飼エ

サ

料
の
確
保
が
重
要

で
す
。
飼
料
も
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
牧
草
や
稲
わ

ら
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
粗
飼
料
と
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

穀
物
類
か
ら
作
ら
れ
る
濃
厚
飼
料
が
あ
り
ま
す
。
粗
飼
料

の
約
８
割
は
国
産
で
す
が
、
濃
厚
飼
料
は
約
９
割
が
海
外

か
ら
の
輸
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

濃
厚
飼
料
の
原
料
で
あ
る
と
う
も
ろ
こ
し
が
、
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
こ
と
や
原
油
価

格
の
高
騰
な
ど
で
近
年
、農
産
物
の
国
際
相
場
が
上
昇
し
、

現
在
も
最
高
水
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
畜
産
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
牛
の
生
産
費
に
お
け
る
飼

料
費
の
割
合
は
高
く
、
畜
産
農
家
の
所
得
に
直
結
す
る
こ

と
か
ら
、
安
定
し
た
畜
産
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

は
、
輸
入
飼
料
に
依
存
し
た
畜
産
か
ら
、
国
産
飼
料
に
立

脚
し
た
畜
産
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

飼
料
自
給
率
の
向
上
に
向
け
、

◆  

畜
産
法
人
が
新
事
業

　

登
米
市
の
畜
産
に
お
い
て
も
飼
料
自
給
率
の
向
上
は
大

き
な
課
題
で
す
。
国
に
お
い
て
も
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
の
拡
大
を
強
く
推
進
し
て
い
ま
す
。

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

自
給
飼
料
の
生
産
通
じ
、
地
域
を
活
性
化

—
地
元
産
の
コ
メ
な
ど
原
料
に
、畜
産
法
人
が
新
事
業—

宮
城
県
登
米
市小

野
寺
　
純
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米
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済
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農
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係

肉用牛（繁殖）の牛舎
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そ
の
よ
う
な
中
で
、
牛
の
肥
育
や
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
精

肉
販
売
、
焼
き
肉
店
の
経
営
な
ど
を
手
掛
け
て
い
る
市
内

の
畜
産
法
人
が
、
平
成
25
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。

　

新
事
業
は
、
濃
厚
飼
料
の
高
騰
や
原
発
事
故
の
影
響
に
よ

る
牛
の
ふ
ん
尿
処
理
の
停
滞
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
地
域
で
生
産
さ
れ
る
飼
料
用
米
や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど

を
使
用
し
た
自
給
飼
料
の
生
産
と
ふ
ん
尿
を
発
酵
処
理
し
た

独
自
堆
肥
の
生
産
を
行
い
、
安
定
し
た
畜
産
経
営
の
基
盤
を

構
築
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
飼
料
生
産
の
原
料
と
な
る
飼
料
用
米
や
と

う
も
ろ
こ
し
は
、
地
域
の
農
家
か
ら
土
地
を
借
り
入
れ
、
作

付
け
・
収
穫
・
加
工
し
て
独
自
の
配
合
飼
料
を
生
産
し
ま
す
。

作
付
け
や
収
穫
作
業
は
地
域
の
農
家
に
委
託
し
ま
す
。

　

牛
の
ふ
ん
尿
は
、
木
材
の
加
工
時
に
発
生
す
る
お
が
粉

な
ど
と
混
合
し
、
独
自
の
発
酵
堆
肥
を
生
産
。
飼
料
原
料

と
な
る
米
や
と
う
も
ろ
こ
し
を
栽
培
し
て
い
る
耕
作
地

や
、
堆
肥
を
必
要
と
す
る
地
域
の
農
家
に
肥
料
と
し
て
安

く
提
供
す
る
ほ
か
、
牛
の
敷
料
（
寝
床
に
敷
く
資
材
）
な

ど
と
し
て
も
利
用
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
新
事
業
は
資
源

循
環
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

同
畜
産
法
人
で
は
平
成
25
年
度
、
自
社
の
所
有
地
に
と

う
も
ろ
こ
し
を
90
ア
ー
ル
、
ラ
イ
麦
を
10
ア
ー
ル
作
付
け

し
、
収
穫
。
現
在
使
用
し
て
い
る
飼
料
に
飼
料
用
米
や
収

穫
し
た
穀
物
な
ど
を
配
合
し
て
牛
に
与
え
る
実
証
試
験
と

ふ
ん
尿
を
発
酵
処
理
す
る
堆
肥
舎
の
建
設
を
し
て
お
り
、

平
成
26
年
度
か
ら
の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
は
こ
の
堆

肥
舎
の
建
設
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

飼
料
原
料
の
確
保
な
ど
課
題
も

◆
　

飼
料
用
米
や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
飼
料
原
料
の
安
定

供
給
に
は
、多
く
の
耕
作
地
の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

飼
料
用
米
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
る
国
の
新
た
な
米

政
策
も
あ
っ
て
追
い
風
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
ど
の

程
度
作
付
け
が
増
加
し
、
ど
の
程
度
の
量
を
仕
入
れ
ら
れ

る
か
は
未
知
数
で
す
し
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
耕
作
地
の
確

保
や
、
事
業
開
始
直
後
か
ら
堆
肥
の
安
定
し
た
品
質
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
畜
産
法
人
は
、
こ
の
事
業
と
並
行
し
て
、「
自
給

飼
料
を
使
っ
た
登
米
育
ち
牛
」
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化

に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
独
自
の
自
給
飼
料

や
堆
肥
の
生
産
は
、
牛
の
肉
質
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
事
業
展
開
に
も
か
か
わ
る
重
要
な
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
の
協
力
や
専
門
家
な
ど
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
事
業
を
い
ち
早
く
軌
道
に
乗
せ
、
早

期
に
事
業
効
果
を
引
き
出
す
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

◆◆  

地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
事
業
に

◆
　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
単
に
こ
の
法
人
だ
け
に
利
益
を

も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の
水
田
や
耕
作
放
棄
地

を
活
用
し
た
飼
料
生
産
の
増
加
、
新
た
な
雇
用
の
発
生
、

農
畜
産
物
の
低
コ
ス
ト
化
、飼
料
生
産
技
術
の
向
上
な
ど
、

豊
富
な
資
源
（
人
、
モ
ノ
）
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
が
推

進
し
て
い
る
耕
畜
連
携
（
畜
産
と
他
の
農
業
と
の
連
携
）、

地
域
資
源
循
環
型
農
業
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、「
登
米

ブ
ラ
ン
ド
」
の
付
加
価
値
を
高
め
、
更
な
る
評
価
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
大
学
や
地
域
金
融
機
関
と
と
も
に
、
継
続
し
て

本
事
業
の
調
査
・
分
析
・
検
証
な
ど
を
行
い
、
地
域
関
係

者
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
の
一
つ

と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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◆◆  

織
都
の
伝
統
を
残
す
街

◆
　

群
馬
県
桐
生
市
は
古
く
か
ら
織
物
の
産
地
と
し
て
栄

え
、「
織
都
」
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
街
で
す
。
山

紫
水
明
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
織
物

工
場
群
、
伝
統
的
建
造
物
が
数
多
く
残
る
情
緒
あ
る
街
並

み
、
豊
富
な
食
文
化
、
優
れ
た
物
産
等
、
今
も
な
お
多
く

の
地
域
資
源
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
街
と
言
え
ま

す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
繊
維
産
業
は
衰
退

を
続
け
、更
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、

地
域
活
力
が
低
下
し
て
い
る
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
空
き
店

舗
が
目
立
つ
中
心
商
店
街
、
事
業
所
数
の
減
少
が
続
く
産

業
界
に
は
明
る
い
話
題
が
少
な
く
、
衰
退
し
つ
つ
あ
る
街

と
い
う
印
象
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆◆  

群
馬
大
を
核
に
産
学
官
連
携
、

◆  

電
動
バ
ス
を
開
発

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、
重
点
施
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
地
元
に
あ
る
知
的
財
産
の
宝
庫

「
群
馬
大
学
理
工
学
部
」
を
核
と
し
た
産
学
官
連
携
の
推

進
で
す
。
近
年
は
、「
環
境
先
進
都
市
」
を
目
指
す
市
の

方
向
性
と
も
合
致
し
、
市
民
参
加
型
の
産
学
官
民
連
携
も

盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
、

「
地
域
力
に
よ
る
脱
温
暖
化
と
未
来
の
街
・
桐
生
の
構
築
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
５
年
間
に
わ
た

り
桐
生
市
を
舞
台
に
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
脱
温
暖
化
社
会
の
実
現
と

地
域
活
性
化
の
両
立
を
目
指
し
、
産
学
官
民
連
携
で
の

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
大
き
な
成

果
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
が
、
10
人
乗
り
の
「
低
速
電
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
は
、
群
馬
大
学
次
世
代
Ｅ
Ｖ
研
究
会
と
、
会

員
で
あ
る
地
域
製
造
業
約
30
社
が
製
造
に
関
わ
っ
た
、
正

に
地
域
の
力
を
結
集
し
て
開
発
さ
れ
た
バ
ス
で
す
。
ガ
ソ

リ
ン
を
一
切
使
用
せ
ず
、
バ
ッ
テ
リ
ー
に
貯
め
た
電
気
の

み
で
走
る
た
め
、
空
気
を
汚
し
ま
せ
ん
。
最
高
時
速
19
㌔

と
い
う
低
速
で
走
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
バ
ス
で
あ
る
こ
と
、

側
面
が
吹
き
抜
け
で
開
放
感
が
あ
る
こ
と
、
乗
り
降
り
が

楽
で
あ
る
こ
と
等
も
特
徴
で
あ
り
、「
環
境
に
も
、
人
に

も
優
し
い
バ
ス
」
と
言
え
ま
す
。

　

桐
生
市
で
の
社
会
実
験
で
活
用
さ
れ
た
バ
ス
は
「
Ｍ
Ａ

Ｙ
Ｕ
」
と
い
う
愛
称
を
付
け
ら
れ
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ

る
存
在
に
な
っ
た
ほ
か
、
観
光
客
等
か
ら
も
多
く
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
他
自
治
体
か
ら
の
レ
ン
タ
ル
希

望
や
購
入
を
視
野
に
入
れ
た
問
い
合
わ
せ
も
増
え
、
今
後

の
普
及
に
向
け
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

電
動
バ
ス
を
活
用
し
た

◆  

経
済
循
環
創
造
モ
デ
ル

　

こ
の
よ
う
に
注
目
さ
れ
て
い
る
電
動
バ
ス
で
す
が
、

様
々
な
用
途
で
の
利
用
拡
大
を
進
め
る
た
め
に
は
、
や
は

り
１
台
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
も
確
か
で
す
。
そ
の
た

め
、バ
ス
の
新
規
導
入
に
活
用
で
き
る
外
部
資
金
と
し
て
、

獲
得
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
総
務
省
の
地
域
経

済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
で
し
た
。

　

市
で
は
、
電
動
バ
ス
を
活
用
し
た
経
済
循
環
創
造
モ
デ

ル
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
、
産
学
官
関
係
者
と
協

議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ス
を
活
用
し
た
新
た

な
観
光
事
業
を
行
お
う
と
し
て
い
た
民
間
企
業
を
事
業
主

石
原
　
智
貴

桐
生
市
産
業
経
済
部
産
学
官
推
進
室
係
長

—
観
光
誘
客
や
販
路
拡
大
で
、
新
た
な
経
済
循
環
を
創
造—

電
動
バ
ス「
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
」が
活
性
化
の
起
爆
剤
に

産学官の「英知と技術」を結集して開発され
た１台目の電動バス。「ＭＡＹＵ」の愛称で、
市民からも親しまれている

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

群
馬
県
桐
生
市

５
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体
と
し
、「
産
学
官
金
」
連
携
の
下
で
総
合
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
に
経
済
循
環
を
創
造
し
て
い

く
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
た
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
で
、
桐
生
市
が
交
付
金
の
採
択
を
受
け
た
事
業
モ

デ
ル
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
提
案
で
は
、
複
数

の
電
動
バ
ス
を
新
規
導
入
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
新
た

な
観
光
事
業
を
一
つ
の
柱
と
し
ま
し
た
。
織
都
と
し
て
の

伝
統
を
引
き
継
ぐ
豊
富
な
地
域
資
源
と
、
複
数
台
の
電
動

バ
ス
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
、「
環
境
観
光
」
と
い
う
べ
き

高
付
加
価
値
の
観
光
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
誘
客
を
促
進
し
、
地
域
の
飲
食
店
や
商
店
街
等
に
波
及

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
基
本
事
業
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
販
路
拡
大
が
図
れ
れ
ば
、
製
造
に
関
与

す
る
地
域
製
造
業
に
も
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
の

で
、
事
業
主
体
が
バ
ス
の
活
用
を
希
望
す
る
自
治
体
等
に

レ
ン
タ
ル
事
業
を
展
開
し
、
バ
ス
の
魅
力
を
発
信
し
な
が

ら
販
路
拡
大
に
も
繋
げ
て
い
く
、
と
い
う
事
業
も
計
画
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
産
学
官
金
連
携
の
下
で
継
続

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
新
た
な
経
済
循

環
を
生
み
出
し
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
す
る

の
が
、
採
択
を
受
け
た
事
業
計
画
と
な
り
ま
す
。

◆◆  

観
光
客
も
増
加
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

◆
　

総
務
省
か
ら
の
交
付
金
や
地
域
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

等
を
原
資
と
し
、事
業
実
施
主
体
で
あ
る
㈱
桐
生
再
生
は
、

バ
ス
３
台
の
新
規
導
入
の
ほ
か
、
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
型
の
車

庫
の
新
築
や
、
観
光
拠
点
と
な
る
古
民
家
の
購
入
・
改
装

な
ど
１
億
円
規
模
の
初
期
投
資
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
地
域
に
大
き
な
経
済
循
環
が
生
じ
た
わ

け
で
す
が
、事
業
開
始
後
も
、経
済
循
環
は
着
実
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
社
会
実
験
用
に
開
発
さ
れ
た
１
台
を
含
め
、

４
台
の
色
違
い
の
バ
ス
が
本
格
運
行
を
始
め
て
か
ら
は
、

バ
ス
を
目
当
て
に
訪
れ
る
観
光
客
や
行
政
視
察
等
は
着
実

に
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
連
携
先
の
飲
食
店

等
に
好
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
車
両
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
に
協
力
す
る
製
造
業
や
タ
ク
シ
ー
会
社
等
に
も

波
及
効
果
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
追
い
風
と
な
り
、
バ
ス
の
レ
ン
タ
ル
先
も
増

え
て
い
る
ほ
か
、
新
規
導
入
を
行
う
自
治
体
も
出
て
き
ま

し
た
。
㈱
桐
生
再
生
は
、
事
業
本
格
化
に
伴
い
、
地
域
人

材
を
３
名
雇
用
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
経
済
循
環
の
一
つ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

桐
生
市
は
、
経
済
循
環
の
輪
を
更
に
大
き
く
し
て
い
く

た
め
に
、
４
台
の
う
ち
２
台
の
バ
ス
を
優
先
的
に
レ
ン
タ

ル
し
、
㈱
桐
生
再
生
の
経
営
安
定
化
を
支
援
し
な
が
ら
、

様
々
な
用
途
で
の
活
用
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
観
光
振
興
の
た
め
の
活
用
が
中
心
で
す
が
、
今

後
は
ま
ち
づ
く
り
全
般
で
様
々
な
活
用
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。
地
方
都
市
が
抱
え
る
共
通
課
題
を
、
こ
の
電
動

バ
ス
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
解
決
し
て
い
く
モ
デ
ル
を
確

立
し
、「
桐
生
モ
デ
ル
」
と
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
バ
ス
の
活
用
・
導
入
を
希
望
す
る
自
治
体
等

も
増
え
、
経
済
循
環
が
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
電
動
バ
ス
を
活
用
し
た
経
済
循
環
創
造
事

業
を
積
極
的
に
進
め
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

是
非
、
こ
の
バ
ス
の
魅
力
を
満
喫
す
る
た
め
に
、
桐
生

市
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

17

３台導入により揃った、色違いの４台の電動バス。地域
活性化の推進役として、大きな期待がかけられている

新たに購入し、改築などを行った古民家。バスの駐車場も
完備し、観光案内所として利用されている

経済循環による地域の元気創造特 集
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経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

◆◆  

城
と
渓
谷
の
町
、
進
む
人
口
減

◆
　

大
多
喜
町
は
、
東
京
都
心
か
ら
60
㌔
圏
、
千
葉
市
か
ら

47
㌔
の
距
離
に
あ
り
、
房
総
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
、
太
平
洋

側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

清
澄
山
系
房
総
丘
陵
に
広
が
る
東
西
12
㌔
、南
北
19
㌔
、

総
面
積
１
２
９
・
84
平
方
㌔
の
広
大
な
町
域
を
持
つ
町
で
、

南
西
部
に
山
間
地
帯
を
有
し
、
東
北
に
向
か
う
に
従
い
低

地
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
が
総
面
積
の
約
70
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
多
喜
城
は
、
徳
川
四
天
王
の

一
人
・
本
多
忠
勝
が
築
城
し
、
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て

古
く
か
ら
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
清
澄
山
系
に
源
を
発
し
、
太
平
洋
へ
注
ぐ
夷
隅

川
や
東
京
湾
へ
注
ぐ
養
老
川
、
特
に
町
内
の
谷
合
い
を
流

れ
る
養
老
川
は
平
坦
地
の
少
な
い
地
形
条
件
か
ら
美
し
い

渓
谷
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
る
養
老
渓
谷
は
、春
の
新
緑
の
ほ
か
、秋
の
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
に
は
日
本
一
遅
い
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
観

光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
待
望
の
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
）
の
開
通
に
よ
り
、
首
都
圏
ま
で
90
分
と
交
通
ア

ク
セ
ス
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
今
後
の
地
域
活
性
化
に
向

け
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
兼

業
農
家
で
あ
り
、
稲
作
中
心
の
農
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
担
い
手
の
高
齢
化
や
有
害
獣
被
害（
イ
ノ
シ
シ
、

鹿
、
猿
な
ど
）
の
拡
大
等
に
よ
り
、
農
家
数
及
び
作
付
面

積
も
年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
る
典
型
的
な
中
山
間
地
域
農

業
で
す
。

◆◆  

菌
床
栽
培
技
術
の
確
立

◆
　

今
回
、
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
の
対
象
と

な
っ
た
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
に
な
い
シ
イ
タ
ケ
の
新

た
な
菌
床
栽
培
技
術
を
確
立
し
、
特
産
品
づ
く
り
を
目
指

す
地
元
企
業
へ
の
支
援
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
の
創
出
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
栽
培
用
ハ
ウ
ス
２
棟
、
培
養
・
作
業

用
ハ
ウ
ス
１
棟
、
空
調
設
備
、
電
気
設
備
、
給
水
設
備
、

冷
蔵
設
備
等
の
栽
培
用
施
設
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

栽
培
技
術
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培

技
術
研
究
の
分
野
で
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

「
森
産
業
株
式
会
社
」（
本
社
・
群
馬
県
桐
生
市
）
の
全
面

的
協
力
に
よ
り
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
技
術
指
導
を
受

け
ま
す
。
菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
一
つ
は
種
菌
が
接
種
さ
れ
た
「
菌
床
」
そ
の
も
の
を

購
入
し
て
栽
培
す
る
タ
イ
プ
（
菌
床
購
入
タ
イ
プ
）、
も

う
一
つ
は
、菌
床
の
素
材
と
な
る
種
菌
、栽
培
袋
、オ
ガ
粉
、

栄
養
体
等
を
購
入
し
、
生
産
者
自
ら
所
有
す
る
菌
床
製
造

設
備
で
菌
床
を
製
造
し
、
栽
培
す
る
タ
イ
プ
（
菌
床
自
家

製
造
タ
イ
プ
）
で
す
が
、
本
事
業
で
は
菌
床
購
入
タ
イ
プ

を
採
用
し
た
栽
培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
は
、
購
入
し
た
１
次
培
養
済
み
菌
床
（
１
・
３
㌔

㌘
柱
型
）
を
培
養
棟
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
室
温
を
20
〜
23

度
を
目
安
に
管
理
し
、
55
日
間
２
次
培
養
し
た
後
、
発
生

米
本
　
和
弘

千
葉
県
大
多
喜
町

シ
イ
タ
ケ
の
菌
床
栽
培
技
術
確
立
で
産
地
形
成

—
地
域
経
済
活
性
化
と
人
口
増
図
る—

千
葉
県
大
多
喜
町
企
画
財
政
課

特 集

6

菌床栽培ハウス３棟。手前より培養・作業棟ハウス、中央・
奥２棟が発生棟ハウス



19 地域づくり2014・4月号

特 集

棟
ハ
ウ
ス
に
移
し
、
自
然
発
生
又
は
浸
水
発
生
に
よ
り

１
２
０
日
間
に
わ
た
り
、
浸
水
〜
発
生
〜
収
穫
を
３
〜
４

回
繰
り
返
し
行
い
、
１
菌
床
あ
た
り
０
・
５
㌔
㌘
の
シ
イ

タ
ケ
収
穫
量
が
見
込
め
ま
す
。

　

本
事
業
の
事
業
主
体
で
あ
る
地
元
の
平
林
物
産
㈱
で

は
、
将
来
的
に
は
種
菌
の
み
を
購
入
し
、
自
社
で
菌
床
を

製
造
、
町
内
の
菌
床
栽
培
普
及
に
向
け
、
栽
培
農
家
へ
安

価
で
提
供
す
る
方
針
で
す
。
さ
ら
に
、
夏
場
の
空
調
経
費

を
削
減
す
る
た
め
、
空
調
設
備
が
な
く
て
も
栽
培
可
能
な

「
菌
床
キ
ク
ラ
ゲ
」
の
栽
培
も
視
野
に
入
れ
、
今
夏
か
ら

の
試
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆  

好
ま
れ
る
菌
床
栽
培
シ
イ
タ
ケ

◆
　

大
多
喜
町
で
も
、
か
つ
て
は
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
が

盛
ん
で
、
数
十
戸
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
農
家
に
よ
る
出
荷
団

体
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
10
戸
程
度
の
農

家
が
重
労
働
の
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
栽
培
を
行
い
、
そ
の
販

売
先
も
地
域
内
に
と
ど
ま
り
、
市
場
出
荷
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
原
木
価
格

の
高
騰
や
気
候
の
変
動
、
放
射
能
の
風
評
被
害
に
よ
る
販

売
の
落
ち
込
み
な
ど
が
あ
り
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
こ
う
し

た
経
営
不
安
を
抱
え
、
生
産
力
を
上
げ
る
た
め
の
施
設
は

あ
る
も
の
の
、
生
産
規
模
拡
大
に
踏
み
切
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
シ
イ
タ
ケ
の
消
費
動
向
を
見
る
と
、
最
近
で
は

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
香
り
の
強
い
も
の
で
な
く
、
比
較
的
香

り
が
少
な
い
菌
床
栽
培
シ
イ
タ
ケ
が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
消
費
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

◆◆  

シ
イ
タ
ケ
産
地
形
成
で
人
口
増
加
め
ざ
す

◆
　

本
町
は
、
昭
和
29
年
の
町
村
合
併
以
降
、
人
口
が
減
り

続
け
、
平
成
22
年
４
月
に
は
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
都
心
か
ら
60
㌔
圏
内
に
位
置
す
る
も
の
の
、
交
通

ア
ク
セ
ス
が
不
便
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
若
者
の
都
会

へ
の
流
出
に
加
え
、
少
子
化
も
あ
り
、
人
口
減
少
は
止
ま

り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
定
住
化
に
向
け
、
企
業
誘
致
や
宅
地
分
譲
、
各

種
住
宅
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
経
済
状
況
で
は
企
業
誘
致
に
も
難
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
内
企
業
に
よ
る
異

業
種
へ
の
参
入
も
一
つ
の
企
業
誘
致
と
捉
え
、
菌
床
栽
培

確
立
事
業
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
町
外
か
ら
の
農
業
移
住
者
受
け
入
れ
も
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
45
歳
未
満
の
方
は
、

１
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
農
地
を
借
り
受
け
又
は
取
得
し

て
農
業
を
営
む
場
合
、
一
定
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
現
実
的
に
は
こ
の
程
度
の
面
積
で
、
花
や

野
菜
農
家
と
し
て
生
計
を
立
て
る
の
は
難
し
く
、
加
え
て

有
害
獣
に
よ
る
被
害
も
あ
り
ま
す
。

　

菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
は
、
こ
の
規
模
で
も
あ
る
程
度
の

収
入
が
見
込
ま
れ
、
専
業
農
家
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
町
外
か
ら
の
新
規
就
農
者

や
既
存
の
町
内
シ
イ
タ
ケ
栽
培
農
家
の
方
々
と
の
連
携
に

よ
り
統
一
ブ
ラ
ン
ド
名
で
の
販
売
に
向
け
た
生
産
技
術
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
技
術
の
確
立
に
併
せ
販
売
ル
ー
ト
の
確
立

も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
流
通
販
売
部
門
に

つ
い
て
は
、
町
内
の
食
品
製
造
販
売
会
社
で
、
東
京
都
内

に
支
店
を
有
す
る
、
大
多
喜
食
品
工
房
㈱
と
の
連
携
に
よ

り
、
市
場
出
荷
や
販
売
先
の
開
拓
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
か
ら
流
通
販
売
ま
で
の
一
貫
し
た

体
制
を
地
域
内
に
お
い
て
構
築
し
、
中
山
間
地
域
で
の
新

た
な
産
地
形
成
に
よ
り
、
人
口
増
に
向
け
定
住
化
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経済循環による地域の元気創造特 集

菌床棚に並べられ、シイタケの発生を待つ菌床

培養棟ハウス内で２次培養されている袋入り菌床

発生棟ハウス内に設置された菌床棚
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◆◆  

豊
か
な
文
化
・
歴
史

◆
　

石
川
県
輪
島
市
は
、
日
本
海
の
ほ
ぼ
中
央
、
能
登
半
島

の
北
西
部
に
位
置
し
、
名
勝
「
白
米
の
千
枚
田
」、
伝
統

工
芸
品
で
あ
る
輪
島
塗
、
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
祖
院
な

ど
豊
か
な
文
化
・
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
な
ど
の
影

響
な
ど
か
ら
、
観
光
客
の
誘
致
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成
23
年
６
月
、
能
登
の
里
山
里
海
は
、
世
界

農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
、
更
に
は
、
平
成
27
年
に
北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
を
控
え
る
な
ど
、
交
流
人
口
拡
大
に
向

け
明
る
い
兆
し
も
見
え
て
い
ま
す
。

　

本
誌
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
皆
様
、
北
陸
、
石
川
を
訪

れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
「
輪
島
市
」
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆◆  

地
域
産
業
の
現
状
と
交
付
金
申
請
の
経
緯

◆
　

本
市
は
、「
輪
島
塗
」「
輪
島
朝
市
」
な
ど
の
地
域
資
源

を
有
し
、
全
国
的
に
も
あ
る
程
度
の
知
名
度
が
あ
り
ま
す

が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
破
た
ん
以
降
、
観
光
客
は
減
少
、
輪

島
塗
の
生
産
額
も
落
ち
込
ん
で
お
り
、
企
業
誘
致
を
は
じ

め
、
地
域
資
源
を
生
か
し
、
経
済
の
好
循
環
を
創
り
だ
す

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
民
間
の
事
業
者
か
ら
「
ワ
イ
ン
醸
造

所
を
輪
島
市
内
に
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
相
談
を
受
け
ま

し
た
。

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
ワ
イ
ン
は
、
ブ
ド
ウ
か
ら
造
り

ま
す
。
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
、
ワ
イ
ン
を
製
造
・
販
売
す
る

こ
と
は
、
農
産
物
の
生
産
、
加
工
、
販
売
ま
で
行
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
私
は
、
６
次
産
業
化
と
い
う
と
農
水
産

業
を
営
む
方
が
、
簡
単
な
加
工
販
売
を
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
ワ
イ
ン
の
製
造
」

は
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
、
加
工
・
販
売
す
る
「
６
次
産
業
化
」

で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、

経
済
の
循
環
に
繋
が
る
６
次
産
業
化
と
い
う
も
の
は
、「
実

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
イ
ン
醸
造
所
の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
本
市
に
は

な
か
っ
た
、
と
て
も
魅
力
の
あ
る
事
業
と
感
じ
、
自
然
豊

か
な
能
登
で
育
っ
た
ブ
ド
ウ
に
よ
る
「
ワ
イ
ン
づ
く
り
」

は
、地
域
資
源
を
活
か
し
た
経
済
循
環
の
事
例
と
し
て「
特

徴
の
あ
る
も
の
」
と
呼
べ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
対
し
、
何
か
支
援
は
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
総
務
省
か
ら
、
地
域
経
済
循
環
創
造
事

業
交
付
金
の
照
会
が
あ
り
、「
正
に
こ
れ
だ
！
」
と
手
を

挙
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
に
と
っ
て
は
、
最
高
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
し
た
。

◆◆  

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金

◆
　

こ
の
交
付
金
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
極
め
て
画
期
的

で
す
。
交
付
の
上
限
は
、
５
０
０
０
万
円
と
非
常
に
大
き

く
、
更
に
条
件
と
し
て
地
域
金
融
機
関
と
の
連
携
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
交
付
額
以
上
の
設
備
投
資
・
地
域
経
済
の
循

環
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

更
に
補
助
の
対
象
経
費
は
幅
広
く
非
常
に
使
い
勝
手
の

良
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、自
由
度
が
高
い
ゆ
え
に
、

他
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
特
徴
あ
る
事
業
を
提
案

で
き
る
か
、
自
治
体
の
発
想
力
も
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
自
由
度
が
高
す
ぎ
て
、
ど
の
よ
う
に
提
案
す
れ
ば

よ
い
か
、
苦
労
さ
れ
た
方
も
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
が
本
交
付
金
に
手
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

ブ
ド
ウ
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
の
製
造
・
販
売
へ

—
能
登
の
自
然
生
か
し
、
６
次
産
業
化
を
推
進—

石
川
県
輪
島
市九

内
　
淳
志

7

輪
島
市
交
流
政
策
部
企
画
課
計
画
調
整
係
長

出荷を待つ瓶詰されたワイン
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は
、
地
元
金
融
機
関
の
協
力
、
進
出
し
て
い
た
だ
い
た
企

業
の
熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
経
済
の
循
環
に
向
け
、
金
融
機
関
を
は
じ
め
地
域
の

方
々
と
連
携
・
協
力
を
密
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆  

事
業
の
ね
ら
い
・
展
望
・
支
援
の
理
由

◆
　

今
回
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
は
、
前
述
の
と
お
り
、

「
ワ
イ
ン
醸
造
所
の
整
備
」
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ
れ
、
設
備
投
資
が
な
さ
れ
れ
ば

地
域
の
経
済
に
は
、好
影
響
が
あ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

「
行
政
と
し
て
支
援
す
る
理
由
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
っ

た
点
で
悩
ま
れ
る
自
治
体
の
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
過
疎
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
働
く
場
の
確

保
は
、
行
政
課
題
の
「
一
丁
目
一
番
地
」
と
し
て
、
ど
う

し
て
も
実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
交
付
金
の
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
経
済
の
循
環
に
向
け
て
、
本
市
と
し
て

の
課
題
や
狙
い
、展
望
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

①
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
事
業

　

事
業
実
施
地
（
輪
島
市
門
前
地
域
）
は
、
石
川
県
内
で

一
番
高
齢
化
率
が
高
く
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
地
域
経
済

を
循
環
さ
せ
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
い
。

　

②
農
家
の
安
定
収
入
の
確
保

　

ワ
イ
ン
の
製
造
に
必
要
な
ブ
ド
ウ
の
栽
培
は
、
地
元
農

家
に
依
頼
。
地
元
農
家
の
安
定
収
入
に
繋
げ
た
い
。

　

③
耕
作
放
棄
地
の
解
消

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
最
終
的
に
10
㌶
の
ブ
ド
ウ
作
付
け

を
検
討
。
農
家
の
安
定
収
入
と
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
進
め
た
い
。

　

④
交
流
人
口
の
拡
大

　

輪
島
市
は
、「
輪
島
朝
市
」
な
ど
を
有
し
、
観
光
都
市

で
も
あ
る
。
地
域
資
源
に
「
ワ
イ
ン
」
を
加
え
、
地
域
の

魅
力
ア
ッ
プ
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

　

⑤
地
場
産
業
の
振
興

　

特
徴
的
な
地
場
産
業
と
し
て
「
輪
島
塗
」
が
あ
る
が
、

売
り
上
げ
は
減
少
傾
向
。「
輪
島
塗
」と
い
う
知
名
度
と「
ワ

イ
ン
」
を
軸
と
し
た
新
商
品
づ
く
り
な
ど
で
、
地
場
産
業

の
振
興
に
も
波
及
さ
せ
た
い
。

　

⑥
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
と
賑
わ
い
創
出

　

平
成
27
年
に
は
「
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
」
を
控
え
、

本
市
は
、交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
を
期
待
。

市
内
飲
食
店
と
連
携
し
、
滞
在
時
間
の
延
長
に
よ
り
賑
わ

い
を
創
出
し
た
い
。

　

⑦
６
次
産
業
化
の
推
進

　

将
来
は
、
醸
造
所
に
併
設
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備
も

検
討
中
。
ブ
ド
ウ
栽
培
を
依
頼
し
た
農
家
も
一
つ
の
企
業

体
と
考
え
、
ワ
イ
ン
の
製
造
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
い
ず

れ
も
農
業
の
新
し
い
６
次
産
業
化
。
経
済
循
環
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
支
援
し
た
い
。

◆◆  

関
係
者
が
連
携
し
、
地
域
活
性
化
を

◆
　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
、
本
市
に
進
出
し
、
ワ
イ

ン
醸
造
所
を
整
備
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
は
、「
株
式
会

社
ハ
イ
デ
ィ
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
で
す
。
醸
造
所
は
平
成
25
年

12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
社
社
長
の
高
作
正
樹
氏
は
本
市
に
縁
が
あ
り
、
ま
た

気
候
が
ワ
イ
ン
製
造
に
適
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
輪
島

市
へ
の
進
出
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
協
力

し
て
地
域
経
済
の
循
環
、
地
域
の
活
性
化
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
デ
ィ
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
既
に
ワ
イ
ン
の
販
売
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
も
「
白
ワ
イ
ン
」
を
購
入
し
て
飲

ん
で
み
ま
し
た
が
、
す
っ
き
り
し
て
お
い
し
い
ワ
イ
ン
で

し
た
。
皆
様
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

本
交
付
金
の
申
請
・
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
高
作
社
長
、

金
融
機
関
、
石
川
県
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
種
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
に
は
、
単
独

の
自
治
体
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
方
々
と
の
連
携
・
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
日
々
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆

様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

21

輪島市門前町に広がるブドウ畑

上下ともにワイナリーの様子

経済循環による地域の元気創造特 集
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私
の
住
ん
で
い
る
三
重
県
多
気
町
は
、
松
阪
牛
で
有
名

な
松
阪
市
の
隣
町
、
人
口
１
万
６
０
０
０
人
足
ら
ず
の
小

さ
な
町
で
古
く
か
ら
農
業
が
中
心
の
地
域
で
し
た
。
私
は

こ
の
小
さ
な
田
舎
町
が
大
好
き
で
、
20
代
の
頃
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
町
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
高
校
生
と
町
と
企
業
が
協
働
す
る
地
域
資
源

循
環
の
創
造
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
私
た
ち
の
取
り
組
み
の

一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
２
番
目
に

紹
介
す
る
化
粧
品
関
連
の
事
業
で
は
、
総
務
省
の
地
域
経

済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
の
活
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。◆◆  

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」

◆
　

さ
て
多
気
町
に
は
、
三
重
県
立
相
可
高
校
の
食
物
調
理

科
調
理
ク
ラ
ブ
が
運
営
す
る
調
理
研
修
施
設「
ま
ご
の
店
」

が
あ
り
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
土
日
、
祝
日
な
ど
に
ク
ラ

ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
運
営
さ
れ
、
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
高
校

生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
、
行
列
の
で
き
る

店
と
し
て
ご
存
じ
の
方
も
み
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
２
月
、
町
の
農
業
振
興
策
の
一
つ
と
し
て

企
画
し
た
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
そ
の
後
も
交
流
を
深

め
る
中
、
先
生
か
ら
高
校
で
は
接
客
と
コ
ス
ト
管
理
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
お
店
を

や
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
し

て
同
年
10
月
に
、小
さ
な
屋
台
の
よ
う
な
作
り
の
初
代「
ま

ご
の
店
」
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
、

会
席
料
理
や
ふ
ぐ
料
理
ま
で
こ
な
す
彼
ら
の
技
術
を
も
っ

と
発
揮
で
き
る
店
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
現
在
の
新

し
い
店
を
計
画
し
ま
し
た
。
県
内
の
建
築
を
学
ぶ
高
校
生

に
店
の
設
計
コ
ン
ペ
を
依
頼
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
料

理
家
を
目
指
す
高
校
生
の
夢
を
、
建
築
家
を
目
指
す
高
校

生
が
形
に
す
る
！
〝
そ
の
夢
〟
を
多
気
町
や
ふ
る
さ
と
村

と
い
っ
た
地
域
が
応
援
す
る
！
』
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
５
年
２
月
に
、
建
築
を
学
ぶ
高
校
生
が

設
計
し
た
現
在
の
「
ま
ご
の
店
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で

す
。

　

新
し
い
「
ま
ご
の
店
」
で
は
、
小
学
校
の
親
子
を
対
象

と
し
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
マ
ナ
ー
教
室
」
や
「
地
元
食
材

を
生
か
し
た
料
理
教
室
」、「
和
洋
の
コ
ー
ス
料
理
の
提

案
」
な
ど
、
地
域
の
人
々
や
各
種
団
体
な
ど
を
巻
き
込
ん

で
の
食
育
に
関
す
る
数
々
の
取
り
組
み
が
、
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の
人
達
も

こ
の
高
校
生
た
ち
の
頑
張
り
に
感
動
し
、
大
き
な
勇
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ゴ
ミ
は
、
町

内
の
農
家
で
構
成
さ
れ
る
「
多
気
有
機
農
業
研
究
会
」
が

堆
肥
化
し
、
そ
の
堆
肥
で
作
っ
た
野
菜
を
「
ま
ご
の
店
」

で
使
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
小
さ
い
な
が
ら
も
農
業
の
循
環

モ
デ
ル
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
０
８
年
９
月
に
は
、
相
可
高
校
食
物
調
理

科
卒
業
生
の
受
け
皿
と
な
る
（
株
）
相
可
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト

「
せ
ん
ぱ
い
の
店
」
が
、「
ま
ご
の
店
」
卒
業
生
３
名
を
中

心
に
惣
菜
と
お
弁
当
の
店
と
し
て
地
元
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
３
号
店
ま
で
で
き
、
卒
業
生
７
名
を
中
心
に
総

勢
30
名
近
い
社
員
で
運
営
し
、
売
り
上
げ
も
１
億
円
を
超

高
校
生
と
企
業
が
連
携
、新
た
な
化
粧
品
づ
く
り

—
地
元
の
農
産
物
を
利
活
用—

岸
川
　
政
之

多
気
町
ま
ち
の
宝
創
造
特
命
監

最初のせんぱいの店と調理メンバー（１号店）

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

三
重
県
多
気
町

8
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え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

◆◆  
高
校
生
が
化
粧
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

◆
　

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
同
校
の
生
産
経
済
科
（
農
業

科
）
が
立
ち
上
げ
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
植
え
る
美
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

と
町
内
企
業
の
万
協
製
薬
（
株
）
と
の
取
り
組
み
で
す
。

　

２
０
１
０
年
５
月
に
高
校
生
と
一
流
企
業
が
中
心
に
行

う
Ｓ
Ｂ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
、
ハ
ン
ド

ジ
ェ
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
製
造
に
当
た
っ

て
は
、
多
気
町
の
農
産
物
を
成
分
に
入
れ
込
む
こ
と
を
条

件
に
、
生
徒
た
ち
が
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
入
れ
込
む
成
分

ま
で
す
べ
て
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
経
費
や
販
売
等
の
責
任
は
、（
株
）

相
可
フ
ー
ド
ネ
ッ
ト
「
せ
ん
ぱ
い
の
店
」
が
後
輩
の
た
め

に
一
肌
脱
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
メ
ン
タ
ー
ム
で
有
名
な
（
株
）
近
江

兄
弟
社
の
目
に
と
ま
り
、
高
校
生
が
考
え
た
こ
の
ブ
ラ
ン

ド
が
、
近
江
兄
弟
社
と
の
コ
ラ
ボ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
立
ち

上
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
、
リ
ッ
プ
、
日
焼
け
止

め
、
化
粧
水
な
ど
〝
ま
ご
こ
ろ
シ
リ
ー
ズ
〟
と
し
て
商

品
開
発
さ
れ
、
台
湾
で
の
販
売
な
ど
２
０
１
２
年
度
は

４
０
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
高
校

生
の
活
動
経
費
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
総
務
省
の
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

交
付
金
の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
趣
旨
が
ま
さ
に
こ
の
万
協

製
薬
と
の
連
携
事
業
に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

同
交
付
金
を
新
た
な
化
粧
品
の
開
発
・
製
造
に
役
立
て
て

い
く
方
針
で
す
。

◆◆  

高
校
生
に
よ
る

◆  

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業
（
Ｓ
Ｂ
Ｐ
）

　

最
後
は
、
人
口
減
少
が
進
む
地
方
の
ひ
と
つ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
高
校
生
が
中
心
と
な
り
、
行
政

や
民
間
の
協
力
の
下
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
、
自
ら
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
残
り
「
ふ
る
さ
と
」
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
県
立
南
伊

勢
高
校
南
勢
校
舎
で
Ｓ
Ｂ
Ｐ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）と
し
て
立
ち
上
が
り
、「
若
者
の
地
域
定
着
」

「
地
域
活
性
化
」「
郷
土
愛
の
醸
成
」
な
ど
の
効
果
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
こ
の
取
り
組
み
を
応
援
し

て
お
り
、
現
在
、
総
務
省
や
内
閣
府
で
も
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、

政
府
広
報
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
も
事

例
紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。
誌
面
の
関
係
上
詳
し
く
ご
紹

介
で
き
ま
せ
ん
が
、
イ
メ
ー
ジ
は
関
連
図
の
通
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、ぜ
ひ
一
度
多
気
町
や
南
伊
勢
町
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

私
た
ち
の
実
践
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
す

23
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◆◆  

鯨
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り

◆
　

太
地
町
は
和
歌
山
県
の
東
南
端
に
位
置
し
、
三
方
が
熊

野
灘
に
面
す
る
総
面
積
5
・
96
平
方
㌔
の
半
島
形
を
し
た
、

人
口
３
２
５
０
人
（
平
成
24
年
度
国
調
人
口
）
の
小
規
模

な
町
で
あ
る
。

　

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
日
本
の
古
式
捕
鯨
発
祥

の
地
で
、「
く
じ
ら
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

古
来
よ
り
捕
鯨
を
基
幹
産
業
と
し
て
き
た
が
、
捕
鯨
業
の

衰
退
に
伴
い
観
光
事
業
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭

和
44
年
に
は
「
く
じ
ら
の
博
物
館
」
を
建
設
す
る
な
ど
鯨

を
前
面
に
押
し
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、平
成
22
年
4
月
に
は
新
た
に
過
疎
地
の
指
定
を
受
け
、

過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
た
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　

太
地
町
を
含
む
紀
南
地
域
は
、
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」
や
温
泉
等
の
豊
富
な
資
源
を
生
か
し

た
観
光
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
が
、
近
年
の
長
引
く

不
況
や
個
人
消
費
の
低
迷
等
に
よ
り
観
光
客
の
減
少
が
続

い
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
平
成
18
年
に
鯨
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
太
地
町
く
じ
ら
と
自
然
公

園
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
」、
ま
た
同
構
想
を
具
体
化
す
る

た
め
の「
森
浦
湾
鯨
の
海
構
想
」を
発
表
し
た
。
こ
の「
鯨

の
海
構
想
」
の
舞
台
と
な
る
「
森
浦
湾
」
は
太
地
町
の
玄

関
口
に
あ
り
、豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
町
で
は
平
成
23
年
４
月
、
同
構
想
を
肉
付
け

す
る
た
め
、
和
歌
山
県
や
太
地
町
漁
業
協
同
組
合
の
協
力

を
得
て
「
森
浦
湾
鯨
の
海
構
想
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

森
浦
湾
全
体
を
網
で
仕
切
っ
て
約
１
０
０
頭
の
鯨
類
を

〝
放
牧
〟
す
る
「
鯨
牧
場
」
な
ど
、「
国
際
的
な
鯨
の
学
術

研
究
の
拠
点
」
や
「
鯨
と
人
の
ふ
れ
あ
い
と
癒
し
の
場
」

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
構
想
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
25
年
3
月
、
総
務
省
の
地
域
経
済

循
環
創
造
事
業
交
付
金
の
交
付
決
定
を
受
け
、
太
地
町
漁

協
が
事
業
主
体
と
な
り
、「
森
浦
湾
資
源
開
発
事
業
」
に

着
手
、
太
地
町
の
将
来
構
想
の
一
部
を
担
う
事
業
と
し
て

森
浦
湾
開
発
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

◆◆  

イ
ル
カ
と
の
触
れ
合
い
と
鯨
食
文
化
の
普
及

◆
　

こ
の
開
発
事
業
は
、「
鯨
の
海
構
想
」
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
一
環
と
し
て
、
森
浦
湾
内
に
生
け
簀す

を
設
置
し

て
小
型
の
鯨
類
を
畜
養
し
、
観
光
客
が
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や

ダ
イ
ビ
ン
グ
で
鯨
や
イ
ル
カ
に
触
れ
合
う
と
い
う
、
ほ
か

の
地
域
で
は
真
似
で
き
な
い
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
紀
南
地
域
へ
の
観
光
客
の
増
加
と
経
済
効

果
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
鯨
肉
加
工
場
を
整

備
（
平
成
25
年
11
月
か
ら
稼
働
）
し
、
地
域
内
外
の
学
校

給
食
へ
の
供
給
等
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
鯨
食
に
親
し
む
環

境
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
伝
統
的
な
鯨
食
文
化
の
普
及
・

継
承
を
目
的
と
し
て
い
る
。

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

「
新
た
な
体
験
観
光
」と「
鯨
食
文
化
の
普
及
」

—
森
浦
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山
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町
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イルカ用の生け簀
す
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地
域
資
源
で
あ
る
〝
鯨
〟
を
活
用
し
、
ま
ち
の
将
来
構

想
実
現
に
向
け
検
討
す
る
中
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
資
金

の
調
達
だ
っ
た
が
、
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
大

き
な
推
進
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆◆  

地
域
の
資
源
を
生
か
し
て

◆
　
「
森
浦
湾
資
源
開
発
事
業
」
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

鯨
類
捕
獲
術
を
は
じ
め
、
生
き
た
鯨
類
の
取
扱
技
術
や
鯨

食
文
化
が
根
底
に
あ
り
、
当
地
域
が
永
年
培
っ
て
き
た
鯨

と
の
関
わ
り
が
活
用
す
る
地
域
資
源
と
な
る
。
ま
た
、
自

然
の
湾
（
森
浦
湾
）
を
利
用
し
、
湾
内
の
生
け
簀す

に
畜
養

す
る
鯨
や
イ
ル
カ
を
搬
入
す
る
に
は
、
太
地
町
漁
協
の
組

合
員
の
持
つ
技
術
（
技
術
資
源
）
が
生
か
さ
れ
る
。
自
然

豊
か
な
湾
と
鯨
文
化
、
観
光
事
業
の
融
合
を
可
能
と
し
て

い
る
。

　

一
方
、
鯨
肉
の
消
費
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
伝
承
さ

れ
た
鯨
食
文
化
に
伴
う
加
工
技
術
等
を
活
用
し
加
工
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
鯨
肉
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整

え
る
。
具
体
的
に
は
、
太
地
町
開
発
公
社
が
培
っ
た
鯨
肉

の
学
校
給
食
へ
の
提
供
な
ど
販
路
拡
大
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
鯨
肉
に
親
し
む

環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
鯨
食
文
化
の
普
及

に
つ
な
げ
て
い
く
。
今
後
は
独
自
の
製
品
開
発
に
も
力
を

入
れ
、
販
路
の
開
拓
を
進
め
る
方
針
だ
。

　
「
森
浦
湾
資
源
開
発
事
業
」
に
協
力
す
る
町
立
の
「
く

じ
ら
の
博
物
館
」
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
が
蓄
積

さ
れ
て
お
り
、
鯨
類
研
究
分

野
で
は
技
術
、
知
見
、
人
材

と
も
に
我
が
国
屈
指
の
水
準

に
あ
る
が
、
さ
ら
に
東
京
海

洋
大
学
や
三
重
大
学
か
ら
漁

村
経
済
の
発
展
や
鯨
類
飼
育

に
つ
い
て
学
術
面
か
ら
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
紀
陽

銀
行
か
ら
３
０
０
０
万
円
の

融
資
を
受
け
て
お
り
、
交
付

金
の
３
０
０
０
万
円
と
合
わ

せ
初
期
投
資
を
行
っ
た
。
ま

た
、
同
時
に
紀
陽
銀
行
に
は

経
営
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
事
業
展
開
を
図
る
。

◆◆  

町
全
体
を
鯨
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

◆
　

前
述
し
た
よ
う
に
、当
該
事
業
は
、「
新
た
な
体
験
観
光
」

と
「
鯨
食
文
化
の
普
及
」
と
い
う
2
本
柱
で
事
業
計
画
を

進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
ま
ち
の
将
来
構
想
を
実
現
す

る
た
め
の
一
環
で
あ
る
。

　

町
全
体
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
な
る
「
く
じ
ら
と
海
の
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
太
地
」、
こ
れ
が
ま
ち
の
将
来
図
と
し

て
存
在
し
、
現
在
は
そ
の
パ
ズ
ル
を
組
み
上
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
試
み
と
し
て
、
夏
季
に
は
町

内
の
海
水
浴
場
に
生
け
簀す

を
設
置
し
、
鯨
を
遊
泳
さ
せ
る

「
く
じ
ら
と
出
会
え
る
海
水
浴
場
」
を
開
催
し
、
毎
年
多

く
の
海
水
浴
客
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
町
と
漁
協
が
共
同

で
「
本マ
ジ気

の
朝
市
」
を
年
に
数
回
開
催
、
そ
れ
に
併
せ
て

潮
干
狩
り
や
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
多
く
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
い
て
い
る
。
朝
市
に
は
地

元
の
特
産
品
を
販
売
す
る
店
が
出
る
ほ
か
、
漁
協
に
よ
る

競
り
な
ど
も
行
わ
れ
、
観
光
客
に
は
好
評
だ
。
今
後
、「
森

浦
湾
資
源
開
発
事
業
」
の
展
開
と
と
も
に
、
更
に
来
客
数

が
増
加
し
、
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
ま
た
こ
れ
か
ら
も
、
町
は
、
古
来
よ
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
鯨
と

の
関
わ
り
方
を
提
案
す
る
。「
鯨
と
共
に
生
き
る
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
こ
れ
に
よ
り
紀
南
地
方
が
持
つ
奥
深
い
魅
力
を
多
く

の
方
々
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
各
所
に
点
在
す
る
豊
か
な
地

域
資
源
が
更
に
輝
き
を
増
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。
そ
の

可
能
性
に
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

25

（
上
）
学
校
給
食
用
の
鯨
肉
加
工
場
の
内
部

（
右
）
太
地
町
の
海
水
浴
場
。
毎
年
夏
、
海
水
浴
場
に
生

け
簀
を
設
置
し
、
鯨
を
遊
泳
さ
せ
る
「
く
じ
ら
と

出
会
え
る
海
水
浴
場
」
を
開
い
て
い
る

経済循環による地域の元気創造特 集
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◆◆  

地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
「
阿
波
尾
鶏
」、

◆  

養
鶏
業
な
ど
に
課
題
も

　
「
オ
ン
ダ
ン
農
業
協
同
組
合
」
が
位
置
す
る
徳
島
県
海

部
郡
海
陽
町
は
、
人
口
約
1
万
人
の
小
さ
な
町
で
、
徳
島

県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
南
東
の
海
岸
線
は
太
平
洋
に
臨

み
、
西
は
高
知
県
と
接
し
て
い
ま
す
。
北
部
・
西
部
に
あ

た
る
山
地
は
１
０
０
０
㍍
に
お
よ
ぶ
緑
豊
か
な
山
々
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
山
々
を
水
源
と
し
て
、
地
域

の
中
央
に
は
北
か
ら
南
に
「
海
部
川
」
が
、
南
部
で
は
西

か
ら
東
に
「
宍
喰
川
」
が
太
平
洋
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
青
く
美
し
い
海
岸
は「
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
」

に
指
定
さ
れ
、
海
岸
は
数
々
の
岬
や
入
り
江
を
有
す
る
美

し
い
リ
ア
ス
式
海
岸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ン
ダ
ン
農
業
協
同
組
合
」
が
位
置
す
る
海
部
川
下

流
の
右
岸
流
域
沿
い
に
細
長
く
開
け
た
平
野
部
は
、
海
部

川
の
沖
積
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
広
さ
は
郡
内

一
を
誇
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
農
業
は
、
古
く
か
ら
温
暖

多
雨
な
気
候
や
、
清
流
「
海
部
川
」（
環
境
省
選
出
も
っ

と
も
水
が
き
れ
い
な
川
：
36
河
川
の
一
つ
）
を
活
か
し
た

水
田
が
主
体
の
早
期
米
地
帯
で
す
。

　
「
オ
ン
ダ
ン
農
業
協
同
組
合
」
で
は
、
昭
和
60
年
ご
ろ

か
ら
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産
に
取
り
組
み
、
平
成
元
年
に
開
発

さ
れ
た
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
「
阿あ
わ
お
ど
り

波
尾
鶏
」
の
県
南
部
の
生
産

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
平
成
10
年
度
に
は
出

荷
羽
数
で
日
本
一
の
地
鶏
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
養
鶏
産
業
と
し
て
、「
飼
料
の
高
騰
」、

「
鶏
糞
や
加
工
残
渣
」
の
処
理
に
加
え
て
、「
生
産
・
加
工

の
担
い
手
不
足
」
な
ど
、様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
作
物
の
生
産
で
は
、
こ
の
地
域
は
従
来
水
稲

生
産
が
主
流
で
、
大
消
費
地
か
ら
遠
い
た
め
流
通
経
費
が

高
い
こ
と
や
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
生
産
資
材
の
高
騰

に
よ
り
農
家
所
得
が
低
下
し
て
お
り
、
担
い
手
の
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆  

鶏
糞
な
ど
利
用
し
、「
エ
コ
肥
料
」
生
産

◆
　

今
回
、「
オ
ン
ダ
ン
農
業
協
同
組
合
」
を
中
心
と
し
て
、

徳
島
県
（
農
林
水
産
部
畜
産
課
・
南
部
総
合
県
民
局
）
及

び
地
元
海
陽
町
が
連
携
し
て
、「
養
鶏
」
と
「
野
菜
・
水

稲
栽
培
」
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
「
資
源
循
環
の
構
想
」

を
創
設
し
、
畜
産
と
農
業
両
面
で
の
生
産
・
販
売
拡
大
に

よ
り
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、地
鶏
出
荷
羽
数
日
本
一
の
「
阿
波
尾
鶏
」

の
生
産
強
化
を
図
り
、
そ
こ
か
ら
出
る
鶏
糞
や
加
工
残
渣

を
活
用
し
た「
か
い
ふ
エ
コ
肥
料
」を
製
造
し
ま
す
。（「
か

い
ふ
エ
コ
肥
料
」
の
「
か
い
ふ
」
は
地
元
海
部
郡
＝
か
い

ふ
ぐ
ん
＝
か
ら
命
名
し
て
い
ま
す
）

　
「
か
い
ふ
エ
コ
肥
料
」
は
自
然
豊
か
な
環
境
の
下
、
通

常
よ
り
時
間
を
か
け
て
育
て
ら
れ
て
い
る
「
阿
波
尾
鶏
」

の
み
の
鶏
糞
や
廃
棄
し
て
い
た
「
阿
波
尾
鶏
」
の
加
工
残

渣
を
利
用
し
た
「
有
機
肥
料
」
で
あ
り
、
成
分
等
に
つ
い

て
は
、
徳
島
大
学
で
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
農
家
に
依
頼
し
て
行
っ
た
、
同
肥
料
に
よ
る
試
験
的

「
阿
波
尾
鶏
」
を
活
用
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化

―
畜
産
と
農
業
の
資
源
循
環
の
創
造
に
向
け
て
―橋

本
　
浩
志

徳
島
県
政
策
創
造
部
総
合
政
策
課
主
査
兼
係
長

（左）徳島県のブランド地鶏「阿波尾鶏
（あわおどり）」

（下）清流「海部川」

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

徳
島
県

10
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栽
培
結
果
か
ら
は
、「
生
育
が
良
い
」「
虫
が
付
き
に
く
い
」

「
品
質
が
良
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
か
い
ふ
エ
コ
肥
料
」
を
使
っ
て
、
野

菜
や
水
稲
栽
培
を
行
う
農
業
者
を
核
と
し
、「
資
源
循
環

の
構
想
」
の
中
で
地
域
農
業
を
牽
引
す
る
生
産
組
織
の
設

立
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
農
事
法
人

化
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。

◆◆  「
エ
コ
農
産
物
」
も
ブ
ラ
ン
ド
化

◆  

野
菜
と
鶏
肉
を
セ
ッ
ト
に
新
商
品
開
発

　

ま
た
、
温
暖
な
気
候
、
清
流
・
海
部
川
な
ど
の
環
境
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
海
部
産
の
農
産
物
に
、「
か
い
ふ
エ
コ

肥
料
」
を
施
肥
す
る
こ
と
で
「
資
源
循
環
」
と
い
う
新
た

な
価
値
を
付
加
し
、「
か
い
ふ
エ
コ
農
産
物
」
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
は
、
地
域

内
農
家
へ
の
下
支
え
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

こ
の
「
か
い
ふ
エ
コ
農
産
物
」

は
、
海
部
郡
の
豊
か
な
自
然
に
育

ま
れ
、
耕
畜
連
携
に
よ
り
生
産
さ

れ
た
農
産
物
で
あ
り
、
栄
養
価
や

機
能
性
に
こ
だ
わ
っ
た
安
全
・
安

心
な
農
産
物
で
す
。

　

こ
う
し
た
「
か
い
ふ
エ
コ
農
産

物
」と「
阿
波
尾
鶏
」を
利
用
し
て
、

高
齢
者
や
単
身
者
向
け
の
「
南
阿

波
鍋
セ
ッ
ト
」
や
、「
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
」
に
備
え
る
「
防
災
備
蓄

食
品
」
な
ど
、野
菜
と
鶏
肉
を
セ
ッ

ト
に
し
た
付
加
価
値
の
高
い
商
品

を
開
発
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
上

で
、「
阿
波
尾
鶏
」
と
そ
の
他
の
養

鶏
と
を
峻
別
す
る
た
め
、
自
然
を

生
か
し
た
「
か
い
ふ
型
エ
コ
鶏
舎
」

の
新
設
に
よ
る
養
鶏
や
鶏
糞
の
区

分
化
、
販
売
促
進
支
援
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、今
回
「
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
」

を
活
用
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

◆◆  

今
後
の
展
望

◆
　
「
オ
ン
ダ
ン
農
業
協
同
組
合
」
で
は
養
鶏
業
を
行
う
上

で
、
最
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
環
境
対
策

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。県
土
の
75
％
を
占
め
る
森
林
、

水
量
豊
富
な
数
々
の
河
川
、
南
の
太
平
洋
ま
で
続
く
美
し

い
海
、
ま
さ
に
、
徳
島
の
多
様
な
自
然
環
境
の
も
と
で
養

鶏
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
自
然
に
囲
ま
れ
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
環
境
の
中
で
、
80
日
以
上
も
か
け

て
丹
念
に
育
て
た
「
阿
波
尾
鶏
」
の
〝
味
・
色
・
香
り
〟
は
、

徳
島
の
自
然
が
育
ん
だ
も
の
な
の
で
す
。

　

近
年
、
安
全
・
安
心
な
食
料
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
有

機
栽
培
に
よ
る
野
菜
や
米
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、高
価
な
も
の
で
は
需
要
の
拡
大
は
望
め
ま
せ
ん
。

今
回
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
徳
島
の
自
然
を
生
か
し
た
新

た
な
循
環
が
確
立
で
き
れ
ば
、
飼
料
や
肥
料
な
ど
の
コ
ス

ト
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
清
流
・
海
部
川
の
イ

メ
ー
ジ
も
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
需
要
の
拡
大
に
繋
げ
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
販
売
や
、「
ち
ょ
い

干
し
野
菜
」
等
の
６
次
産
業
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
新

規
就
農
者
の
確
保
や
新
た
な
地
域
雇
用
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
事
業
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
他
の
取
り
組

み
に
お
い
て
も
、
事
業
者
、
大
学
、
金
融
機
関
な
ど
関
係

者
と
、
行
政
が
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
よ
り
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

経済循環による地域の元気創造特 集
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坂
元
　
弘
睦

空
き
店
舗
を「
手
づ
く
り
パ
ン
屋
」に
再
生

—
地
域
経
済
の
好
循
環
生
み
出
す—

江
北
町
総
務
企
画
課
課
長
補
佐

◆◆  

空
き
家
・
空
き
店
舗
を
地
域
資
源
に

◆
　

江
北
町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
町
の
北
西
に
あ
る
上

小
田
地
区
の
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
区
は
、
炭
鉱
が
あ
っ
た
最
盛
期
に
は
映
画
館
な

ど
の
娯
楽
施
設
や
各
種
商
店
も
数
多
く
立
地
し
、
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
が
、
炭
鉱
閉
山
後
の
転
出
と
平
成
に
入
っ

て
か
ら
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少
に
よ
り

地
域
活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
最
近
は
独

居
老
人
の
増
加
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
放
課

後
の
児
童
の
居
場
所
不
足
、
買
い
物
弱
者
の
増
加
、
空
き

家
や
空
き
店
舗
の
増
加
な
ど
の
地
域
課
題
が
顕
著
に
表
れ

て
き
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
一
見
、
こ
の
地
区
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
要
素
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
な
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
間

取
り
や
利
用
条
件
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が

地
区
の
活
動
拠
点
と
し
て
再
生
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、「
お
茶
の
み
サ
ロ
ン(

高
齢
者)

」、「
子
育
て
サ
ロ

ン
」、「
上
小
田
児
童
ク
ラ
ブ
」、「
サ
ノ
・
ボ
ヌ
ー
ル
（
高

校
生
に
よ
る
月
１
回
の
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
）」
を
開
設
し
た
。

　

ま
た
、
空
き
家
再
生
の
手
法
を
地
域
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
移
住
・
定
住
希
望
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
意
味

を
込
め
た
「
空
き
家
再
生
塾
」
も
開
催
し
、
地
区
住
民
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆◆  
パ
ン
屋
開
業
に
交
付
金
活
用

◆
　

本
町
が
空
き
家
・
空
き
店
舗
再
生
に
よ
る
地
域
活
性
化

を
模
索
し
て
い
た
平
成
25
年
1
月
、
空
き
家
を
再
生
し
て

移
住
さ
れ
て
い
た
上
小
田
地
区
の
知
人
か
ら
「
空
き
家
を

利
用
し
て
手
づ
く
り
パ
ン
屋
を
や
っ
て
み
た
い
と
言
っ
て

い
る
方
が
い
る
の
で
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の

相
談
を
受
け
た
。

　

最
初
は
相
談
者
と
２
人
で
上
小
田
地
区
を
散
策
し
て
空

き
家
情
報
の
共
有
を
行
い
、
数
カ
所
の
候
補
の
絞
り
込
み

と
空
き
家
所
有
者
と
の
協
議（
家
賃
や
改
修
の
可
否
な
ど
）

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

同
年
２
月
に
入
っ
て
す
ぐ
に
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

交
付
金
（
平
成
24
年
度
補
正
予
算
：
総
務
省
）
の
情
報
が

飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ

の
交
付
金
は
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
持
続
可

能
な
事
業
化
の
取
り
組

み
を
促
進
し
、
地
域
で

の
経
済
循
環
を
創
造
す

る
た
め
、
事
業
関
係
者

の
調
整
・
支
援
を
行
う

地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
、
民
間
事
業
者
等
が

事
業
化
段
階
で
必
要
と
な
る
経
費
に
つ
い
て
助
成
す
る
も

の
で
、
あ
と
一
歩
で
起
業
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
た

相
談
者
に
と
っ
て
は
助
成
内
容
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
最
良

の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
２
月
中
旬
ま
で
に
相
談
者
と
と
も
に
事
業
実

施
計
画
書
を
作
成
し
、
総
務
省
に
提
出
。
３
月
下
旬
に
交

付
決
定
を
受
け
、
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
手
づ

く
り
パ
ン
屋
は
平
成
25
年
７
月
に
開
業
し
た
。

◆◆  

空
き
家
再
生
と
地
域
経
済
循
環
の
創
造

◆
　

こ
の
事
業
で
は
、
空
き
店
舗
再
生
に
よ
る
「
手
づ
く
り

パ
ン
屋
（
ア
ル
パ
カ
）」
の
開
業
を
中
心
と
し
た
人
・
モ
ノ
・

資
金
の
流
れ
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
造
を
目
標

と
し
た
。

　

ま
ず
「
人
」
の
面
で
は
、
事
業
者
が
町
外
出
身
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
合
わ
せ
２
名
の
人
口
増

加
と
雇
用
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、
若
者
の
柔
軟
な
発
想
を

地
域
再
生
に
取
り
入
れ
る
た
め
に
地
元
高
校
生
と
の
連
携

に
よ
る
新
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

次
に
「
モ
ノ
と
資
金
」
に
つ
い
て
は
、
空
き
店
舗
の
再

空き店舗が目立つ上小田地区の商店街

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

佐
賀
県
江
北
町
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生
と
地
元
素
材
の
使
用
、
事
業
者
の
自
己
資
金
と
地
元
金

融
機
関
か
ら
の
融
資
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
新
た
な

地
域
経
済
循
環
の
サ
イ
ク
ル
を
創
り
だ
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

具
体
的
に
は
、
空
き
店
舗
を
再
生
す
る
こ
と
で
新
築
物

件
よ
り
も
安
い
コ
ス
ト
で
の
開
店
が
で
き
る
と
と
も
に
改

修
を
地
元
業
者
に
請
け
負
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
地
元
に
仕

事
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、パ
ン
の
原
材
料
調
達
の
面
で
は
、

近
隣
商
店
や
地
元
農
家
は
安
定
し
た
販
売
が
可
能
に
な

り
、
新
規
事
業
者
に
は
安
定
し
た
仕
入
れ
が
可
能
に
な
っ

た
。

　

さ
ら
に
資
金
の
地
域
循
環
の
面
か
ら
見
る
と
、
手
づ
く

り
パ
ン
屋
が
開
店
す
る
こ
と
で
、
新
規
事
業
者
は
も
と
よ

り
近
隣
商
店
や
地
元
農
家
の
収
入
増
、
地
元
消
費
者
へ
の

安
全
・
安
心
な
パ
ン
の
提
供
、
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト
・
行

事
な
ど
へ
の
安
価
な
パ
ン
の
提
供
、
地
元
の
素
材
を
使
用

し
た
新
商
品
の
開
発
な
ど
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
事
業
が
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
持
続
可

能
な
地
域
経
済
循
環
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
れ
ば
、
食
の

連
携
に
よ
る
新
た
な
起
業
創
出
の
芽
も
出
て
く
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
今
後
の
動
向
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

◆　◆  

今
後
の
展
望

◆
　

今
回
、こ
の
事
業
に
お
い
て
産
学
金
官
の
連
携
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
に
活
力
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
後
こ
の
仕
組
み
を
い

か
に
効
率
よ
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
産
学
金
官
の
連
携
・
協
力
は
も
と
よ

り
、
町
と
し
て
は
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
多

様
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

モ
ノ
づ
く
り
に
よ
る
起
業
を
目
指
し
て
い
る
方
の
移
住
・

定
住
支
援
に
力
を
入
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
金
融
機
関
も
起
業
を
志
す
方
や
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
企
業
の
支
援
に
力
を
入
れ
、
資
金
面

や
運
営
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
開
業
後
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
大
学
や
高
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
以

降
も
上
小
田
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ソ
フ
ト
事
業

（
高
校
生
ケ
ー
キ
カ
フ
ェ
、
新
商
品
開
発
、
高
齢
者
及
び

子
育
て
支
援
な
ど
）
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
貢
献

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
は
、
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
や
人
財
と
地
域
金
融

機
関
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
う
ま
く
結
び
つ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
需
要
創
造
型
の
新
し
い
切
り
口
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
新
し
い
持
続
可
能
な
資
金
循
環
が
全
国
各
地

で
生
ま
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

上小田地区での事業実施体制図

高齢者サロン、子育てサロン、児童クラブなど

上小田地区振興委員会、まちづくり座談会、地域おこし協力隊、大学生、高校生など

地元消費者

安価で提供
安全・安心を提供

安価で提供

江北町

協力・支援

新規事業者【パン店】

協力・支援

相談

支援

連携

支援

安定供給

相談

地域金融機関

近隣商店

相談

融資

地域のイベント・行事など

地元農家【小麦、野菜など】安定供給【青果店、精肉店、鮮魚店など】連

　携

アルパカでは高校生のアイデアも取り入れながら
新商品を開発している。写真は新しいパンの試食
会の様子。左端がアルパカの経営者

経済循環による地域の元気創造特 集
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◆◆  

は
じ
め
に

◆
　

本
県
は
、
全
国
屈
指
の
農
業
県
で
あ
り
、
農
業
や
畜
産

な
ど
の
生
産
量
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
豊
富
な
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策

及
び
循
環
型
社
会
形
成
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
活
用
を
推
進
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
に
は
、「
熊
本

県
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計

画
で
は
、
未
利
用
率
が
高
い
食
品
廃
棄
物
の
利
用
拡
大
を

課
題
の
一
つ
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

食
品
廃
棄
物
の
中
で
特
に
廃
食
用
油
は
、
家
庭
や
企

業
の
経
済
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
て
お
り
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
：Bio D

iesel Fuel

）と
し
て
、

地
域
内
で
循
環
で
き
れ
ば
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
回
収
・
活
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

◆◆  
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
と
は

◆
　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
は
、
地
域
の
経
済
活
動
か
ら

排
出
さ
れ
る
植
物
性
の
廃
食
用
油
等
を
精
製
し
軽
油
と
近

い
性
状
と
し
た
も
の
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
燃
料

と
し
て
、
自
動
車
、
船
舶
、
農
機
具
等
に
使
用
で
き
ま
す
。

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
増
加
さ
せ
な
い
た
め
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
、
さ
ら
に
、
家
庭
や
企
業
か
ら
の

使
用
済
み
食
用
油
の
回
収
を
通
じ
て
、
ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
や
水
質
保
全
に
寄
与
す
る
な
ど
一
石
三
鳥
の
環
境

価
値
を
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
５
％
混
合
軽
油
（
Ｂ
５
）
は
、
こ

の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
軽
油
に
質
量
比
５
％
以
下
で
混
入
し
た
燃
料

で
あ
り
、「
揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（
品
確
法
）」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
、
全
国
的
に
も
今
後
の

利
活
用
が
期
待
で
き
る
燃
料
で
す
。

◆◆  

廃
食
用
油
を
活
用
、
回
収
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

◆
　

本
県
で
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
廃
食
用
油
の
活
用
を
目

的
に
、
県
内
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
事
業
者
の
技
術
向
上
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
19
年
度
に
産
学
官
連
携
の
「
く
ま
も
と
Ｅ

ｃ
ｏ
燃
料
拡
大
推
進
研
究
会
」（
現
：
く
ま
も
と
Ｅ
ｃ
ｏ

燃
料
・
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
）を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

先
進
事
例
の
研
究
や
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
県
内

事
業
者
が
製
造
し
た
燃
料
の
品
質
分
析
を
行
う
な
ど
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
を
契
機
に
、
県
内
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
事
業
者
を

牽
引
す
る
存
在
と
な
る
よ
う
な
企
業
も
現
れ
、
今
で
は
、

県
内
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
を
行
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
は
十
数

社
を
数
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
体
と
な
っ
て
、
本
県
に
廃
食

用
油
の
〝
油
田
〟
を
つ
く
る
「
わ
く
わ
く
油
田
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
６
０
０
社
を
超
え
る
企
業
や
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
大
学
等
に
よ
る
回
収
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆  

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
の
取
り
組
み

◆
　

こ
う
し
た
中
、
地
場
大
手
の
石
油
卸
売
・
小
売
事
業
者

で
日
頃
か
ら
積
極
的
に
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
東
光
石
油
株
式
会
社
」
と
、
く
ま
も
と
Ｅ
ｃ
ｏ
燃
料
拡

大
推
進
研
究
会
へ
の
参
加
を
契
機
に
起
業
化
さ
れ
た
「
自

藤
川
　
孝
作

熊
本
県
環
境
生
活
部
環
境
局
環
境
立
県
推
進
課
参
事

—
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
循
環
型
地
域
社
会
を
創
造—
県
民
総
ぐ
る
み
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
を
普
及
へ

熊
本
県

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

12

廃食用油回収ステーション（熊本市内の
スーパーで）
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経済循環による地域の元気創造

然
と
未
来
株
式
会
社
」
が
、
総
務
省
の
地
域
経
済
循
環
創

造
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
循
環
型
地
域
社
会
の
創
造
に
協
働
で

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
廃
食
用
油
を
原
料
と

す
る
環
境
保
全
型
バ
イ
オ
燃
料
（
Ｂ
５
燃
料
）
を
、
高
い

品
質
で
、
か
つ
軽
油
と
同
等
の
価
格
で
提
供
し
、
県
内
に

広
く
普
及
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
う
し
て
多
く
の

主
体
が
Ｂ
５
燃
料
を
使
う
こ
と
で
、
県
民
総
ぐ
る
み
で
、

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
経
済
活
動
を

循
環
さ
せ
、
持
続
可
能
な
地
域
や
地
球
環
境
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
総
務
省
の
交
付
金
を
活
用
し
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

の
高
品
質
化
の
た
め
の
最
新
式
減
圧
蒸
留
装
置
と
、
Ｂ
Ｄ

Ｆ
と
軽
油
を
混
和
し
て
Ｂ
５
燃
料
を
製
造
す
る
ラ
イ
ン
ミ

キ
サ
ー
装
置
等
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
光
石
油
株

式
会
社
は
、
並
行
し
て
、
経
済
産
業
省
に
品
確
法
に
基
づ

く
登
録
手
続
き
を
行
い
、
厳
し
い
審
査
を
経
て
Ｂ
５
軽
油

特
定
加
工
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
準
備
期
間
を
経
て
、
平
成
25
年
12
月
に
、
熊

本
市
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
お
い
て
専
用
給
油
機
に

よ
る
Ｂ
５
燃
料
の
販
売
が
、
九
州
で
は
福
岡
県
に
次
い
で

２
番
目
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
く
ま
エ
ネ
５
・
０
」
の
ブ

ラ
ン
ド
名
を
冠
し
、
軽
油
と
同
額
で
販
売
し
、
月
に
30
㌔

㍑
の
販
売
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆◆  

今
後
の
展
望

◆
　

熊
本
県
で
は
、
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域
社
会
の
形
成

の
た
め
、
Ｂ
５
燃
料
の
更
な
る
普
及
拡
大
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
原
料
で
あ
る
廃
食
用
油
の
回
収
に
つ

い
て
は
、参
加
し
て
い
る
県
民
・
事
業
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
向
上
の
取
り
組
み
等
を
行
い
、
回
収
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
５
燃
料
を
県
の
機
関
で
率
先
的
に
使
用
す
る

と
と
も
に
、
環
境
価
値
を
広
く
県
民
に
周
知
し
、
環
境
に

優
し
い
燃
料
を
使
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
増
加
を
図
り
、
地

域
資
源
を
活
用
し
た
環
境
保
全
型
燃
料
で
あ
る
Ｂ
５
燃
料

の
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特 集

交
付
金
を
活
用
し
て
導
入
さ
れ
た
Ｂ
５
製
造
装
置

「
ラ
イ
ン
ミ
キ
サ
ー
」

Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
使
用
し
て
い
る
自
動
車
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◆◆  

１
、
日
本
の
経
済
循
環
の
現
状
と

◆       

経
済
財
政
運
営
の
方
向

（
１
）
国
内
資
金
循
環
の
現
状

　

内
閣
府
の
「
平
成
25
年
度
年
次
経
済
財
政
報
告
（
平
成

25
年
7
月
）」（
経
済
財
政
白
書
）
に
よ
り
、
２
０
０
１
年

度
と
２
０
１
１
年
度
の
２
時
点
間
の（
家
計
や
企
業
な
ど
）

各
主
体
の
資
産
、
負
債
の
動
き
か
ら
累
積
的
な
資
金
フ

ロ
ー
の
変
化
を
見
る
と
、「
ま
ず
、
家
計
か
ら
民
間
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
等
は
除
く
）
へ
の
預
金
は
１
２
０
兆

円
増
加
し
た
が
、（
中
略
）
民
間
金
融
機
関
が
受
け
入
れ

た
預
金
は
、
貸
出
の
増
加
と
は
な
ら
ず
、
国
債
等
を
通
じ

て
政
府
へ
流
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
民
間
非

金
融
法
人
（
民
間
企
業
）
へ
の
貸
出
は
70
兆
円
も
減
少
し

た
。（
中
略
）民
間
金
融
機
関
に
向
か
っ
た
家
計
の
預
金
は
、

一
般
政
府
の
赤
字
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
資
金
が
向
か
い
、
民

間
非
金
融
法
人
の
投
資
と
い
う
前
向
き
な
資
金
フ
ロ
ー
と

は
な
っ
て
い
な
い
」（
同
白
書
）。

　

す
な
わ
ち
、
家
計
の
民
間
金
融
機
関
へ
の
貯
蓄
は
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
増
加
し
た
資
金
は
民
間
企
業
の
設
備

投
資
等
に
活
用
さ
れ
、
経
済
活
性
化
に
直
結
す
る
の
で
は

な
く
、
国
債
等
の
購
入
に
よ
り
財
政
赤
字
を
支
え
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
金
が
社
会
保
障
給
付
の
増
加
等

に
充
て
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
経
済
の
活
性
化
に
直
結
す
る

と
は
言
い
難
い
。

　

一
方
、
民
間
金
融
機
関
の
貸
し
出
し
が
停
滞
し
、
国
債

等
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
経
済
が
拡
大
せ
ず
に
財
政
赤
字

に
充
当
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
日
本

銀
行
の「
量
的
・
質
的
緩
和
策
」が
採
用
さ
れ
た（
２
０
１
３

年
４
月
４
日
）。
日
本
銀
行
が
民
間
金
融
機
関
の
国
債
等

を
買
い
取
る
こ
と
で
、
民
間
金
融
機
関
の
融
資
拡
大
を
後

押
し
す
る
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ
バ
ラ
ン
ス
効
果
）。

し
か
し
、
民
間
金
融
機
関
は
そ
の
保
有
す
る
国
債
等
を
売

却
す
る
こ
と
で
一
旦
は
売
却
益
を
得
る
が
、
日
本
銀
行
の

準
備
預
金
と
し
て
積
ま
れ
る
だ
け
で
は
、
経
済
の
拡
大
に

は
繋
が
ら
な
い
。

　

ま
た
、
経
常
収
支
黒
字
は
２
０
０
７
年
を
ピ
ー
ク
に
縮

小
傾
向
に
あ
る
。
所
得
収
支
や
サ
ー
ビ
ス
収
支
が
比
較
的

安
定
的
に
推
移
す
る
中
で
、
貿
易
収
支
の
黒
字
が
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
急
減
し
、
２
０
１
１
年
以
降
に
赤
字
に

転
じ
た
こ
と
が
経
常
収
支
の
黒
字
縮
小
の
主
な
要
因
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
去
る
1
月
14
日
に
発
表
さ
れ
た
２
０
１
３

年
11
月
の
国
際
収
支
（
速
報
）
に
よ
る
と
、
経
常
収
支
は

2
カ
月
連
続
の
赤
字
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
経
常
収
支
＝
民

間
純
貯
蓄
＋
財
政
黒
字
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
、
経
常

収
支
の
赤
字
は
国
内
の
民
間
部
門
の
資
金
余
剰
で
政
府
部

門
の
資
金
不
足
を
補
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
留

意
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
強
い
経
済
を
取
り
戻
す
必
要
性

　

ま
ず
、「
保
険
料
・
税
収
等
の
現
状
（
１
９
９
０
年
と

の
比
較
）」（
資
料
１
参
照
）
を
見
て
み
る
。
年
金
や
医
療

等
の
社
会
保
障
給
付
費
は
、２
０
１
３
年
予
算
ベ
ー
ス
で
、

１
１
０
・
６
兆
円
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
財
源
で

あ
る
社
会
保
険
料
収
入
は
62
・
2
兆
円
に
と
ど
ま
り
、
公

費
負
担
は
既
に
41
兆
円
に
達
し
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年
と
２
０
１
３
年
を
比
べ
て
み
る
と
、
国
民

所
得
は
横
ば
い
な
の
に
対
し
、
社
会
保
障
給
付
費
は
2
・

3
倍
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
保
険
料
の
負
担
も
1
・
6
倍

に
な
っ
て
い
る
が
、
税
収
（
国
税
と
地
方
税
を
合
わ
せ
た

も
の
）
が
０
・
８
倍
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
社
会
保
険
料

と
税
の
負
担
の
合
計
は
１
・
１
倍
と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

て
い
る
（
国
民
負
担
率
は
概
ね
横
ば
い
）。
結
果
、
国
債

発
行
額
が
そ
の
差
を
埋
め
る
た
め
7
・
2
倍
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
社
会
保
険

料
収
入
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
か
、社
会
保
障
給
付
費（
年

金
・
医
療
・
介
護
）
を
減
額
さ
せ
る
か
、
と
い
う
議
論
に

な
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
社
会
が
到
来
し
、
高
齢
者
が

急
増
す
る
我
が
国
に
お
い
て
、
現
役
世
代
の
社
会
保
険
料

総
額
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
１
人
当
た
り
の
負
担

特 集

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造

経
済
の
好
循
環
を
創
造
し
、
地
域
再
生
を

—
求
め
ら
れ
る
自
治
体
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神—

猿
渡
　
知
之

総
務
省
地
域
政
策
課
長
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が
厳
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
高
齢
化
も
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
進
展
す
る
中
で
、
１
人
当
た
り
の
社
会
保
障

給
付
の
水
準
の
議
論
は
と
も
か
く
、
社
会
保
障
給
付
総
額

の
減
額
の
プ
ロ
セ
ス
は
現
実
的
と
は
思
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
国
民
負
担
率
を
あ
ま
り
増
加

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
保
険
料
収
入
や
税
収
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
国
民
負
担
率
の
分
母
で
あ
る
国
民
所
得
を
増
加

さ
せ
る
べ
く
、
強
い
経
済
を
取
り
戻
す
こ
と
が
何
よ
り
も

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
３
）
平
成
26
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
12
月
12
日
閣
議
決
定
）

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お
け
る
経
済
財
政
運
営

の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
保
険
料
収
入
や
税
収
の
基
盤
で
も
あ

る
強
い
経
済
を
取
り
戻
し
つ
つ
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
よ
り
財
源
を
確
保
し
、
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
を

進
め
次
世
代
に
引
き
渡
し
て
ゆ
く
」
こ
と
に
あ
る
。
こ
の

た
め
、「
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
施
策
を
果
断
に
実
行
し

て
い
く
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な
制
度
を

構
築
し
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
好

循
環
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地

域
の
元
気
創
造
プ
ラ
ン
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で
波
及
さ
せ
、

景
気
の
回
復
と
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う
、『
地
域
の
元

気
創
造
プ
ラ
ン
』
の
全
国
展
開
を
関
係
府
省
で
連
携
し
な

が
ら
積
極
的
に
推
進
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

◆◆  
２
、
地
域
経
済
の
現
状

◆（
１
）
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

　

従
来
、
人
口
減
少
は
過
疎
や
地
方
の
衰
退
の
問
題
と
し

て
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
問
題
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
都
市
部
や
産
業
集
積
地
か
ら
得
ら
れ
た
所
得
を

再
配
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
間
の
公
平
性
を
確
保

し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
と
い
う
基
本
的
な

方
向
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、平
成
12
年
以
降
、地
方
圏
で
人
口
減
少
が
始
ま
っ

た
が
、
平
成
22
年
以
降
は
日
本
全
体
が
人
口
減
少
時
代
に

入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
平
成
27
年
以
降
で
は
、
三
大
都
市

圏
で
も
人
口
減
少
が
始
ま
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
全
国
的
な
人
口
減
少
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

既
に
、
１
人
当
た
り
の
県
民
所
得
の
動
向
を
み
る
と
、

長
引
く
デ
フ
レ
の
中
で
、
三
大
都
市
圏
に
お
い
て
も
大
き

な
所
得
の
減
少
が
み
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
団
塊
の
世

代
が
高
齢
者
に
仲
間
入
り
す
る
時
代
に
な
る
と
、
三
大
都

市
圏
に
お
い
て
高
齢
者
が
急
増
す
る
。
す
な
わ
ち
、
都
市

部
で
得
ら
れ
た
所
得
を
再
配
分
し
て
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
を
目
指
す
と
い
う
モ
デ
ル
の
前
提
が
持
続
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
地
域
経
済
に
お
け
る
公
的
年
金
収
入
の

        

役
割
と
地
域
の
資
金
循
環

　

公
的
年
金
は
高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
生
活
を
支
え
る

と
と
も
に
、併
せ
て
高
齢
者
を
安
定
し
た
消
費
者
層
に
し
、

地
域
の
経
済
循
環
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
県
民
所
得
に

占
め
る
年
金
総
額
の
割
合
は
、
全
国
計
で
２
０
１
０
年
度

に
は
12
・
3
％
と
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
の
高
い
地

域
で
は
2
割
近
く
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
今
後
、
団
塊
の

世
代
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
大

都
市
圏
を
中
心
に
年
金
総
額
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
に

な
る
。
国
民
負
担
率
と
の
関
係
で
、
ど
こ
ま
で
年
金
総
額

の
増
加
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
高
齢
者
の
割
合
が

都
市
部
に
比
べ
て
相
対
的
に
少
な
く
な
っ
て
く
る
地
方
部

に
お
い
て
、
従
来
通
り
、
地
域
の
経
済
循
環
の
源
泉
と
し

て
年
金
収
入
が
期
待
で
き
る
の
か
。疑
問
な
し
と
し
な
い
。

 

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
地
方
圏
で
は
、

企
業
や
家
計
の
前
向
き
な
投
資
支
出
が
低
迷
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
地
域
金
融
機
関
で
は
、
中
小
企
業
向
け
貸
し

出
し
と
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
残
高
が
地
方
圏
を
中
心
に
大
幅

に
低
下
し
て
い
る
。

33

経済循環による地域の元気創造特 集

金額（A） 国民所得比 金額（B） 国民所得比

346.9兆円 358.9兆円 1.0

47.2兆円 13.6% 110.6兆円 30.8% 2.3

a 39.5兆円 11.4% 62.2兆円 17.3% 1.6

税収(国税+地方税) b 96.2兆円 27.7% 81.3兆円 22.7% 0.8

135.7兆円 39.1% 143.5兆円 40.0% 1.1

6.3兆円 － 45.5兆円 － 7.2

1990年 2013年
（平成２５年）（平成２年）

B/A

a＋b

※1990年は決算ベース

［出典］財務省「日本の財政関係資料」（平成 25年 10月）、
内閣府「平成 25年度年次経済財政報告」（平成 25年 7月）
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国
内
銀
行
の
預
貸
率
（
預
金
に
対
す
る
貸
し
出
し
の
割

合
）
を
平
成
10
年
と
平
成
25
年
で
比
較
す
る
と
、
預
金
は

大
幅
に
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、
貸
し
出
し
は
減
り
、
預

貸
率
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
都
市
圏
に
お

い
て
も
、
貸
し
出
し
の
絶
対
額
が
低
下
し
て
お
り
、
大
都

市
圏
に
お
い
て
も
経
済
循
環
の
滞
り
が
み
ら
れ
る
。
地
方

へ
の
所
得
再
配
分
の
源
泉
で
あ
る
大
都
市
圏
の
経
済
力
の

疲
弊
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。　

◆◆  

３
、
地
域
経
済
の
再
生
と
地
域
の

◆        

元
気
創
造
プ
ラ
ン
の
推
進

　
　
　
　
　

～
地
域
で
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
動
か
し
て
い
く
か
～

　

自
立
的
で
持
続
可
能
な
地
域
と
し
て
活
力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
将
来
の
税
収
に
も
繋
が
る
富
を
生
み
出
し

て
ゆ
く
た
め
の
投
資
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

将
来
の
富
と
は
、
基
本
的
に
は
そ
の
地
域
で
活

動
す
る
企
業
が
生
み
出
す
収
益
が
想
定
さ
れ
る
。

収
益
と
は
、
売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
か
ら
必
要

経
費
な
ど
の
支
出
を
引
い
た
も
の
で
あ
り
、
支

出
を
上
回
る
収
入
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
機
能
す
る
の
が
、
株
式
会
社
な
ど
の
企
業
で

あ
る
。

　

企
業
が
将
来
に
わ
た
り
収
益
を
生
み
続
け
る

こ
と
が
合
理
的
に
期
待
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
収
益

を
返
済
原
資
と
し
て
資
金
を
借
り
て
事
業
を
始

め
る
た
め
の
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
そ
の
資
金
が
地
域
の
人
が
地
域
金
融
機

関
に
預
金
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
資
金

が
地
域
で
活
用
さ
れ
、
地
域
の
資
金
循
環
を
創

造
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
企
業
が
地

域
で
雇
用
を
創
出
し
、
地
域
の
原
材
料
を
購
入

す
れ
ば
、
そ
の
給
与
や
代
金
が
新
た
な
地
域
の

資
金
循
環
の
元
と
な
る
。

　

し
か
し
、
地
域
で
起
業
す
る
場
合
、
人
口
減

少
等
が
見
込
ま
れ
、
期
待
さ
れ
る
リ
タ
ー
ン
に

比
べ
て
、
初
期
の
設
備
投
資
が
高
コ
ス
ト
に
な

り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
初
期
投
資
の
コ
ス
ト
を

期
待
さ
れ
る
リ
タ
ー
ン
に
見
合
っ
た
水
準
に
ま

で
低
下
さ
せ
る
の
が
、
総
務
省
が
創
設
し
た
「
地
域
経
済

循
環
創
造
事
業
交
付
金
」
で
あ
る
。（
同
交
付
金
は
地
域

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
事
業
化
に
取
り
組
む
民
間

事
業
者
が
、
事
業
化
段
階
で
必
要
と
な
る
初
期
投
資
費
用

に
つ
い
て
、
自
治
体
が
助
成
す
る
経
費
に
対
し
、
総
務
省

が
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る
。
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に

お
い
て
、
67
事
業
21
・
8
億
円
を
交
付
決
定
。
平
成
25
年

度
補
正
予
算
で
は
30
億
円
、平
成
26
年
度
当
初
予
算
（
案
）

で
は
15
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。）

　

こ
の
交
付
金
額
相
当
が
初
期
投
資
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ

る
の
で
、
残
っ
た
コ
ス
ト
分
だ
け
を
地
域
金
融
機
関
か
ら

の
融
資
に
よ
っ
て
賄
え
ば
よ
い
。
こ
の
場
合
、
地
域
金
融

機
関
に
元
金
を
返
済
す
る
原
資
は
「
税
引
き
後
利
益
」
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
融
機
関
に
返
済
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
基
本
的
に
は
税
金
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
が
継
続
す
れ
ば
、
雇
用
や
経
済

効
果
に
加
え
、
交
付
金
額
相
当
分
の
税
金
が
還
元
さ
れ
る

こ
と
も
十
分
に
期
待
さ
れ
る
。（
資
料
２
「
地
域
経
済
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
」、
資
料
３
「
地
域

経
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
の
先
行
モ
デ
ル
に
み
る

施
策
効
果
」
を
参
照
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
産
（
産
業
界
）・
学
（
大
学
等
）・
金
（
地

域
金
融
機
関
）・
官（
地
方
自
治
体
）の
地
域
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
を
活
用
し
、
地
域
の
資
源
と
資
金
を
活
用
し
て
業
を

起
こ
し
、
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け

る
経
済
循
環
を
創
造
し
、
地
域
で
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
等

を
動
か
し
て
い
く
の
が
、
地
域
経
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ

イ
ク
ル
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
で
は
、
地
域
金

融
機
関
の
資
金
を
活
用
し
て
実
際
に
事
業
が
継
続
さ
れ
、

雇
用
の
創
出
や
地
域
資
源
の
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
主

将来にわたる 
キャッシュフロー 
の確保見通し 

　①地域金融機関 
による融資可能額 

（地域の資金） 

初期投資の 
一部補助 

地域経済循環 
創造事業交付金 

事業者の 
自己資金 

産学金官地域ラウンドテーブル 
～それぞれの強みを活かして連携～ 

・事業者 

・地域 
　金融機関 

・自治体 
 （国） 

・大学等 

ビジネスモデル 
（イノベーション） 

＝　企業家精神 
　　柔軟性 

＝　事業の目利き、 
　　事業継続のリスク 
　　マネジメント 

＝　立ち上げの 
　　初期投資支援 
　　1回限り（呼び水） 

＝　ノウハウの蓄積 
　（理論化・ケース 
　　メソッド化） 

地域の資源 

大学等のノウハウ 

初期投資 地域での事業立ち上げ 

②地域の雇用 

③地域の原材料 
地域経済への 
波及効果 

④税収等の創出 

（財政健全化） 

地域金融機関の 
資金回収 
地域の資金 
の有効活用 

相当程度の税引前営業利益 

地域経済循環 
創造事業交付金 

地域への貢献 
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眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
地

域
金
融
機
関
の
融
資
は
事
業
設
備
な
ど
の
責
任
財
産
を
超

え
た
債
務
の
支
払
い
義
務
を
債
務
者
が
負
わ
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ

の
場
合
は
、
元
金
の
回
収
は
専
ら
当
該
事
業
の
収
益
性
に

依
る
た
め
、
金
融
機
関
の
有
す
る
事
業
の
目
利
き
力
や
事

業
開
始
後
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
事
業
者
と
自
治
体
と
地
域
金
融
機
関
と
が
協
働

し
て
事
業
継
続
に
力
を
尽
く
す
の
に
相
応
し
い
融
資
方
法

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
自
治
体
か
ら
の
創
業
支
援
の
手
法

と
し
て
は
、
過
去
に
建
設
し
た
公
共
施
設
等
の

イ
ン
フ
ラ
を
無
償
又
は
低
廉
な
対
価
で
活
用
さ

せ
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
た

に
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
利
用
に

供
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
各
自
治
体
自
ら
が
、
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
を
動
か
し
、
地
域
の
資
金
循
環
を

創
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
を
創
出
し
、
地

域
産
品
の
活
用
を
促
し
、
さ
ら
に
は
、
税
収
に

も
繋
げ
て
ゆ
く
と
い
う
地
域
経
済
の
好
循
環
を

創
り
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
、
勇
気
を

も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
あ
る
。

◆◆  

４
、
人
口
減
少
社
会
で
の

◆         

公
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
方
向
性

 

「
人
口
成
長
社
会
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る

受
益
の
対
価
と
し
て
現
世
代
と
総
額
で
同
規
模

の
負
担
を
将
来
世
代
に
求
め
て
も
、
１
人
当
た

り
負
担
で
み
る
と
現
世
代
よ
り
将
来
世
代
の
負

担
は
小
さ
く
な
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
積
極
的

に
将
来
世
代
に
負
担
を
求
め
る
デ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

（
有
利
子
負
債
に
よ
る
長
期
資
金
調
達
）
が
正
当
化
さ
れ

た
。

　

一
方
、
人
口
減
少
社
会
で
は
、
現
世
代
と
同
規
模
の
負

担
を
将
来
世
代
に
求
め
る
と
、
将
来
世
代
の
１
人
当
た
り

負
担
は
、現
世
代
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
な
る
。
こ
れ
は
、

受
益
と
費
用
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
で
み
る
と
現
世
代
の
水
準

よ
り
も
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
持
続
可
能
な
状

況
と
は
言
え
な
く
な
る
。（
中
略
）
こ
の
状
況
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
現
世
代
の
負
担
を
大
き
く
す
る
、
つ
ま

り
、
で
き
る
だ
け
税
収
の
範
囲
内
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
も
し
く
は
、
料
金
水
準
や
課
税

水
準
を
固
定
し
た
場
合
に
将
来
期
待
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
範
囲
内
で
資
金
調
達
を
検
討
し
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
」（「
人
口
減
少
下
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

東
京
大
学
出
版
会
）

　

す
な
わ
ち
、
人
口
減
少
社
会
で
は
、
将
来
の
収
入
を
堅

実
に
見
込
み
、
そ
の
範
囲
内
で
資
金
を
借
り
入
れ
て
事
業

を
行
う
と
い
う
原
則
が
よ
り
厳
格
に
問
わ
れ
る
。
こ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
金
融
機
関
や
民
間
企
業
の
手
法
が
相
応

し
い
。
一
方
、
公
共
性
の
観
点
か
ら
、
よ
り
大
き
な
初
期

投
資
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
現
世
代
の
負
担
、
す
な

わ
ち
、
税
負
担
に
よ
る
補
助
や
出
資
等
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
期
待
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
に
着
目
し
、
産
・
学
・
金
・
官
の
地
域
の
関
係
者

が
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
再

生
に
取
り
組
む
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
地
域
産
業
の
成
長
・
雇
用
の
創
出
の
エ

ン
ジ
ン
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
枠
組
み
は
、
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
都
市
・
地
域
の
形
成
と
い
う
面

的
な
取
り
組
み
に
お
い
て
も
、
中
核
的
な
役
割
が
求
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
各
自
治
体
の
エ
リ
ア
に
捉

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
設
備
投
資
等
の
選
択
と
集
中
を
図

り
、
同
時
に
、
よ
り
広
域
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
能
力
を
構

築
し
、広
範
囲
の
住
民
の
生
活
機
能
等
を
確
保
し
て
ゆ
く
、

集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
産
業
育
成
等
の
あ
り
方
を
敷
衍
す
る
作
業

が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

経済循環による地域の元気創造特 集

地元雇用 
人件費 

11.2億円 

売上高 
51.6億円 

年間収支計画（67事業合計） 

法人関係税 
２～３億円 

元金償還 
３億円程度 

減価償却 
再投資等 

施策効果 

地元原材料 
購入費 

18.6億円 

その他 
12.0億円 

キャッシュフロー 
（課税対象利益等） 

9.8億円 

経済循環
の創造 

初期投資 

経済循環の創造 

・交付決定額：21.8億円 
　（地域経済循環創造事業交付金） 
・地域金融機関による融資：23億円 
　　  投資効果2.1倍 （交付金額＋融資額）÷交付金額

～事業化による新しい地域経済循環の創造～ 

・経済循環創造効果：51.6億円/年  16.6倍* 
・地元雇用創出効果：11.2億円/年    3.6倍* 
・地元産業直接効果：18.6億円/年    6.0倍* 
・課税対象利益等創出効果　9.8億円/年    3.1倍* ：

*融資期間分（想定7年）÷交付金額

16.6倍* 
  3.6倍* 
  6.0倍* 
  3.1倍* 

地域課題の解決 

廃棄物等の商品化、一次産品等高付加価値化、
地元資源活用にぎわい創出、流出資金域内還元 
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Ⅰ　

ス
ノ
ー
ラ
イ
フ

　
　

—

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

　

青
森
市
は
、
全
国
に
熱
狂
的
フ
ァ
ン
を

も
つ
「
ね
ぶ
た
祭
り
」、
独
特
の
文
化
と

人
情
を
印
象
づ
け
る
津
軽
弁
、
そ
し
て
、

雪
景
色
も
魅
力
に
満
ち
た
都
市
と
し
て
知

ら
れ
る
。今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
を
ス
ノ
ー
ラ
イ
フ
に
象
徴
さ
せ
、

あ
え
て
雪
の
季
節
を
選
ん
だ
。

　
「
ス
ノ
ー
ラ
イ
フ—

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

は
、全
体
会
議
の
基
調
講
演
の
タ
イ
ト
ル
。

神
野
直
彦
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
は
、
雪

を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　

雪
、
祭
り
、
方
言
と
も
同
じ
く
形
の
な

い
も
の
。有
形
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は「
所

有
欲
求
」
を
満
た
す
が
、
人
間
と
人
間
、

人
間
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
は「
存
在
欲
求
」

を
満
た
し
て
幸
福
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

そ
し
て
、青
森
は
、司
馬
遼
太
郎
の
「
北

の
ま
ほ
ろ
ば
」
よ
り
進
め
て
「
国
の
ま
ほ

ろ
ば
」
で
あ
る
、
と
。
縄
文
時
代
か
ら
最

上
の
土
地
と
表
現
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま

も
、
地
域
資
源
の
中
に
そ
れ
を
感
じ
と
れ

る
と
い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
た
。

　

Ⅱ　

市
外
か
ら
の
参
加
が
50
人

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
全
体
会
議
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
増
田
寛
也
・
野
村
総
合

研
究
所
顧
問
、
パ
ネ
ラ
ー
は
鹿
内
博
・
青

森
市
長
を
加
え
て
５
人
。
フ
ロ
ア
ー
に
は

東
京
の
ほ
か
淡
路
島
、
浜
松
、
高
岡
な
ど

か
ら
50
人
が
参
加
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ

ン
ト
、
３
つ
の
分
科
会
、
交
流
会
、
本
番

の
全
体
会
議
に
加
え
、
ま
ち
な
か
視
察
・

散
策
、
と
い
う
充
実
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
あ
っ
た
。
盛
り
た
く
さ
ん
で
、
ふ
く
ら

み
を
も
ち
、
重
層
的
に
展
開
し
た
。

　

分
科
会
も
パ
ネ
ラ
ー
は
地
元
側
と
外
側

と
そ
れ
ぞ
れ
３
人
ず
つ
。
フ
ロ
ア
ー
か
ら

の
意
見
も
加
わ
っ
て
具
体
的
で
内
容
の
あ

る
問
題
提
起
に
つ
な
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
同
時
開
催
し
た
「
逸
村
逸
品

展
」。
地
域
か
ら
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
活

動
を
目
に
見
え
る
形
に
ま
と
め
あ
げ
て
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
47
都
道
府
県
か
ら

１
０
０
ア
イ
テ
ム
を
集
め
て
展
示
し
た
。

　

Ⅲ　

青
森
の
未
来
像
を
積
極
的
に

　

多
彩
で
ふ
く
ら
み
を
も
っ
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
期
待
し
た
成
果
を
あ
げ
た
。
青
森

市
の
未
来
像
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
提
案

が
い
く
つ
か
。

　

地
域
資
源
を
ど
う
活
か
す
か—

ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
の
で
な
く
、
長
年

培
っ
た
も
の
を
開
花
さ
せ
て
い
く
・
静
的

で
な
く
体
験
型
の
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
だ

す
・
雪
、
祭
り
、
方
言
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
、
ふ
さ
わ
し
い
物
語
を
考
え
て
い
く
。

　

と
く
に
、
祭
り
の
分
野
で
、
ね
ぶ
た
、

高
田
獅
子
踊
り
に
つ
い
て
「
神
仏
た
よ
り

で
な
く
、
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
だ
」

（
神
崎
宣
武
・
民
俗
学
者
）
な
ど
の
意
見

が
重
み
を
も
っ
た
。

Ⅳ　
「
ね
ぶ
た
・
む
す
び
」
と

　
　

和
傘
と
獅
子
踊
り

　

さ
ら
に
突
き
詰
め
た
提
案
を
３
つ
。

地域
TOPICS
トピックス

合
言
葉
は
「
あ
ず
ま
し
い
」

〜
青
森
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
〜

川
島
　
正
英

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事
長

「スローライフ逸村・逸品展 in 青森」の様子

TOPICS
トピックス

地域

　
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉ
ｎ
青
森
」
は
、
1
月
25
・
26
日
、
青
森
市
で

開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、
地
域
資
源
の
雪
・
祭
り
・
方
言
を
い
か
に
活
か
す
べ
き
か
。

青
森
市
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
が
主
催
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
が
協
力
し
た
。
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フ
ォ
ー
ラ
ム
後
日
の
実
行
委
員
会
で
具
体

化
を
話
し
合
っ
た
。

　

第
１
は
「
青
森
の
食
の
プ
レ
イ
ア
ッ

プ
」。
方
言
分
科
会
で
、
青
森
の
祭
り
が

「
市
民
共
同
で
つ
く
り
あ
げ
る
」
の
と
合

わ
せ
「
市
民
が
共
同
し
て
食
べ
る
・
飲
む
」

祭
り
に
育
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
意
見
が
出

た
。
全
体
会
議
で
は
青
森
の
食
の
す
ば
ら

し
さ
を
も
っ
と
ひ
ろ
げ
、
と
く
に
ね
ぶ
た

祭
り
で
「『
ね
ぶ
た
・
む
す
び
』
と
い
う

名
物
を
育
て
た
い
で
す
ね
」（
野
口
智
子
・

ゆ
と
り
研
究
所
所
長
）
と
強
調
さ
れ
た
。　

第
２
。
高
田
獅
子
踊
り
に
つ
い
て
「
市
民

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
散
と
結
び
つ
い
て
い
る

歴
史
・
物
語
を
つ
き
つ
め
て
由
来
書
を
つ

く
り
あ
げ
る
べ
き
だ
」
と
の
〝
神
崎
発
言
〟

を
受
け
た
提
案
。
そ
の
由
来
書
づ
く
り
の

た
め
に
伝
統
文
化
振
興
の
奨
励
金
制
度
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　

第
３
。「
雪
の
青
森
、
和
傘
が
似
合
う
」

の
観
光
客
誘
致
作
戦
。
こ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
の
観
光
客
に
「
雪
の

青
森
へ
は
傘
を
持
た
ず
に
ど
う
ぞ
」
と
呼

び
か
け
、
青
森
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
傘

立
て
を
つ
く
り
、
和
傘
を
借
り
て
歩
く
旅

を
提
案
す
る
。

　

Ⅴ　

未
来
像
も
心
地
よ
く

　

青
森
市
は
、
新
鮮
な
魚
と
リ
ン
ゴ
に
加

え
て
、「
北
の
ま
ほ
ろ
ば
」
と
呼
ば
れ
る

に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
、
暮
ら
し
、
歴
史
、

文
化
に
恵
ま
れ
て
き
た
。
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
も
「
昭
和
」
を
伝
え
る
菓
子
や
料
理
、

ま
た
逸
品
、
ま
ち
な
か
風
景
が
加
わ
っ
て

心
地
よ
い
。

　

そ
れ
に
、
公
民
協
働
の
実
績
が
、
味
わ

い
の
あ
る
ま
ち
の
空
気
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
。
青
森
市
の
市
民
百
人
委
員
会
の
活

躍
は
全
国
的
に
知
ら
れ
る
が
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
市
民
の
協
力
は
余
す
と
こ
ろ
な
く

発
揮
さ
れ
た
。
全
体
会
議
で
「
克
雪
か
ら

親
雪
へ
」
が
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
考
え
て

の
「
新
た
な
る
公
共
精
神
」（
早
野
透
・

桜
美
林
大
学
教
授
）
を
呼
び
か
け
た
提
唱

も
印
象
に
残
っ
た
。

　

あ
ず
ま
し
い
。
津
軽
弁
で
「
落
ち
着
い

て
」
と
か
「
心
地
よ
い
」
を
表
わ
す
が
、

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
ひ
び
き
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
全
体
会
議
を
閉
じ
る

「
感
謝
の
こ
と
ば
」
で
、
私
は
「
青
森
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉
は
『
あ
ず
ま
し

い
』
で
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

「スローライフ・フォーラム in 青森」の全体会議

全体会議に先立っての「高田獅子踊り」



首
都
圏
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地

　

勝
浦
市
は
、
千
葉
県
の
南
東
部
、
都
心

か
ら
約
75
㌔
圏
内
に
位
置
し
て
い
る
。
黒

潮
が
北
上
す
る
太
平
洋
に
面
し
た
海
岸
線

は
自
然
景
観
に
富
み
、
内
陸
部
に
は
海
抜

１
５
０
〜
２
５
０
㍍
の
緑
豊
か
な
房
総
丘

陵
が
広
が
っ
て
い
る
。「
日
本
の
渚
百
選
」

に
選
ば
れ
た
鵜
原
・
守
谷
海
岸
な
ど
、
太

平
洋
岸
に
広
が
る
美
し
い
砂
浜
と
リ
ア
ス

式
海
岸
、
房
総
丘
陵
の
山
並
み
が
お
り
な

す
風
景
は
、
首
都
圏
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地

と
し
て
、
同
市
を
訪
れ
る
人
々
に
深
い
感

銘
を
与
え
続
け
て
い
る
。

　

天
正
の
時
代
か
ら
４
０
０
年
以
上
続
く

朝
市
や
鵜
原
の
大
名
行
列
、
神
社
仏
閣
な

ど
は
、
勝
浦
市
の
古
い
歴
史
を
物
語
っ
て

お
り
、
海
と
緑
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
美

し
い
自
然
環
境
と
数
々
の
歴
史
や
伝
統
文

化
は
、
市
民
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
市
民
参
加
型
の
ま
ち
お
こ
し
団

体
「
熱
血
!!
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
」

の
活
動
に
つ
い
て
、
船
団
長
の
磯
野
典
正

氏
の
お
話
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

船
団
を
設
立
、
関
係
店
舗
は
39
店

　

勝
浦
市
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
る
も
の
の
、
年
間
を
通

し
て
誘
客
で
き
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
勝
浦
市
商
工
会
青
年
部
が
平
成

19
年
に
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
、
地

域
資
源
で
あ
る
「
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
」

を
周
辺
地
域
に
発
信
す
る
活
動
を
始
め
、

そ
の
活
動
が
、
市
民
参
加
型
の
ま
ち
お
こ

し
団
体
「
熱
血
‼
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船

団
」（
平
成
23
年
４
月
設
立
）
に
発
展
し
、

現
在
で
は
、「
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
」
を

通
し
て
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

約
１
０
０
人
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
半

数
以
上
が
飲
食
店
関
係
以
外
の
一
般
市
民

で
あ
り
、
年
齢
構
成
も
20
〜
30
代
が
７
割

を
占
め
て
い
る
。
単
に
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ

ン
を
広
め
る
の
で
は
な
く
、
勝
浦
タ
ン
タ

ン
メ
ン
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
を
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
が
幅
広
い
会
員
構
成
に

表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
船
団
の
取
扱
店
に

は
一
目
で
わ
か
る
の
ぼ
り
旗
が
掲
示
さ
れ

て
お
り
、
勝
浦
市
内
に
35
店
舗
、
市
外
に

４
店
舗
が
あ
る
。

　

勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
は
、
日
本
で
一
般

的
な
「
担
担
麺
」
の
ス
ー
プ
が
ご
ま
風
味

で
あ
る
の
に
対
し
、
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
し

た
ス
ー
プ
に
、
具
材
と
し
て
ラ
ー
油
や
唐

辛
子
で
炒
め
た
玉
ね
ぎ
と
豚
挽
き
肉
が

の
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
寒
い
海
で
仕

事
を
し
た
海
女
や
漁
師
な
ど
の
漁
業
関
係

者
が
、
冷
え
た
体
を
温
め
る
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
好
ん
で
食
さ
れ
、
市
内
の
飲
食
店
に

広
ま
り
定
着
し
て
き
た
。

Ｂ—

１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
展

　

会
員
の
提
案
に
よ
り
、
船
団
を
設
立
し

た
年
に
「
２
０
１
１
関
東
Ｂ—

１
グ
ラ
ン

　
千
葉
県
勝
浦
市

〜
地
域
を
愛
す
る
市
民
の
心
育
む
〜

熱
血
‼ 

勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団

★団体プロフィール★

設立年＝平成23年４月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝団長　磯野　典正
構成員＝105人
〈連絡先〉
〒２９９- ５２２５
	 千葉県勝浦市墨名657-2
	 勝浦市商工会内
	 電話：0470-73-0199

地域づくり団体探訪

「
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
」で
ま
ち
お
こ
し

磯野船団長

勝浦タンタンメン。漁業関係者に愛され、
勝浦市内の飲食店に広まった

地域づくり 2014・4月号 38
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プ
リ
ｉ
ｎ
行
田
」
に
出
展
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
そ
の
準
備
は
、
誰
が
作
っ
て

も
同
じ
味
、
同
じ
品
質
の
勝
浦
タ
ン
タ
ン

メ
ン
に
な
る
よ
う
な
レ
シ
ピ
と
す
る
た

め
、
会
員
の
店
舗
の
レ
シ
ピ
を
聞
く
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。

　
「
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
と
し
て
の

タ
ン
タ
ン
メ
ン
を
ど
う
す
る
か
。
ま
と
め

る
の
に
苦
労
し
た
が
、
お
互
い
の
情
報
を

交
換
す
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
交
流
が

深
ま
っ
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
」
と
船

団
長
の
磯
野
氏
。

　

試
行
錯
誤
を
重
ね
完
成
し
た
、
船
団
の

「
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
」
を
携
え
、
初
出

展
の
行
田
大
会
で
シ
ル
バ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

（
９
団
体
中
２
位
）
を
受
賞
し
、
続
く
全

国
大
会
の
「
Ｂ—

１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉ
ｎ
姫

路
」
で
は
63
団
体
中
７
位
と
な
っ
た
。
団

体
の
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、
Ｂ—

１
グ
ラ

ン
プ
リ
へ
の
出
展
に
よ
り
「
勝
浦
市
」
の

名
前
を
全
国
に
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
結
果
、
千
葉
県
内
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
お

こ
し
イ
ベ
ン
ト
に
も
招
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
の
売

り
上
げ
な
ど
の
自
主
財
源
で
船
団
の
活
動

経
費
は
賄
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
他

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
な
く
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。

「
勝
浦
と
言
え
ば
タ
ン
タ
ン
メ
ン
」

Ｂ—
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
３
位
に

　

平
成
23
年
の
Ｂ—

１
グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の

出
展
以
降
、
毎
年
同
大
会
で
は
好
成
績
を

収
め
て
お
り
、
加
え
て
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
展
も
あ
り
、「
勝
浦
と
い
え
ば
タ

ン
タ
ン
メ
ン
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
知
名

度
は
上
が
り
、
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
勝

浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
は
定
着
し
て
き
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
25
年
９
月
に
は
船
団
が

中
心
と
な
り
、「
２
０
１
３
関
東
・
甲
信

越
Ｂ—

１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉ
ｎ
勝
浦
」
を
誘

致
し
た
が
、
勝
浦
市
の
ほ
か
多
く
の
市
民

の
協
力
に
よ
り
、
当
日
は
当
初
予
想
を
大

き
く
上
回
る
12
万
７
０
０
０
人
も
の
来
場

者
が
あ
り
、
会
場
周
辺
は
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
ま
た
、
同
じ
年
に
愛
知
県
豊
川
市
で

開
か
れ
た
全
国
大
会
で
は
見
事
に
ブ
ロ
ン

ズ
グ
ラ
ン
プ
リ
（
３
位
）
に
輝
き
、
ま
ち

お
こ
し
団
体
と
し
て
の
地
位
は
一
層
高

ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
船
団
の
活
動
に
よ
り
、
勝
浦

タ
ン
タ
ン
メ
ン
を
求
め
て
勝
浦
市
を
訪
れ

る
人
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
地
図
を
片

手
に
ま
ち
を
歩
く
人
の
姿
が
多
く
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
船

団
で
は
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド

化
も
進
め
、
各
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
関
連
商
品
も
販
売
さ
れ
る

な
ど
、活
動
に
広
が
り
も
出
て
き
て
い
る
。

今
後
の
航
路

　

こ
の
よ
う
に
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団

は
、
結
成
か
ら
わ
ず
か
３
年
だ
が
、
今
や

全
国
区
の
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
問
い

合
わ
せ
の
多
い
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
な
ど

の
対
外
的
な
交
渉
は
磯
野
船
団
長
が
主
に

行
う
な
ど
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
分

野
で
船
団
の
活
動
に
協
力
し
て
い
る
。
事

務
的
な
作
業
は
勝
浦
市
商
工
会
に
協
力
し

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
独
自
の
事

務
所
を
構
え
る
予
定
だ
。

　

磯
野
氏
は
「
こ
れ
ま
で
、
活
動
に
行
き

詰
ま
っ
た
り
、
や
め
よ
う
か
と
思
っ
た
り

し
た
時
も
あ
っ
た
が
、
周
り
の
人
た
ち
の

励
ま
し
や
協
力
に
助
け
ら
れ
て
き
た
。
ま

た
、
活
動
を
通
じ
、
色
々
な
人
た
ち
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
た
。地
域
お
こ
し
と
は
、

地
域
を
愛
す
る
『
人
お
こ
し
』
だ
と
思
う
」

と
指
摘
。

　

さ
ら
に
「
Ｂ—

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
ゴ
ー

ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い
う
目
標
は
あ
る

が
、
地
域
お
こ
し
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
。
勝

浦
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に

自
信
を
持
っ
て
『
勝
浦
の
生
ま
れ
で
す
』

と
言
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
勝
浦
市
に
す

る
た
め
、
じ
っ
く
り
焦
ら
ず
、
息
の
長
い

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　

勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
と
い
う
小
さ
な
火

が
、「
熱
血
!!
勝
浦
タ
ン
タ
ン
メ
ン
船
団
」

の
力
で
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
勝
浦
市
民

の
心
に
地
域
を
愛
す
る
と
い
う
「
炎
」
を

灯
し
始
め
て
い
る
。

編
集
委
員　

●　

村
山
　
幸
仁

２０１３Ｂ－１グランプリ in 豊川の様子

２０１３Ｂ－１グランプリ。勝浦タンタンメン
船団はブロンズグランプリ ( ３位 ) を受賞した
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第１回　地域経営（地域コミュニティの再生）
	 会　　場	：	東京都八王子市　学園都市センター第１セミナー室
	 開 催 日	：	平成 26年７月３日（木）～４日（金）
	 テ ー マ	：	地域コミュニティの再生～中心市街地と郊外住宅地からコミュニティ再生術を学ぶ～
	 主任講師	：	炭谷　晃男 氏（大妻女子大学社会情報学部　教授）
第２回　地域ブランド（６次産業化による地域振興）
	 会　　場	：	高知県高岡郡四万十町　コミュニティセンターとおわ
	 開 催 日	：	平成 26年７月 23日（水）～25日（金）
	 テ ー マ	：	地域ブランドを活かした商品開発～いなかビジネス教えちゃる～
	 主任講師	：	畦地　履正 氏（株式会社四万十ドラマ　代表取締役社長）
第３回　中心市街地活性化（まち並み形成と中心市街地の活性化）
	 会　　場	：	埼玉県川越市　ラ・ボア・ラクテ
	 開 催 日	：	平成 26年８月 27日（水）～29日（金）
	 テ ー マ	：	中心市街地の活性化とまちづくり
	 主任講師	：	新津　重幸 氏（高千穂大学大学院　教授）
第４回　地域資源（地域資源の展開）
	 会　　場	：	佐賀県佐賀市　佐賀市役所大財別館
	 開 催 日	：	平成 26年９月 25日（木）～27日（土）
	 テ ー マ	：	地域の資源化プロセスとまちなか再生
	 主任講師	：	飯盛　義徳 氏（慶應義塾大学総合政策学部　准教授）
第５回　景観（街並み保全と地域づくり）
	 会　　場	：	福島県南会津郡下郷町大字大内　旧大内分校体育館
	 開 催 日	：	平成 26年 10月 15日（水）～17日（金）
	 テ ー マ	：	草屋根保存と地域活性～未来は過去の中～
	 主任講師	：	相澤　韶男 氏（ゆいでく有限会社　代表取締役）
第６回　観光（観光マーケティング）
	 会　　場	：	静岡県熱海市　起雲閣
	 開 催 日	：	平成 26年 11月 19日（水）～21日（金）
	 テ ー マ	：	人口減少時代を見据えて、これからの観光振興・観光地域づくり
	 主任講師	：	沢登　次彦 氏（株式会社リクルートライフスタイルじゃらんリサーチセンター　センター長）
　お問い合わせは地域支援課（０３―５２０２―６１３６）へ

地方分権の進展、ICT の更なる高度化等により、地域間でのノウハウ、人脈等の共有が容易かつ重要になっていることから、
従来からセンターが保有するノウハウを活用しつつ、スピード感をもって新規事業を展開するため、平成26年 4月 1日に「ク
リエイティブ事業室」が発足しました。主な事業は以下のとおりです。
●地方の成功モデルを構築した複数の講師のコラボレーションのもと、土・日曜日にしか出席できない参加者を主な対象に東
京等を会場とした集中セミナーの開催　●地方公共団体が移住・定住に関するアクションプランを策定する際の策定委員会への職
員の派遣等、地方公共団体の地域活性化策の実施に関するコンサルティングの実施　●地方公共団体からの研修生の資質の向上を図
り、全国に通用する地域づくりのプランナーとして養成するための研修生制度「地域づくり人材養成塾（研修生）」の実施　●ホー
ムページ「地域づくり百科」の全面的リニューアル及び Facebook ページ「地域づくりの現場なう！」による積極的な情報の
発信　●その他、地方公共団体との協働による新規業務の開拓、地域活性化センター
の業務全般の価値の向上や認知度の向上に関する業務
　お問い合わせはクリエイティブ事業室（０３－５２０２－６１３４）へ

▼地域づくりに携わる皆さまに毎月 1日を待ち遠しく思っていただけるような魅力
的な誌面を目指してまいります。（山崎）▼全国様々な地域で活躍する皆さまに、地
域づくりのホットな情報をたくさん紹介していきたいです。（岡野）▼地域を元気に
するために役立つ特色ある情報を幅広く提供できるように努めてまいります。（西村）
▼地域づくりへのヒントとなる情報を提供し、全国で活動される皆様のお役に立て
るよう頑張ります。（田中）▼皆さまの地域づくりに役立つ情報をタイムリーかつ分
かりやすくお伝えできるよう努めてまいります。（崎本）▼地域活性化を目指すうえ
で参考となる情報が盛りだくさんの誌面づくりに努めます。（河原）▼地域で活動し
ている皆様のお役に立てるような情報を発信できるよう、精一杯頑張ります。（村山） 前列左から崎本、河原、村山、後列左から岡野、

西村、山崎、田中の各「地域づくり」編集委員

四万十町

八王子市

平成26年度 地域再生実践塾開催のお知らせ

「クリエイティブ事業室」発足のお知らせ

地域づくり団体の活動をご紹介します！～新編集委員が始動～

◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆



平成25年度地域再生実践フォーラム開催
　地域活性化センターでは、例年３月上旬に「ふるさとイベント大賞表彰式」と「地域再生実践フォー
ラム」を開催しています。今年度は、平成26年３月５日（水）に東京国際フォーラムで開催し、370
名を超える方にご参加いただきました。
　内容は次ページからご報告いたします。

選考委員長の総評

■プログラム

13：00～	 第１８回ふるさとイベント大賞　表彰式

14：10～	 地域再生実践フォーラム　
	 	 【基調講演】「里山資本主義」　
	 	 　藻谷　浩介　氏（株式会社日本総合研究所調査部主席研究員）

15：25～	 パネルディスカッション
	 	 【分科会１】選ばれ続ける地域とは
	 	 　コーディネーター	 山田　桂一郎　氏（ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ　代表）
	 　	　パネリスト	 沢登　次彦　氏（株式会社リクルートライフスタイルじゃらんリサーチセン
	 	 	 　　　　　　　　ター　センター長）
	 	 	 高砂　樹史　氏（株式会社小値賀観光まちづくり公社　専務取締役）
	 	 	 藻谷　浩介　氏（株式会社日本総合研究所調査部主席研究員）

	 	 【分科会２】水のある風景に学ぶ「景観まちづくり」
	 	 　コーディネーター	 後藤　春彦　氏（早稲田大学創造理工学部　学部長・教授）
	 	 　パネリスト	 杉浦　榮　氏（Ｓ２　Ｄｅｓｉｇｎ　ａｎｄ　Ｐｌａｎｎｉｎｇ　代表）
	 	 	 鈴木　洋　氏（山形県金山町長）
	 	 	 内藤　廣　氏（建築家・東京大学　名誉教授）

アートディレクター
株式会社アートフロントギャラリー代表取締役北川　フラム

関口総務副大臣（右）から大賞を授与される糸満市の皆さん 受賞者の皆さん

　今回も、全国から伝統的な文化・芸
能、歴史、産業など地域の資源を活かし、
独創性にあふれたイベントの応募が多
数あり、イベント大賞の選考は大変な
激戦となりました。各選考委員がこれ
まで蓄積してきた経験・知識をもとに
活発な議論を行い、７つの受賞イベン
トを決定致しました。

　総じて実行する方々の熱意が伝わってくるイベントに高
い評価が集まりましたが、特に注目されたものは古くから
の地域特有の風習を継続し、きちっとやっているものでし

た。糸満、島田、遠野、老神はその系統にはいります。長
野は、一時で終わったイベントを古い門前町に継なげたと
ころが、京築は、広域での事業という困難を乗り越えたと
ころが評価されました。燕三条は、伝統産業を新しいかた
ちで表に出そうとする意欲が良かったです。
　受賞されるイベントは皆頑張っているものです。賞の差
はタイミングや社会情勢によるものであり、惜しくも受賞
を逃したイベントも含め、日本には素晴らしいイベントが
数多くありますので、継続して応募して欲しいと思います。
私達はふるさとイベント大賞を通して、地域の魅力の発信
に貢献できるよう努めて参ります。

第18回ふるさとイベント大賞表彰式・
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第18回ふるさとイベント大賞
　「ふるさとイベント大賞」は、全国各地で開催される地域の活力を生み出すイベントを表彰し、全国に紹
介することで、ふるさとイベントの開催の更なる発展を応援しています。今回は、全国から169件の応募
があり、「ふるさとイベント大賞選考委員会」（委員長：北川フラム氏）の審査により、各賞が決定しました。

【自治体名】沖縄県糸満市
【主催団体】糸満大綱引行事委員会
【開 催 日】平成２５年９月19日（木）
（毎年旧暦８月15日）
【開催場所】沖縄県道77号線から国
道331号線（白銀堂）まで
【観客動員数】33,000人
【イベント概要】
　戦前から行われている糸満大綱引
は、総重量で約 10ｔ、綱の太さは
結合部付近が最大で直径１．５ｍ、長
さは雌雄合計180ｍにも及び県下で
も最大級を誇り、古式伝統を遵守し、
毎年旧暦の８月 15日に行われてい
ます。

【自治体名】長野県長野市
【主催団体】長野灯明まつり実行委員会
【開催回数】第10回
【開 催 日】平成25年２月９日（土）～17日（日）
【開催場所】長野市　善光寺周辺・中央通り・ＪＲ長野駅周辺
【観客動員数】69万人
【イベントの概要】長野オリンピックの開催を記念して始まっ
た祭りで、オリンピックの“平和を願う精神”を後世に遺し
てゆくため、世界に向けて“平和の灯り”を力強く発信して
います。善光寺を五輪の色にちなんだ光で照らすライトアッ
プや善光寺表参道に並ぶ光のアートなど、大きな光と小さな
光を灯して世界の平和を祈ります。

【自治体名】静岡県島田市
【主催団体】島田髷まつり保存会
【開催回数】第56回
【開 催 日】平成25年９月15日（日）
【開催場所】島田市本通り近辺、大井神社、　島田市鵜田寺
【観客動員数】約35,000人
【イベントの概要】
　総勢約80名の日本髪・島田髷（まげ）を結い上げた女性
がそろいの浴衣で登場し、奉納踊りを披露しながら市内各所
を練り歩き、鵜田寺で髪供養感謝祭を行います。髷娘の華や
かな伝統美をぜひご覧ください。

大賞（総務大臣表彰）
糸満大綱引

島田髷まつり長野灯明まつり

優秀賞 優秀賞
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【自治体名】岩手県遠野市
【主催団体】日本のふるさと遠野
まつり実行委員会
【開催回数】第42回
【開 催 日】平成 25 年９月 21
日 ( 土 )・22日（日）
【開催場所】ＪＲ遠野駅周辺（中
心市街地）
【観客動員数】延べ35,000人（２
日間）
【イベントの概要】
　昭和 47年から開催されてい
る市内最大のお祭りで、郷土芸能
が総出演するお祭りでもありま
す。郷土芸能の種類が多いのも魅
力で、それを保存・伝承するため、
地域を挙げて取り組んでいます。

【自治体名】群馬県沼田市
【主催団体】老神温泉観光協会
【開催回数】第49回
【開 催 日】平成 25 年５月 10 日
( 金 )・11日（土）
【開催場所】群馬県沼田市利根町老
神温泉

【観客動員数】約3,000人
【イベントの概要】老神温泉大蛇祭
りは、古くは昭和の初めから「赤城
神社例大祭」として毎年開催されて
おり、昭和39年からは、赤城の神
が蛇となって戦をしたという故事に
のっとり、「大蛇みこし」を担いで

温泉内を練り歩く形となりました。
平成25年、12年ぶりの巳年では、
「世界一」公式認定に挑戦。長さ
108.22ｍ「世界一長いお祭り用へ
び」として認定を受け、地元高校生・
住民・観光客 300名以上で担ぎ温
泉内を練り歩きました

日本のふるさと遠野まつり

老神温泉大蛇祭り

選考委員特別賞

【自治体名】新潟県三条市
【主催団体】「燕三条　工場の祭典」実行委員会
【開催回数】第１回
【開 催 日】平成25年 10月２日（水）～６日（日）
【開催場所】新潟県三条市・燕市
【観客動員数】10,708人
【イベントの概要】
　金属加工の集積地である燕三条地域において、普段は閉ざ
された空間である「工場」を一斉に開放することで、職人の
手仕事やワークショップを通して、訪れた方々にものづくり
を見学・体感していただくイベントです。

燕三条　工場の祭典

奨励賞

【自治体名】福岡県　京築地域７市町
（行橋市、豊前市、苅田町、みやこ町、吉富町、上毛町、築上町）
【主催団体】神楽の里づくり推進協議会
【開催回数】第12回
【開 催 日】平成25年 11月 30日（土）
【開催場所】京築神楽伝統文化会館
【観客動員数】約5,000人
【イベントの概要】
　「神楽の里」福岡県京築地域の７市町が連携し、神楽を地域
の宝として内外に発信するため毎年秋に開催しています。地
域内で活動する３２の神楽団体から、１市町に１団体ずつ出
演し、華麗な神楽ステージを繰り広げます。

京築神楽の里フェスティバル

奨励賞

奨励賞
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第
18
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
表
彰

式
に
続
き
、
同
会
場
で
平
成
25
年
度
地
域

再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
再

生
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
地

域
再
生
の
方
法
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か

ら
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
再
生

実
践
塾
」
を
平
成
25
年
度
、
全
国
６
カ
所

で
開
催
し
た
。
地
域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
も
の
で
、

新
た
な
視
点
や
手
法
の
導
入
等
に
よ
る
地

域
の
再
生
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
広
く
発
信
し
た
。

　
里
山
に
眠
る
資
源
を
活
か
す

　

は
じ
め
に
、
株
式
会
社
日
本
総
合
研
究

所
調
査
部
主
席
研
究
員
の
藻
谷
浩
介
氏
が

「
里
山
資
本
主
義
」
と
題
し
て
基
調
講
演

を
行
っ
た
。

　

藻
谷
氏
は
、「
里
山
資
本
主
義
」
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
マ
ネ
ー
資
本
主
義
」
の
欠

陥
を
補
う
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
、「
善
意
と

資
源
と
お
金
の
循
環
」を
目
指
し
て
お
り
、

耕
作
放
棄
地
や
立
木
な
ど
里
山
に
眠
る
、

金
銭
換
算
す
る
と
無
価
値
の
資
源
を
資
本

と
し
て
活
か
す
こ
と
で
、
食
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
を
一
定
程
度
自
給
す
る
こ
と
が

で
き
、
更
に
成
熟
社
会
の
安
心
・
安
全
を

増
す
効
果
が
期
待
で
き
る
と
説
い
た
。

　

そ
し
て
、
里
山
資
本
主
義
の
実
践
に
つ

い
て
、
三
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

ま
ず
実
践
例
１
と
し
て
近
年
、
林
業
先

進
国
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
現
状
を

紹
介
し
た
後
、
集
成
材
工
場
の
副
産
物
で

あ
る
木
屑
を
ペ
レ
ッ
ト
に
成
型
す
る
こ
と

で
極
め
て
高
効
率
の
発
電
を
実
現
し
た
岡

山
県
真
庭
市
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
た
。

　

実
践
例
２
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
利

用
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
先
進
事
例
の

中
で
、
広
島
県
庄
原
市
の
「
優
輝
（
ゆ
う

し
ゃ
い
ん
）
グ
ル
ー
プ
」
の
半
端
モ
ノ
野

菜
の
活
用
を
「
善
意
の
循
環
」
と
し
て
紹

介
。

　

実
践
例
３
で
は
、
都
市
居
住
者
に
で
き

る
こ
と
と
し
て
、
好
み
の
田
舎
に
移
住
す

る
だ
け
で
な
く
、
季
節
ご
と
に
好
み
の
田

舎
に
転
々
と
住
ま
い
を
移
す
な
ど
、
自
由

に
田
舎
を
使
う
こ
と
も
可
能
と
提
案
し

た
。

　
「
小
さ
な
循
環
」
積
み
重
ね
、

　
地
道
な
活
性
化
策
を

　

こ
れ
ら
の
実
践
例
を
踏
ま
え
、
藻
谷
氏

は
、
里
山
資
本
主
義
は
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
各
自
が
マ
ネ
ー
資
本
主
義
と
好
き

な
比
率
で
ブ
レ
ン
ド
し
て
実
践
し
て
は
ど

う
か
と
提
唱
し
た
。

　

さ
ら
に
里
山
資
本
主
義
は
金
銭
に
換
算

で
き
な
い
価
値
を
再
評
価
す
る
も
の
で
近

代
経
済
学
へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
そ
の
実
践

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
や
食
料
自
給
の
促

進
に
よ
り
貿
易
赤
字
削
減
に
も
つ
な
が
る

と
の
考
え
方
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
里
山
資
本
主
義
」
的
な

地
域
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
安
さ
で

は
勝
負
せ
ず
、
今
こ
こ
で
し
か
な
い
も
の

を
高
品
質
商
品
と
し
て
外
貨
を
稼
ぐ
」「
地

域
内
の
人
材
を
一
人
多
役
、
兼
業
で
活
用

し
、
ト
ー
タ
ル
で
雇
用
、
所
得
を
賄
い
、

地
域
で
稼
い
だ
お
金
を
地
域
内
で
循
環
す

る
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
る
」「
外
か
ら
買
う

よ
り
、
地
元
の
木
材
や
小
水
力
、
風
力
、

地
熱
な
ど
地
元
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
余
さ
ず

使
う
」
な
ど
小
さ
い
循
環
を
積
み
重
ね
た

地
道
な
活
性
化
策
の
方
が
持
続
す
る
と
力

説
。

　

最
後
に
、「
押
し
付
け
ら
れ
た
自
信
喪

失
は
や
め
に
し
て
、
人
と
の
関
わ
り
の
中

で
多
様
に
生
き
る
方
が
か
っ
こ
い
い
と
考

え
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

基
調
講
演
に
続
き
、「
選
ば
れ
続
け
る

地
域
」
と
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点

で
二
つ
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
○
分
科
会
１
「
選
ば
れ
続
け
る

　
　
地
域
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
議
論

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
Ｊ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｓ

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
代
表
の
山
田
桂
一
郎
氏
を
迎

え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
株
式
会
社
小
値

賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
専
務
取
締
役
の

高
砂
樹
史
氏
、
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の
沢
登
次
彦
氏
、
日

平
成
25
年
度
地
域
再
生
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

—
藻
谷
浩
介
氏
が
基
調
講
演—

「
里
山
資
本
主
義
」で
地
域
の
活
性
化
を

基調講演する藻谷浩介氏
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本
総
研
の
藻
谷
浩
介
氏
が
登
壇
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
の
問
題
点
や
課
題
を

総
括
す
る
と
と
も
に
一
度
だ
け
で
な
く
何

度
も
人
が
行
き
来
す
る
「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」
の
地
域
を
実
現
す
る
に
は

何
が
重
要
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

高
砂
氏
は
、
民
泊
や
自
然
体
験
な
ど
小

値
賀
島
（
長
崎
県
）
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
観
光
業
を
例
に
、
島
の
生
活
や
文
化

に
根
差
し
た
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
強
調

し
た
。

　

ま
た
沢
登
氏
は
、
旅
先
で
地
域
の
文
化

や
生
活
を
体
験
し
た
い
と
い
う
旅
行
者
は

た
く
さ
ん
お
り
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
観
光
振
興
に
当
た
っ
て
は
地
域
の

多
く
の
人
と
合
意
形
成
し
な
が
ら
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
述
べ

た
。

　

一
方
、
藻
谷
氏
は
、
地
域
住
民
が
観
光

客
に
対
し
て
自
ら
の
地
域
に
つ
い
て
「
何

も
な
い
」
と
い
う
発
言
を
や
め
る
こ
と
、

自
然
な
ど
の
地
域
の
日
常
を
「
当
た
り

前
」
と
考
え
ず
、
観
光
客
に
地
域
の
優
れ

た
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
、
ま
ず
は
必
要
で
は
な
い
か
と
述
べ

た
。

　

最
後
に
山
田
氏
は
「
選
ば
れ
続
け
る
地

域
」
の
実
現
に
は
、「
訪
問
し
て
く
れ
た

旅
行
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
商
品
を
提
供

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
商
品

提
供
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
地
域
の
住
民

た
ち
が
幸
せ
に
、
ま
た
豊
か
に
な
れ
る
と

い
う
最
終
目
的
を
常
に
考
え
て
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
○
分
科
会
２　
「
水
の
あ
る
風
景
に

　
　
学
ぶ
『
景
観
ま
ち
づ
く
り
』」
を

　
　
テ
ー
マ
に
議
論

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
早
稲
田
大
学
創

造
理
工
学
部
教
授
の
後
藤
春
彦
氏
を
迎

え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
Ｓ
２ D

esign 
and Planning

代
表
の
杉
浦
榮
氏
、
山

形
県
金
山
町
長
の
鈴
木
洋
氏
、

建
築
家
で
東
京
大
学
名
誉
教

授
の
内
藤
廣
氏
が
登
壇
し
た
。

　

後
藤
氏
が「
景
観
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
育
み
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
景
観
を
育
む
。
景
観

は
自
治
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
」
と
説
い
た
後
、「
水
の

あ
る
風
景
」
に
焦
点
を
当
て
、

パ
ネ
リ
ス
ト
３
氏
が
実
践
事

例
を
交
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
景
観
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
想
い
を
語
っ
た
。

　

こ
の
中
で
杉
浦
氏
は
、
地

域
の
あ
り
様
を
規
定
す
る
伏

流
水
な
ど
の
「
み
え
な
い
水
」

や
、
地
域
の
あ
り
様
を
深
め
て
い
る
「
み

え
る
水
」
に
つ
い
て
語
り
、
水
を
媒
体
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

自
ら
が
取
り
組
ん
だ
長
野
市
中
心
市
街
地

再
開
発
事
業
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
、
山
形
県
金
山
町
で
長
年
継

承
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
「
街
並
み
景
観

づ
く
り
１
０
０
年
運
動
」
の
取
り
組
み
の

成
果
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
本
当
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
た

め
に
、
軸
足
を
町
民
の
生
活
に
置
き
、
一

歩
ず
つ
事
業
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
い
た
。

　

内
藤
氏
は
、
地
域
住
民
が
静
岡
県
三
島

市
の
源
兵
衛
川
を
清
流
に
蘇
ら
せ
た
活
動

を
例
に
と
り
、「
自
治
と
は
皆
で
管
理
し
、

皆
で
責
任
を
負
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、

地
域
防
災
に
対
す
る
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
水
辺
や
街
並
み
な
ど
地
域
の
景
観
づ
く

り
を
進
め
る
「
防
災
景
観
論
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

最
後
に
後
藤
氏
は
「
地
域
の
自
治
力

が
問
わ
れ
、
大
き
な
変
曲
点
に
き
て
い

る
。
少
し
遠
回
り
に
思
え
て
も
、
過
去
の

重
要
な
蓄
積
を
温
故
知
新
の
よ
う
に
立
ち

止
ま
っ
て
学
ぶ
こ
と
も
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
」
と
語
り
、「
防
災
景
観
論
と
い

う
新
し
い
分
野
を
切
り
開
い
て
い
く
未
来

の
光
も
、
今
日
の
議
論
を
通
じ
て
差
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

分科会１の様子。「選ばれ続ける地域とは」をテーマに議論

分科会２。景観まちづくりをめぐり議論した



　

中
央
ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
、
天
竜
川
上
流
域
に

位
置
す
る
人
口
10
万
５
０
０
０
人
の
山
都
、
長
野
県
飯
田
市
は
平

成
８
年
に
「
環
境
文
化
都
市
」
を
目
指
す
将
来
像
に
掲
げ
、
平
成

19
年
に
は
「
環
境
文
化
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
平
成
20
年
に
は
国

か
ら
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
周
辺
13
町
村
と
「
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し
た
ほ
か
、遠
州
（
浜
松
市
な
ど
）・

東
三
河
（
豊
橋
市
な
ど
）
と
は
20
年
以
上
に
わ
た
る
県
境
を
越
え

た
交
流
・
連
携
を
積
み
上
げ
て
お
り
、
全
国
モ
デ
ル
と
な
る
広
域

行
政
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
創
発
さ
れ
る

　
　
「
お
ひ
さ
ま
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」

　

飯
田
市
の
地
域
政
策
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
「
多
様
な
主
体
の
協

働
」
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
現
在
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
産

業
界
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
が
協
働
し
て
地
域
づ
く
り
、
産
業
づ
く
り
、

人
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

飯
田
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
る

「
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
（
以
下
、お
ひ
さ
ま
進
歩
）」

も
自
社
だ
け
で
事
業
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

や
人
々
が
同
社
を
媒
体
に
地
域
の
環
境
政
策
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
同
社
の
中
核
事
業
で
あ
る
「
お
ひ
さ
ま
発
電
所
」。

市
民
か
ら
の
出
資
金
を
元
手
に
、
保
育
園
や
公
民
館
な
ど
公
共
施

設
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
行
う
も
の
で
、
お
ひ
さ
ま

進
歩
と
市
が
長
期
契
約
を
結
び
、
生
み
出
さ
れ
た
電
力
を
市
民
に

還
元
し
ま
す
。
ま
さ
に
官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
事
業
で
す
が
、
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
は
高
い
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　

行
政
の
立
場
か
ら
み
る
と
「
お
ひ
さ
ま
発
電
所
」
は
「
施
設
の

目
的
外
使
用
」
に
な
り
、
公
共
施
設
の
屋
根
を
一
民
間
会
社
に
貸

し
出
せ
る
か
ど
う
か
が
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
市
は
、
お
ひ
さ
ま

進
歩
の
事
業
計
画
が
地
域
に
と
っ
て
本
当
に
プ
ラ
ス
に
な
る
か
調

査
や
議
論
を
重
ね
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
つ
な
が
り
、

環
境
産
業
の
育
成
の
み
な
ら
ず
環
境
教
育
に
も
資
す
る
も
の
」
と

結
論
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
社
の
原
亮
弘
社
長
は
地
域
の
行
事

や
公
民
館
活
動
に
熱
心
で
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
望
も
厚
く
、

「
こ
の
方
な
ら
任
せ
ら
れ
る
」
と
考
え
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
の
第
1
号
設
置
以
来
、
現
在
で
は
市
内
38
カ
所
、

畳
５
０
０
畳
分
に
も
な
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
公
共
施
設
の
屋
根
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
力
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

や
地
域
の
環
境
学
習
の
素
材
と
し
て
、
ま
た
先
進
的
な
取
組
と
し

て
視
察
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
、
飯
田
市
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
お
ひ
さ
ま
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
」
の
創
発
と
い
え
る
取
組
で
す
。
今
、「
お
ひ
さ
ま
発
電
所
」
は

他
の
地
域
に
も
波
及
し
、
長
野
県
の
南
部
全
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
よ
り
東
京
ま
で
約
40
分
、

　
　

名
古
屋
ま
で
約
20
分

　

昨
秋
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」
長
野
県
駅
が

飯
田
市
に
設
置
さ
れ
る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
７
年
（
13

年
後
）
に
は
、
東
京
ま
で
約
40
分
、
名
古
屋
ま
で
約
20
分
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
自
動
車
道
飯
田
山
本
Ｉ
Ｃ

か
ら
浜
松
と
を
結
ぶ
「
三
遠
南
信
自
動
車
道
」
の
整
備
も
進
展
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
飯
田
は
、
日
本
の
中
央
部
に
位
置
す
る

東
西
南
北
の
交
通
結
節
点
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
当
地
域
の
将
来
に
計
り
し
れ
な
い
影
響
を
与
え

る
も
の
で
す
。
一
方
、
国
の
借
金
は
１
０
０
０
兆
円
を
超
え
、
日

本
全
体
の
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
地
域
に
取
り
込
み
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
最
小
限
に
抑
制
す
る
よ
う
、
先
を
見
据
え
た
手
を

打
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　　
　

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る

　
　

事
業
構
想
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
）

　

地
域
の
課
題
は
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
不
足

す
る
要
素
や
不
確
か
な
部
分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
も

の
を
明
確
に
捉
え
た
上
で
、
補
い
得
る
要
素
（
専
門
的
人
材
や
他

の
事
業
な
ど
）
を
探
し
、
結
び
つ
け
る
こ
と
を
模
索
し
続
け
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

飯
田
の
公
民
館
活
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
互
い
に
評
価
し
、
議
論
し
、
意
識
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
く
「
共

創
の
場
」
に
更
に
磨
き
を
か
け
、
様
々
な
分
野
で
全
国
モ
デ
ル
と
な

り
得
る
事
業
構
想
を
今
後
も
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

飯田市長 牧野光朗

人口減少時代における地域経営への挑戦
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No. 都道府県 所　属 氏　名 　テーマ
 1 北海道 ニセコ町　 重森　省宏 空き店舗対策を契機とする市街地区の観光客周遊環境整備

 2 北海道 東川町 北　雅仁 北海道固有の美しい農村風景を守り続けるために
～東川町における移住者の役割について～

 3 北海道 滝上町 清原　尚弘 芝ざくらがつなぐ人と未来
 4 北海道 美幌町　 大内　直樹 住みよい美幌町のための空き家対策

 5 青森県 三沢市 中村　俊介 三沢市の介護保険事業を効果的に運営するための検討 
～真に必要な高齢者が使える介護保険制度とするために～

 6 青森県 おいらせ町 堤　大輔 おいらせ町における観光人材育成 
～住民主体のまちづくりに向けた町の役割～

 7 岩手県 黒沢尻西地区自治
協議会 佐藤　温子 商店街空き店舗の有効活用策 

～地域と商店街の課題を解消するには～

 8 岩手県 二戸市 立花　幸博 用の美を通じて使用美を育む 
～「純」漆器の一貫生産ができるたったひとつのまち～

 9 岩手県 金ケ崎町　 北條　光 地域特性と農業資源を活かした地域づくり 
～城内集落の地域農業を考える～

10 岩手県 一戸町 久保田 太一 自治体と地縁・志縁組織の協働による地域運営のあり方 
～岩手県一戸町の地域支援制度に着目して～

11 宮城県 加美町 尾形　一浩 地域のつながりをつくる伝統野菜「小瀬菜 ( こぜな ) 大根」の活用 
～味の箱舟を未来の子どもたちへ～

12 山形県 金山町 原田　明弘 「街並み景観づくり 100 年運動」の３０年を振り返って 
　街なか公営住宅を通じた新たな「まちづくり」へ　

13 群馬県 太田市 正田　吉一 太田市における子育て支援策と労働環境整備に係る自治体の役割 
～少子化の処方箋と女性労働力活用～

14 埼玉県 加須市 松本　和昭 公共交通システムの見直しによる外出難民対策と地域活性化
15 埼玉県 和光市 大竹　綾子 市民にとって「協働」とは何？
16 千葉県 千葉市 大嶋　数広 Ｍ字カーブ解消による地域経済活性化と男女共同参画センターの役割

17 千葉県 市川市 藤田　俊雄 多文化共生を通じた地域活性化 
～まちの誇りへ、人と地域と力をつなぐ～

18 千葉県 船橋市 藤岡　和生 船橋産にんじんを通じた地域の異業種連携
19 千葉県 南房総市 佐藤　泰幸 南房総市における市民活動拠点と制度の整備について

20 千葉県 匝瑳市 木内 将市郎 都市農村交流による活性化 
～いなかで体験　心育てるまち　匝瑳 ( そうさ ) 市の実現を目指して～

21 千葉県 御宿町商工会 土屋　一幸 「ONJUKU まるごとミュージアム」15 年目の検証 
　～エコミュージアムとしての再生の為に～

22 東京都 日野市 飯倉　直子 図書館による高齢者への資料提供を通じた地域の支え方 
～資料提供が高齢者を見守り、高齢者の活動の機会を作る～

23 新潟県 柏崎市 田邉　靖典 集落移転を巡る歴史から、柏崎市の今後の小規模集落への対策を探る 
～守りの取組から、活性化の希望を見出す～

24 新潟県 ＮＰＯ法人柏崎まち
づくりネットあいさ 水戸部　智 市民主体の自律的公益活動に向けた地域内における資金循環 

〜新しい公共による地方の元気創造〜

25 福井県 越前市 上城戸 佑基 「共感」から気づく越前市の魅力 
～魅力で人がつながり、活動が広がるプラットフォームの構築～

26 長野県 千曲市 松澤　希 地域住民の互助の力を生かした高齢買い物弱者対策 
～地域で元気に生きていくために～

27 長野県 佐久穂町 黛　史浩 水資源を守り育み未来へ継承するために 
～スパイラル・アップする水資源保全活動により暮らしの価値を高める～

28 長野県 松川町 西浦　素之 森林セラピーを活用したヘルスツーリズムによる地域活性化の可能性

29 岐阜県 高山市 岩田　桂一 新たな「飛騨高山ブランド」の発掘 
～ジビエ食材の魅力～

30 岐阜県 多治見市 水野　元喜 美濃焼を通じた地域の絆づくりの実現に向けて 
～多治見市に誇りと愛着のもてる人材を育成するために～

31 岐阜県 飛騨市 堀之上 亮一 「広大な飛騨市の各地域を繋ぐための意識づくり」 
～少子化・高齢化・過疎化が進む中で、飛騨市が生き残っていくために～

32 岐阜県 安八町 桑原　毅　 コミュニティ・スポーツによるソーシャル・キャピタルの醸成 
～安八町における水害復興期に果たしたソフトボールの役割～

33 岐阜県 白川町 鈴村　幸祐 「白川町のスポーツ振興を考える」 
～出生５０人時代のスポーツ振興策～

34 愛知県 刈谷市 内藤　隆史
三大都市圏内の周辺自治体による中心市街地活性化の公的支援の論拠と今後
の方向性 
～刈谷駅前の中心市街地活性化をケースワークとして～

35 愛知県 高浜市 間瀬　敬治 地域映画によるまちづくりの可能性

36 愛知県 岩倉市 岸　晃平 地域社会における外国人住民との「棲み分け」と「多文化共生」 
〜現状の解明と目指すべき姿〜

37 鳥取県 鳥取県 西村　康平 学校統廃合から考える地域活性と学校教育の両立について

38 高知県 高知県 尾﨑　康隆 『キーパーソン型の地域づくりからの脱却に向けて』 
－いしはらの里協議会の事例における実践的検討－

39 大分県 臼杵市 吉良　猛 「市民サービス向上のための予算編成改革を考える」 
～評価や市民の声を効率的・効果的に生かすために～

　地域活性化センターでは、地域の未来を背負って立つリーダーを養成するため「全国地域リーダー
養成塾」を毎年開講しており、去る 2月 6 日に第 25 期生 39 名が無事修了しました。下記は 25 期生
の修了レポートテーマ一覧です。25 期生の皆さん、修了おめでとうございます。

第25期全国地域リーダー養成塾　修了レポートテーマ一覧



482014・4月号地域づくり

183盛岡市

岩
手
県

盛岡市は、岩手県の内陸に位置し、秀峰・
岩手山と周囲の山々を背に、東北一

の大河・北上川を中心にいく筋もの川が流
れる「杜と水の都」です。歌人・石川啄木
は「美しい追憶の都」と表現し、作家・宮
沢賢治は「モリーオ市」と呼びました。
　アユやヤマメが泳ぐ市内の清流には、秋
はサケが遡上し、冬はハクチョウが訪れま
す。豊かな自然と城下町４００年の歴史文
化を背景に、多くの先人を輩出し、岩手県
の県都として発展、平成２１年に市制施行
１２０周年を迎えました。今年７月には旧酒蔵や町家の建物を活用し、人々の暮らしの
移り変わりなどを紹介する交流施設「もりおか町家物語館」が開館します。
　国の天然記念物・石割桜、盛岡三大麺（わんこそば、盛岡冷麺、盛岡じゃじゃ麺）、
神子田の朝市、初夏を彩る伝統行事・チャグチャグ馬コ、太鼓と笛、踊りの大パレード
が見ものの「盛岡さんさ踊り｣、盛岡秋まつり山車、啄木や賢治の青春時代の足跡、盛
岡の奥座敷・つなぎ温泉など、四季の風物詩、城下町の薫り、温かいおもてなしの心が
皆様をお迎えします。盛岡に「どうぞ、おでってくなんせ（おいでくださいませ）」—。

とうとうと流れる北上川と秀麗な岩手山は盛岡を代表する景観の一つ

盛岡城跡公園（岩手公園）　盛岡藩主
南部家の居城跡で日本百名城の一つ。
公園内には青春時代を盛岡で過ごした
啄木の歌碑や賢治の詩碑などがある

盛岡さんさ踊り　毎年８月１日～４日開催。
勇壮でエネルギッシュな群舞、力強いリズム
は迫力満点。輪踊りには観客も自由に参加で
きる

神子田の朝市　年間 315 日間も開催される
｢盛岡市民の台所｣ として親しまれている朝
市。生産者が直接いわての新鮮な農作物など
を安く提供してくれる

わんこそば　｢ハイ、じゃんじゃん｣ ｢ハイ、
どんどん｣。給仕さんとの掛け合いも楽しい

石割桜　盛岡市は、「桜」が国の天然
記念物に指定されている日本最北端の
地。市内では、龍谷寺の「モリオカシ
ダレ」も指定を受けている

チャグチャグ馬コ　色とりどりの装束に身を
包んだ約 100 頭の馬が、チャグチャグと鈴
を鳴らしながら鬼越蒼前神社（滝沢市）から
盛岡八幡宮までの約 13kmを行進する

中津川　盛岡の街の真ん中を流れる中
津川は、水底が見えるほどの清流。夏
には釣りを楽しむ人々の姿も

啄木や賢治の青春の足跡を訪ねて
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特集 ■ 経済循環による地域の元気創造
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